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土
A
山 え カミ き

AIDS， ATL， STD等々，なにか新しい微生物学時代の幕が上

りつつあるようなこのごろです。 30数年前，腸内細菌の分離同定法

の入り口を俳佃したにすぎない“元"または“旧"細菌学徒たる私

ですら，いささかの高揚をおぼえるほどです。

一方，ダイオキシンを lつの極限とする多種多様な化学物質によ

る環境汚染は，地球規模で確実に進行しつつあるかにみえます。

そこで，さあ衛研の出番だというぐあいに短絡しようとは思いま

せんが，われわれの衛研に与えられる課題にも，それなりに質，量

ともにの“重大化"といったものあって然るべしとは考えるので

す。しかし少くとも私たちの周辺にその兆候はありませんO たと

え衛研側の発言が弱いにしても，です。

このような情況のもとでわれわれは何ができるのか。所報23号は，

いわばその答えなわけですが，もとよりその内容は満足のゆくもの

ではありませんO

以上，書かずもがなの“まえがき"ですが， しるして皆様方の御

批判を仰ぎたいと思います。

青森県衛生研究所長

秋山 有
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I 一般概要



1. 沿革

年月 日 概 要 備 考

昭事叩

事務取扱
食品検査係の 5係制で発足 昭和25年 2月10日

山本耕一所長
昭和29年 7月 1日 血液銀行係を加え 6係制となる

昭和31年 1月25日 青森県衛生研究所弘前出張所を設置する

昭和32年 6月 1日 青森県血液銀行設置に伴し衛生研究所弘前聞及|昭和32年12月 1日

び血液銀行係を廃止する 木下嘉一所長

昭和問月 1日|処務規程の全面改正により 庶務係，試験検査係と

なる

昭和叩月 3日|試験検査係を細菌病理臨床試験係化学食品検査係|昭和3例月20日

に改め 3係制となる 秋山有所長

昭和町月 1日i庶務室一一の 1ーなる

昭和43年 3月25日 青森県保健衛生センタ一合同庁舎完成し移転 青森市大字造道字沢田

(現庁舎)

昭和44年 4月 1日l公害科が新設され l室 3科となる 昭和44年 4月 1日

山上豊日所長

昭和48年 4月 1日|室及び科制を課制に改める 昭和47年 9月 1日

山本耕一所長

昭和49年 4月 1日 公害調査事務所設置に伴い公害課は廃止される

昭和54年 5月 1日 |昭和54年 5刀 1日

秋山有所長



2. 組織及び分掌事務

1. 庶務に関すること

2. 統計報告に関すること

3. 公害調査事務所の庶務(兼務)に関すること

1. 病原となる細菌，原虫及び真菌の調査研究に関する
こと

2. 病原となるウイルス及び、リケッチャの調査研究に関
すること

3. 血清学的調査研究に関すること

4. 環境衛生に係る微生物学的調査研究に関すること

5. 食品衛生に係る微生物学的調査研究に関すること

6. 寄生虫及び衛生動物の調査研究に関すること

7. 臨床病理の調査研究に関すること

8. 微生物学的試験の技術指導に関すること

9. 微生物検出情報の解析提供に関すること

10. 実験動物の飼育に関すること

11.先天性代謝異常検査等に関すること

12. 神経芽細胞腫マス・スクリーニングに関すること

1. 医療品，衛生材料，香粧品等の調査研究に関するこ

と

2. 飲食物及び添加物の調査研究に関すること

3. 食品器具器材の調査研究に関すること

4. 温泉及び鉱泉の調査研究に関すること

5. 飲料水の調査研究に関すること

6. その他化学的調査研究に関すること

7. 理化学的試験の技術指導に関すること

8. 生活労働環境に関する調査研究に関すること

9. 下水，し尿消化槽，浄化槽等の汚水の試験研究に関

すること
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5. 微生物課業務概要

徴生物課の業務はウイルス，細菌，先天性代謝異常症

等のマス・スクリーニングの 3部門に分かれており，そ

れぞれについての一般依頼検査，行政検査をおこなう一

方，これらに係る調査研究を実施してし、る。また，先天

性代謝異常症等スクリーニング部門では先天性代謝異常

症検査の他に昭和59年12月より神経芽細胞腫の尿スクリ

ーニングをおこなっている。検体数はこの検査の趣旨が

理解されてきたこともあり急増した。その他，例年のご

とく保健所の検査担当職員の技術研修をおこなった。

(1)調査研究

a. 昭和60年度のインフルエンザ流行予測感染源調

査

昭和60年度の全国におけるインフルエンザの流行は春

季の散発的検出状況から予想きれていたA/香港(H3N2) 

型で10月から12月にかけてであった。

青森県における流行は11月からで、全国同様A/香港(H3

N2) 型であった。

本調査期間中(昭和60年 4~6 月. 1O~ 12月，昭和61

年 1~ 3月)採取うがし、液23件より 8株のインフルエン

ザウイルスを分離し赤血球凝集抑制試験で同定した結

果，すべてA/香港 (H3N 2)型であった。

血清診断のために得られたペア血清は 8件で， A/フ

ィリピン/2/84に対して 3例が有意上昇を示し. H1N1 

型.B型ではともに有意上昇はみられなかった。

b. 昭和60年度の日本脳炎感染源調査

昭和60年 7月から 9月までの県内 2と畜場(青森，八

戸)のと殺豚を対象に本調査をおこなった。

検査は市販の抗原 JaGAr非01株を用いた赤血球凝集

抑制試験法によった。

総数201(青森141.八戸60)検体中，青森21.八戸 3

例が10倍以上の陽性を示した。内訳は前者では 8月下旬

2. 9月上旬10. 同中旬 2.同下旬 7例，後者では 9月

3例であり，近年になく汚染度が高かった。特に弘前市

周辺における出荷豚の汚染が目立った。この感染が新鮮

かどうかを判別するために抗体価40倍以上の19検体を対

象に 2ME処理をおこなった。その結果は 118低下の

陽性が l例. 114低下の疑陽性が 3例であった。

c. 青森市における CoxsackieA群ウイルスの血

清疫学(第二報)一次期流行ウイルス型の検討

血清学的手法によって事前に次期流行ウイルス型の予

測が可能か否か1981年から1985年までの 5ヶ年間におけ

る6才以下の春季採取血清と浸淫度の高い 7Cox.A群

(2.3.4.5.6.8.10型)ウイルスの組合せで検討し

た。

その結果，これらウイルスの主な感染対象となる 3才

未満層が35%以上の抗体保有率を有す場合，その年，そ

られウイルスによる大きな規模での侵襲は起らないこと

が判明した。したがって，エンテロウイノレス流行前の春

季採取血清で次期流行ウイルス型のある程度の予測が可

能と思われた。 1985年の各型ウイルスの侵襲規模を1985

年の血清で予測したが，これについては1986年の春季採

取血清で確認の予定である O

d. 溶連菌感染症予防に関する調査研究

本調査は昭和58年度から 3ヶ年の継続事業であるO 調

査最終年度にあたる本年度は，医療機関から266株，健

康保育園児から47株のA群溶連菌を収集した。患者由来

菌のT型は，型別不能を除いて 9種類に分けられた。前

年に比し. T 3型の著しい増加及びT12型の著しい減少

がみられた。また，健康保育園児の保菌調査でも. T 3 

型が 1回目(昭.60.12.2)64.5猪， 2回目(昭.61.1. 27) 

68.8箔と高率であった。薬剤感受性測定は検討中で、あるO

e. 成分規格の定められていない食品の細菌学的検

討

青森県における食中毒防止に関する調査の一環として，

微生物成分規格の定められていない食品の細菌汚染調査

を，昭和59年度から 3ヶ年の継続調査で実施しているD

前報では市販の複合調理品(そう菜)等を調査し今

年度は市販の穀類加工品(包装豆腐，麺類，調理パン)

等の細菌汚染を検討した。

成績は本報の調査研究の項に掲載した。

f.試験検査

試験検査の件数及びその成績は次のとおりである O
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'1昭和60年度微生物試験検査

)内は検体数

依頼検体数

検査種別 検体の内訳等と成績，備考

一般 行政

糞 便 検 査 6 海外旅行者のコレラ菌検査(6)C陰性〕

一般依頼 カルチャーボトル(3)

C Prop.αcnes (1)， Stαp.epidermidis (1) J 

細菌同定検査 3 40 行政依頼 チフス菌(2)，パラチフス B菌(1)，黄色ブドウ球菌(7)，

赤痢菌(3)

〔ボイド l型(2)，ボイド18型(1)J

一般依頼.水産加工品(18)，和菓子(9)，穀類(4)，氷(3)，めん類

食 口口口 検 査 41 12 ( 3) ，魚肉ねり製品(2)，食肉加工品(2)

行政依頼生カキ(6)，いずし(6)

水 質 検 査 103 13 
一般依頼.上水(86)，河川水(12)，海水(4)，プール水(1)

行政依頼養鶏指導所排水(13)

食 中 毒 検 査 414 
受付事例数15(資料参照)

食品(98)，糞便(287)，吐物(7)，ふき取り (22)

風 疹 検 査 4 296 行政依頼.教職員(220)，保健所(76)

検査定点
野兎病抗体価測定(1)

からの検体
16 無菌性髄膜炎患者の咽頭ぬぐし、液，便，髄液(15)

〔コクサツキ -B群 5型(1)，エコー 3型(1)，未同定(1)J

感染症サー
溶レン菌(152)

CA群98株中T-3型(81)， T-28型(14)，型不明(3)，B群(3)J

ベイランス
患者定点

ノート参照

関係検査
1831 手足口病患者の咽頭ぬぐい液(16)

からの検体
〔エンテロ71型(9)，未同定(2)J 

夏カゼ患者の咽頭ぬぐし、液(10)

CA香港型インフルエンザウイルス(1)J

インフルエンザ様患者の咽頭ぬぐし、液(5)

CA香港型インフルエンザウイルス(2)】

先天性代謝異常検査 20， 390 資料参照

クレチン症検査(委託) 20， 218 λy 

神 経芽細胞腫尿検査 15，564 ノート参照

そ の 他 17 
室内チリ中のダニ検査(1)C陰性〕

土壌中の破傷風菌(17)C陰性コ
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6. 理化学課業務概要

理化学課が60年度に行った業務は食品衛生，栄養分析，

医薬品，家庭用品，飲料水，温泉，その他広範囲に亘る

試験研究でその概要は次の通りである。

(1)調査研究

a. 水道水中の有機ハロゲン化合物等調査

我国で現在使用されている農薬は，その残留性，有害

性が充分検討された易分解，低毒性のものである。その

ため環境への影響はほとんどないと思われる。しかし

水田に用いられる除草剤は田植えの行なわれる 5"'6月

に集中散布するため，一時的に河川等へ流出しているも

のと考えられる。そこで，県内の主要河川を水源として

いる 9市町村の水道水における除草剤の消長を経時的に

調査した。詳細は調査研究の項参照

b. 青森県における温泉の経年変化調査

温泉の泉源保護と適正利用を図る目的で，昭和55年度

より県内の温泉について経年変化調査を実施しているo

60年度は黒石市，十和田市を中心とした10源泉につい

て，泉温， pH，陽イオン，陰イオン，遊離成分および

徴量成分を調査した。その結果 3源泉に泉質の変化が認

められたほかa 泉温の下降や蒸発残留物の減少の傾向が

見られた。詳細は調査研究の項参照

c. 赤潮予察，貝毒関連調査

ホタテ貝に蓄積する下痢性貝毒及び麻ひ性貝毒の発生

を予察し，計画的な水産物の出荷，処理等を行うことに

より，漁業経営の安定に資することを目的として実施し

たものである O

調査は陸奥湾(青森，野辺地)，日本海(岩崎)，津軽

海峡〈今別)，太平洋(野牛，三沢〉の各水域により採

取したホタテ貝について下痢性貝毒 069件)と麻ひ性

貝毒 (63件)の毒力を測定した。詳細はノートの項参照

d. ホタテ貝の下痢性貝毒値に及ぼす遊離脂肪酸の

影響

公定法による下痢性貝毒の毒力測定において，共存す

る遊離脂肪酸含量は定量値の誤差原因となっていること

はすでに報告されているO そこで，昨年度に引き続きケ

イ酸カラムクロマトグラフィーにより下痢性貝毒画分と

遊離脂肪酸の影響について検討したD

その結果昨年度と同様に，毒力値の低い時期において

遊離脂肪酸の影響が認められ，毒力値の誤差要因となっ

ていると推察された。

e. 水酸化ジルコニウム共沈法による標準試料の重

金属分析

地底質標準試料を用い，水酸化ジルコニウム共沈法に

よる重金属(鉄，亜鉛，銅，鉛，ニッケル，コバルト，

カドミウム，マンガン)分析法を検討した。カドミウム，

マンガンを除くすべての元素が保証値に適合した。カド

ミウム，マンガンについてはさらに検討する必要がある。

詳細はノートの項参照

f. けい光々度法によるセレン分析法の検討

水試料中のセレンの分析は，現在 3，3 'ージアミノベ

ンジン法で行っているが，操作が複雑で長時間を要する

ため，これにかわる 2，3ージアミノナフタレンによる

けい光々度法について検討した。その結果，本法は感度

が高く，簡便であり，又，回収実験においても良好な成

績が得られた。
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(2)試験検査 が主なものであるO 又，今回は輸入ワイン中のジエチレ

a. 行政試験 ングリコールや，魚介類中の有機錫等の検査が追加され

1.食品及び食品添加物等の試験 た。これらの検査項目，件数及び結果は表 1のとおりで

青森県環境衛生課及び保健所の依頼によるもので，食 あるO

品中の有害物質調査，夏期ならびに年末年始収去食品等

表 1

検 査 種 i1lJ 件 数 項 目 検 体

食品添加物 168 
保 存 料 (36) ソルピン酸 焼ちくわ，漬物他

発 色 剤 (26) 亜硝酸根 すじこ，たらこ他

着 色 料 (27) タール色素 菓子，たらこ他

殺 菌 料 (20) 過酸化水素 うどん，かまぼこ他

品質保持剤 (15) プロピレングリコーノレ ギョーザ皮，生ラーメン他

酸化防止剤 (20) BHA 煮干， ¥，、か塩辛他

人工甘味料 (11) サッカリンナトリウム 漬物，菓子他

漂 白 剤 (8) 二酸化イオウ れんこん，たけのこ他

防ばい 剤 (5) オルトフェニルフェノール | レモン，オレンジ他

規 格 試 験 8 タール色素製剤 かき

残 留 農 薬 32 DDT，BHC他(147項目数) りんご，ぶどう，大根他

P C B 15 牛乳，肉類，魚介類

残 留 抗 菌 剤 16 抗生物質，合成抗菌剤 牛乳，鶏肉.鶏卵他

魚介類の 水 | 水銀 かれい，かながしら他

はまち，あじ，ひらめ他

玄米のカドミウ

ワ イ エチレングリコール 輸入ワイン，国産ワイン

エチレングリコール
アイスクリー

モノエチルエーテル

貝 f三金号三 26 下痢性，麻薄性 ホタテ貝

ト一一一一一一一一一

そ の 他 異臭食品検査 ゼリー菓子

ii. r有害物質を含有する家庭用品の規制に関す

る法律Jに基づく家庭用品の試買検査(環境

衛生課)

件，ピス (2.3ジプロムプロヒ。ル)ホスフェイ卜化合物

3件，計9項目40件であるが，基準に違反したものはな

かった。詳細は資料の項参照

60年度は家庭用洗浄剤，家庭用エアソ*ル製品，繊維製

品等について，以下の項目を試買検査した。即ち，水酸

化ナトリウム・水酸化カリウム 4件，塩化水素・硫酸 l

件，塩化ビニル 5件，メタノール5件，有機水銀5件，

ディルドリン 5件， DTTB 5件，ホルムアルデヒド 7

111.医薬品等一斉取締りの収去検体の試験(医務

薬務課)

60年度は日局安息香酸ナトリウムカフェイン 2件， 日局

マーキュロクロム10件， ビタミンCを含有するドリンク

剤 7件，その他ドリンク剤 l件，計20件について確認試

- 7 -



験，純度試験等を行ったところ安息香酸 1件が不適であ 故の原因を究明するため，有機リン系農薬の分析を行つ

ったが，その他は適合していた。詳細は資料の項参照 た。 1件(5項目〉

1V. 鶏舎排水の水質検査(青森県養鶏指導所 V1.井水の臭気，味，石油系炭化水素の定性(黒

畜産公害防止の目的で鶏舎排水処理池等 5ケ所の水質 石保健所件

調査を行った。 10件 (100項目) b. その他の試験検査

V. ニジマス，イワナのへい死にかかわる農薬分

析(青森県内水面水産試験所)

市町村及び事業所等からの依頼で行ったものであるD

1. 食品及び食品添加物等の試験

新郷村において発生したニジマス，イワナのへい死事 試験の件数は表 2のとおりである O

表 2

検 査 種 別 件 数 項 目 検 体

食 品添加物 13 
保 存 料 (7) ソルピン酸 漬物，かまぼこ他

着 色 事ヰ (1) タール色素 菓子

殺 菌 来ヰ (3) 過酸化水素 かずのこ

人工甘味料 (1) サッカリンナトリウム せんぺい

漂 白 剤 (1) 二酸化イオウ 桂竹

成 分 分 析 45 粗蛋白質，組脂肪他 金時豆， ミートボール他

塩 分 5 食塩 しょう油，数の子

残 留 農 薬 2 スミチオン，ダイアジノン他 りんご果汁

オモチャ規格検査 笛

そ の 他 8 食器の残留物試験 給食用食器

11.水質試験

試験の件数は表 3のとおりである。

表 3

検 査 種 別
件 数

備 考
(項 目数 )

全項目原水 44 (1， 228) 
全 項目浄化 37 (1. 034) 

上 水 トリノ、ロメタン 21 ( 84) クロロホルム，ブロモホルム他

トリクロロエチレン 31 ( 93) トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン他

そ の 他 28 ( 103) 

河 )[1 水 69 ( 903) pH. SS. DO他

地 下 水 23 ( 289) pH. Fe. Cl他

排 水 9 ( 151) pH. SS. BOD他

鉱 泉 分 析 33 (1. 117) 陽イオン，陰イオン他

温 泉 分 析 3 ( 49) /〆

そ の 他 2 ( 4) 11 

そ の 他 5 ( 9) 

- 8 -



7. 教 育研修

(1)研修

a. 西北農業改良普及員研修会(鯵ケ沢町農業改

良普及所 60. 8. 8) 

「食品添加物について」 小林理化学課長

b. 保健所環境衛生担当者研修会(青森市 自治研

修所 60. 8. 10) 

「食中毒時の検体取扱いについて」 豊川研究管理員

c. 学校栄養職員を対象に学校給食用食品検査技術

講習会(青森市青森県学校給食総合センタ-

60. 10.22-23) 

「食中毒の基礎知識についてJ 秋山所長

「細菌の簡易検査」 豊川研究管理員，大友主任研究員

d. 昭和60年度学校給食用食品検査技術講習会

(青森市 60. 10.23) 

「食品添加物について」 小林理化学課長

e. 保健所検査技師研修会(岩木町 あすなろ荘

60.11. 28-29) 

IB型肝炎について」 秋山所長

「つつが虫病について」 佐藤研究管理員

「県内における最近の病原菌検出状況」 大友主任研究

員

(2)教育

非常勤講師(青森県立青森高等看護学院)

公衆衛生学秋山所長

微生物学豊川研究管理員佐藤研究管理員

大友主任研究員

非常勤講師(弘前大学教育学部)

看護学秋山所長
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23， 11-13， 1986 

青森県における水道水中の有機ハロゲン化合物

について

青森県衛生研究所報

英一

河川|水

小林秋山由美子

(第二報)

淳子木村政教高橋

2. 採水時期

水質が最も安定していると考えられる 6月の上旬に採

水した。

3. 測定項目

(1)一般項目

気温，水温， pH，過マンガン酸カリウム消費量，

&-N，色度，濁度，残留塩素。

(2) 有機ハロゲン化合物

トリハロメタン CCHCh，C白ChBr， CHCIBr 2' 

CHBr3)， トリクロロエチレン，テトラグロロエチレ

ン， 1. 1. 1 トリククロエタン，四塩化炭素。

(3) 分析方法

すべての分析方法は上水試験方法に準拠した。なお，

有機ハロゲン化合物は搭媒抽出法によりガスクロマトグ

ラフで分析した口ガスクロマトグラフィーの条件は前

報2)の方法に準じた。

N 

は じめに

水道水の有機ハロゲン化合物は，その毒性(発癌性，

催奇性)の面から人体への影響が懸念1) され，水道衛生

上重要な問題になっている O

わが国においては， 1981年 3月，厚生省は水道水中の

総トリハロメタン(以下 THMと略)濃度の制御目標値

を0.10mgllとした。また， 1984年 2月にはトリクロロ

エチレン0.03mg/l.テトラクロロエチレン0.01mg/l. 

1. 1. 1ートリクロロエタン0.3mgllの暫定水質基準

値を設け現在に至っている O

今回，我々は県内水道水中の有機ハロゲン化合物の実

態を把握する目的で本調査を実施し， 2， 3の知見を得

たので報告する O

法

1.試料

図1.表 1に示すように河川水を水道原水としている

県内 9地区の原水および浄水を採水し，試料とした。

方査調

果

1.一般項目

表 2に一般項目の水質検査成績を示した。原水につい

てみると，水質にかなりの差が認められた。これは河川

の水質汚濁の差によるものであろう O すなわち，汚濁の

進んでいないと考えられる河川の上流部を水源としてい

る虹貝川，浅瀬石川，岩木川(弘前市)，小湊川では比

較的良好な水質を維持しているが，河川の下流部と水源

としている岩木]11C五所川原市，稲垣村)，山田川，相

坂JII，馬淵川ではかなり水質汚濁が進行していることが

うかがえる O

2. 有機ハロゲン化合物

表3に有機ハロゲン化合物の成績を示した。 THM

の成績は0.04~O.098 mg/lの範囲で，いずれも厚生省

の制御目標値以下であった。ただ，岩木川下流部，山田

川では制御目標値に近い値が得られたことから，今後注

意する必要があるものと考えられる O

一方， トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン，

1. 1. 1 トリクロロエタン，四塩化炭素はすべての検

体において不検出であった。

結査調

尚
一

1
2
3
4
5
6
7
8
9

浄水採水地点

浄水場
保健所
市終末処理場
保健所

個人住宅

保健所
消防署
折 茂 小 学 校

個人住宅

査

査

占

占

浄水場名

清川
石 名 坂
樋の口
元町
津軽新田
水道企業団
野未

平内町
奥 入 瀬

白山

地

地

調

調

水源

虹貝川
浅瀬石川
岩木川
岩木川

山田川

岩木川

小湊川
相坂川

馬関j川

図 l

表 l

市町村名

大鰐町
黒石市
弘前市
五所川原市

森田村
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百石町

八戸市
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3. THMの組成

図2にTHM組成を示した。 9地区の THMの組成

についてみると，組成にかなりの差が認められるoTHM

の主成分は CHCbであるが，浅瀬石川，小湊川，相

坂川，馬関川では CHCL3よりも含臭素 THM( CHClz 

Br， CHCIBr2' CHBr3)が多し、。含臭素 THMの

生成は水中の臭素イオン量に影響3，4)されることから，

これら THM組成の差は水中に含まれる臭素イオン量

の違いによるものと思われる口なお，この臭素イオンの

差が自然由来か人為的なものであるかは現成績だけで断

定することは困難である O

4. 各種水質項目と THMとの相互関係

表 4に各種水質項目と THMとの相関係数を示した。

THMはNH4-N，色度，残留塩素との聞に高い相関

つ

臼

仁コCHC¥， 

.CHCI，Br 

醒盟CHCIBr，

圃圃CHBr，

ND 

図2 THMの組成



表4 各種水質項目と THMとの相関関係

気温 水温 pH 過マンガン酸量 色度 濁度 残留塩素 THM カリウム消費 NHcN 

気 温 0.432 0.536 0.515 o 263 0.197 0.883** 0.466 0.180 
水 温 0.486 0.035 0.566 0.603本 0.685* 0.550 0.531 

pH 0.246 0.034 0.081 0.653* 0.167 0.279 
過マンガン酸

0.026 0.546 0.98伊* 0.264 0.283 カリウム消費量
NH4-N o 722** 0.093 0.786本牢 0.761** 

色 度 0.432 0.499 0.861** 
濁 度 0.346 0.135 
残留塩素 0.66伊*

THM 

n=9 * : P<0.05 *本 Pく0.01

関係が得られた。一般的に THMは地下水では色度，

河川，水で、は過マンガン酸カリウム消費量との間に高い

相関関係が得られると報告5)されているO 今回. THM 

と過マンガン酸カリウム消費量との聞に相関関係が得

られなかったのは検体数が少なかったためと考えられるO

考 察

本県における地下水を水源とする飲料水中の THM

についてはすでに前報で報告6) しているO それによると

THMの平均値 (n=36)は0.015mgllと述べてしる。

一方，本成績での平均値 (n= 9)では0.051mgllと

地下水に比して高い値が得られ. THM量は地下水よ

りも河川水と水源とする飲料水中に高いと L、う従来の報

告5)と一致した成績が得られた。

THMの前駆物質は主としてフミン質といわれてい

るO 本成績では虹貝川，浅瀬石川，岩木川上流部，小湊

川は良好な水質を維持していることから，これらの地区

のTHM前駆物質はほとんど自然由来のフミン質であ

ると予測され，その結果 THM量が少ないものと考え

られる O 一方，水質汚濁が進行していると考えられる岩

木川，山田川，相坂川，馬淵川下流部では自然由来のフ

ミン質以外に人為的物質(し尿，下水，工場排水等)が

THM前駆物質となっているため. THM量が高いも

のと推察される O

一方， トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン，

l. l. 1 トリクロロエタン，四塩化炭素はすべての検

体において不検出であった。地下水がこれらの物質で汚

染されていることはすでに報告7)されているが，河川水

では全国的にみてもまだ汚染されていないものと思われ

るO

まとめ

河川水を水源とする県内 9地区の飲料水中の有機ハロ

ゲン化合物について調査した結果以下の成績を得た。

1. THM量は0.04--0.098mgllの範囲であり，い

ずれも制御目標値以下であった。

2. トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン. l. 

l.1ートリクロロエタン，四塩化炭素はすべての検体

において不検出であった。

3. THMとNH4-N.色度，残留塩素との間に高

し、相関関係が得られた。

4. 河川の上流部では自然、由来のフミン質が，下流部

では人為的物質(し尿，下水，工場排水等)がTHMの

主要な生成前駆物質と推測されるO
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青森県における水道水中の有機ハロゲン化合物

について(第三報)

高橋政教 木村淳子

はじめに

現在，水田に用いられている除草剤は 5月-6月に

散布期間が集中するため，一時的に河川等へ流出するこ

とが予想される。すでに一部の除草剤については田植後

5-6月の期間中河川，海域底質，魚介類等への残留性

が報告1-12)されているO

我々は，青森県においても除草剤(主として有機ハロ

ゲン化合物)が広範囲に使用されていることから，河川

の表流水を水源としている県内 9ケ析の上水道の原水お

よび浄水中の除草剤残留量について調査を行ない，若干

の知見を得たので報告する O

調査方法

1.試 手ヰ

県内 9ケ所の上水道の原水および浄水。

2. 調査時期

昭和60年 4月-11月，昭和61年4月-8月O

3. 対象除草剤

CNP， クロメトキシニル，ブタクローノレ，シメトリ

ン，ベンチオカーブ，モリネート O

4. 分析方法

除草剤の分析方法およびガスクロマトグラフィーの条

件は図1.表 1に示した。なお，この分析方法での添加

回収試験の回収率 (3例平均)は CNP101.0労， クロ

小林繁樹 小林英一

試料 2f 

1=ドγ←寸叩Naα 
← n一へキサン

振トウ

抽出

~ 
nーヘキサン層 水層

|←nーヘキサン 100m1

振トウ

抽出

100m1 

nーヘキサン層 水層

← 無水硫酸ナトリウム

脱水

KD濃縮

5mlメスアップ

G. C 

図 l 分析方法

農薬

表 1 ガスクロマトグラフィーの条件

CNP 

グロメトキシニノレ

ブタクローノレ条件

検出 器

充て ん 剤

ECD (63 Ni) 

2 % OV -17 

Gaschrom Q 

80-100 mesh 

ガラスカラム 2m
180

0

C 

210
0

C 

300
0

C 

N 260 ml/min 

カラム

カラム温度

注 入口温度

検出器温度

キャリアーガス

シメトリン

ベンチオカーブ

モリネート

FPD (S) 

1O~ぢシリコン D C200 

Chromosorb W (A W -DMCS) 

80-100 mesh 

ガラスカラム 2m
220

0

C 

220
0

C 

240
0

C 

N250 ml/min 

刈
斗
4

4
E
i
 



表 2 青森県における水田除草剤使用基準

除 草 剤 名
使用量

成 分 % 
(Kg/I0a) 

初期除草剤
(田植前 3日以前~田植後 3""'10日に使用)

M O 粒 剤 4 CNP 9 

エックスゴーニ粒 3""'4 クロメトキシニル 7 

ショウロン M 粒剤 3""'4 
CNP 9 
ダイムロン 7 

マーシェット粒剤 3""'4 ブタクローノレ 5 

中田期植除後 草剤(am1f 8 ""'20日に使用)

サタ ン S 粒剤 3""'4 
ベンチオカーブ 7 
シメトリン 1.5 

シメトリン 1.5 
マメット S M 粒剤 3 モリネート 8 

MCPB 0.8 

クリミード S M 粒 剤 3""'4 
シメトリン 1.5 
ベンチオカーブ 10 

ベンチオカーブ 7 
エスグラ ン粒剤 3""'4 ベンタゾン 7 

シメトリン 1.5 

メトキシニノレ99.5%. ブタクロール97.1%. シメトリン

72.5%. ベンテオカーブ90.7%. モリネート 85.5%であ

った。検出限界値はCNP. クロメトキシニル，ブタク

ロールは0.005μg/l以下，シメトリン，ベンチオカー

ブ，モリネートは0.05μg/l以下であった。

5. 除草剤の使用状況

表 2に昭和59年度における水田除草剤使用基準を示し

たO 水田除草剤には初期，中期，後期除草剤があるが，

現在環境汚染として問題になっているのは初期，中期除

草剤である O 表 3に現在本県で繁用されている水田除草

剤使用量を示した。初期除草剤として CNPが最も多く

使用され，次いでブタクロール，ダイムロン，クロメト

キシニルで、あった。一方，中期除草剤としてはモリネー の5月30日採水の1.095ppbであったO クロメトキシニ

ト，ベンチオカーブ，シメトリン，ベンタゾンの順であ ルはE. Fの2ヶ所に検出された。最高値はF地区の 5

った。 月31日採水の0.027ppbであった。ブタクロールは CNP

同様の 9ケ所の浄水中すべて検出された。その濃度は

調査結果 0.030""'9.550 ppbの範囲であり.CNPに比較して約10

表 4に昭和60年度に実施した県内 9ケ所の表流水と原 倍の高濃度であった。一方，シメトリン，ベンチオカー

水とする水道中除草剤の調査結果を示した。採水月日は ブ，モリネートはすべての地区の浄水中に検出されなか

田値時期 (5月23""'27日).田値後 1週間(5月30""'6 ったO なお. 11月下旬採水のパックグランドではすべて

月 4日).田値後 2週間 (6月 6""'11日).パックグラン の除草剤は不検出であった。

ドとして11月下旬 (11月25""'29日)の計4回調査した。 以上の調査結果にもとづき，昭和61年度は県内の水田

CNPは 9ケ所の浄水中すべてに検出された。その濃 地帯を流れる代表的河川を選び，それを水源とする 3地

度は0.006""'1.095 ppbの範囲であり，最高値は B地区 区の上水道の原水，浄水中の除草剤残留量について経時

表 3 青森県における水田除草剤使用状況
( t ) 

除 草 剤 昭和59年度 昭和60年度

CNP 117.6 85.0 

ブタクローノレ 68.7 67.1 

ダイムロン 59.3 42.5 

グロメトキシニル 13.4 9.8 

モリネート 84.9 90.2 

ベンチオカーブ 99.2 59.5 

:ンメ ト リ ン 39.5 47.1 

ベンタゾン 31.8 31.0 

戸

h
J

4
B
i
 



表 4 表流水を水道原水とする浄水中の除草剤について
(ppb) 

シメトリン

採水地区 月 日 CNP グロメトキシニル ブタクローノレ ベンチオカーブ
モリネート

5.23 0.060 ND  2.130 ND  

30 0.036 ND  1.150 ND  
A 

6. 6 ND  ND  ND  N D  

11. 25 ND  ND  N D  ND  

5.23 0.055 ND  0.410 ND  

30 1.095 N D  0.348 ND  
B 

6. 6 ND  N D  0.790 ND  

11.25 ND  ND  ND  N D  

5. 24 0.038 N D  0.090 ND  

31 0.048 N D  0.075 ND  
C 

6. 7 ND  ND  ND  ND  

11. 27 ND  ND  ND  ND  

5. 24 0.067 N D  1.180 N D  

31 0.068 ND  2.130 ND  
D 

6. 7 0.020 N D  2.780 ND  

11. 7 ND  ND  N D  ND  

5. 24 0.387 0.010 3.200 ND  

31 0.220 0.020 9.550 ND  
E 

6. 7 0.058 ND  0.030 ND  

11.27 ND  ND  ND  ND  

5. 24 0.755 0.023 9.031 ND  

31 0.188 0.027 4.850 ND  
F 

6. 7 0.096 N D  4.900 ND  

11. 27 ND  N D  ND  ND  

5. 27 0.040 ND  0.130 ND  

6. 4 0.056 N D  0.465 ND  
G 

11 0.078 1.850 ND  ND  

11. 29 ND  ND  ND  ND  

5.27 0.190 N D  4.200 ND  

6. 4 0.116 N D  5.600 ND  
H 

11 0.108 1.630 ND  ND  

11. 29 ND  N D  ND  ND  

5.27 ND  N D  ND  N D  

6. 4 0.006 N D  0.125 ND  

11 ND  N D  ND  ND  

11. 29 ND  N D  ND  ND  

ND : CNP，グロメトキシニル，ブタクロールく 0.005μg/l

.シメトリン，ベンチオカーブ，モリネートく 0.D5μgll

- 16 -
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図6 原水および浄水中のベンチオカーブ濃度 図7 原水および浄水中のモリネート濃度

的に調査した。調査地点、は河川の上流部A. 中流部E. リンの最高濃度はE地点の4.98ppb. ベンチオカーブ

下流部Fの3地点であり，これらの調査地点は昨年度の はE地点の9.96ppb. モリネートはE地点の85.10ppb 

実施したのと同じ地点である O であったO

図2に原水および浄水中の CNP濃度を示した。 CNP

は上流部のA地点，中流部のE地点，下流部の F地点

L 、ずれの原水，浄水中に検出された。A地点では 5月22

日.E. F地点では 5月15日の原水，浄水中に検出され，

約2ヶ月半検出された。最高濃度はF地点の 5月22日採

水の原水0.91Oppb. 浄水0.750ppbであった。図 2に

クロメキシニル濃度を示した。クロメキシニルも 3地点

の原水，浄水中に検出された。その濃度はo.005~0 .153 
ppbであり，最高濃度はF地点の 5月22日採水の原水

0.153 ppb. 浄水0.143ppbで，約 1ヶ月検出された O

図4にブタクロールを示した。ブタクロールも CNP.

クロメトキシニル同様. 3地点とも原水，浄水中に検出

された。検出時期・期間は CNPと同じであった。ただ

その濃度は CNP. クロメトキシニルに比して高く，最

高濃度はF地点の 5月22日採水の原水8.050ppb .浄水

5.625 ppbであった。

図5. 6. 7に中期除草剤のシメトリン，ベンチオカ

ーブ，モリネー卜濃度を示した。これらの農薬は上流，

中流，下流の 3地点ともに原水のみに検出された。検出

時期は 6月上旬であり，約 1ヶ月間検出された。シメト

考 察

1. 初期除草剤について

初期除草剤である CNP. グロメトキ、ンニノレ. NIP. 

ブタクロール等が一時的に河川へ流出していることにつ

いてはすでに多くの報告がなされている O 特にジフエニ

ルエーテル系の除草剤で、ある CNP. クロメトキ、ンニル，

NIPについては，河川水，淡水魚介類，底質，海水，

海産魚介類への残留性など、広範週にわたる調査がなされ，

その汚染レベルについて報告されている口特に魚介類に

対する CNPの蓄積性はかなり高いため，食物連鎖によ

る高等生物への汚染が懸念されている。

一方，飲料水中の除草剤については. 1979年高橋13)

らは東京都の水道原水，水道水中に CNP. NIPが検

出され， この検出時期が農薬散布時期と一致すると述べ，

さらにこれら除草剤は通常の浄水処理過程で取り除くこ

とは困難であろうと推察している O 以後，大分県14)

秋田県15) 北海道16)おいても飲料水中にCNP. クロ

メトキシニルが検出されると報告している O

今回，我々の調査においても県内 9ケ所の表流水を水

0
0
 

4
E
i
 



源とする原水，浄水中すべてに CNPが検出された。そ ルは24時間後で、も分解されないが，シメトリン，ベンチ

の濃度はo.006~ 1.095 ppbであった。この値は秋田県， オカーブ，モリネートは 2時間後には速やかに分解され

北海道の成績に比して多少高い値であった。一方，クロ ていた。本調査において， CNP，クロメトキシニノレ，

メトキシニルは 9ケ所中 2ケ所の原水，浄水中に検出さ ブタクロールが浄水中に検出されたのは，これら農薬が

れた。その濃度は0.0 1O~0.027 ppbであり，この値は 浄水処理過程での影響を全くうけないためと考えられる。

大分県の成績と比較して低い値を示した。次にブタクロ 一方，シメトリン，ベンチオカーブ，モリネートは浄水

ールでトあるが，これも CNP同様9ケ所の原水，浄水中 の処理過程とした塩素処理により分解されるために，浄

すべてに検出された。飲料水中のブタクロールについて 水中に検出されないものと考えられる O 大国ら8)は殺菌

はいまだに報告されていないが，ブタクロールも CNP， 剤，除草剤(ベンチオカーブ)等の農薬に対する遊離塩

クロメトキシニル同様，通常の浄水処理過程で除去する 素による影響について検討し，殺菌剤キタジン以外は速

ことが困難なため，そのまま浄水中に移行しているため やかに遊離塩素により分解されると報告している O 以上

と考えられる O これら除草剤の飲料水中濃度はブタクロ のことから考慮すると， CNP，クロメトキシニル，ブタ

ール>CNP>クロメトキシニルの順で、あり，これは散 クロールは化学的にかなり安定した農薬と考えられ，環

布量，水に対する溶解性，分解速度の相違らによるもの 境中におけるこれら除草剤の動向については今後さらに

と推測される O これら初期除草剤は田値 3日以前に多く 検討する予定である。

散布するといわれ，このことから推察すると，散布後 2

週間後で浄水中に検出され，その後2週間位高濃度を維 まとめ

持するが，以後急激に減少していた。飲料水中に含有さ 水田に散布された除草剤の大部分は水田土壌中に吸着

れる期間は 5月中旬から 7月下旬の約2ヶ月間で、あった。 され，徐々に分解消失していくものと考えられるが

2. 中期除草剤について 部は河川へ流出することが認められ，すでに河川，海域

中期除草剤であるシメトリン，ベンチオカーブ，モリ 等への汚染が広がっているものと考えられる O すでに

ネート等は初期除草剤と同様に一時的に河川に流出する CNPは水圏中の魚介類への蓄積が認められ，魚介類中

ことはすでに報告されている O ただ， CNP に比較して では高い生物濃縮性を示している O 一方， CNP，グロ

魚介類に対する残留性は低い左されている。本成績では メトキシニル，ブタクロールは飲料水中にも一時期検出

原水には検出されたが，浄水には検出されなかった。現 されている O このことは，いったん河川等へ流出したこ

在，これら中期除草剤が飲料水中に検出されたとし、う報 れら農薬は通常の浄水処理過程で除去することは困難で

告がなされていないことから考えると，これら除草剤は あることを示唆している O 現時点では飲料水中でのこれ

通常の浄水処理過程，とくに遊離塩素による分解が予想 ら農薬濃度は ppb， ppt単位のごく徴量で，今すぐ人

される。ただ，これら除草剤が分解されたとしても，こ 体への影響があるとは考えられないが，これら除草剤あ

れら分解生成物についてはまだ不明なことが多く，これ るいは分解生成物の安全性についてはいまだ詳細に検討

らの物質の安全性についても今後検討する必要があるも されておらず，今後一層の注意が必要であると考えられ

のと思われる O るO

原水中のこれら中期除草剤濃度はモリネート>ベンチ

オカーブ>シメトリンの順であった。この差は散布量，

水に対する溶解性，分解速度等の違いによるものと考え

られる。また，原水における検出時期は 6月中旬で，初

期除草剤よりも約 1ヶ月遅し、。一方，検出時期は約 1ヶ

月間であった。

3. 次亜塩素酸ナトリウムによる各種農薬の分解につい

てO

表 5に浄水処理過程， とくに遊離塩素による除草剤へ

の影響について検討した結果を示した。各種農薬50，100， 

500μgを500mlの三角フラスコにとり，有機溶媒をN2

で除去した後，1.0 ppmの遊離塩素溶液300mlを pH

6 .9~7.0に調整して加え，室温で2， 12， 24時間撹持し，

反応後各々の農薬をガスクロマトグラフィーで分析した。

表に示すように CNP，クロメトキシニル，ブタクロー
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1)山岸達典，他 1， 3， 5 -Trichloro -2 

( 4 -N itrophenexy) Benzene (CNP)の東京湾

産アサリ，底質，海水中での残留濃度の推移，東京都衛

生研究所報， 30(1)， 123ー126，1797 

2)山岸達典，他 1， 3， 5 -Trichloro -2 -

(4 -Nitrophenexy) Benzene (CNP)による東

京湾産魚介類の汚染，東京都衛生研究所報， 30(1)， 123 

-132， 1797 

3)佐藤信俊，他:シジミからのCN p， Chlorome-

thoxynilおよびTCNPの同定，食品衛生学雑誌， 22 

(1)， 50-55， 1981 

4)渡辺貞夫，他:水田除草剤の水系への流出，神奈

川県衛生研究報告， 10， 53-56， 1980 

n
y
 

噌

E
E
-
-



表 5 次亜塩素酸ナトリウムによる各種農薬の分解

農薬名
添加量

残 留 量(%)

(μg) 
2時間後 12時間後 24時間後

10 95.8 91.1 96.1 

C N P 50 100.3 97.1 102.4 
‘ 

100 99.7 101.2 101.0 

10 95.8 96.2 98.2 

クロメトキシニル 50 98.0 101.2 101.0 

100 101.2 98.2 100.7 

10 100.2 100.2 98.2 

プタクロール 50 98.9 98.6 100.2 

100 100.4 100.2 98.6 

10 。 。 。
シメトリン 50 。 。 。

100 。 O 。

10 O O O 

ベンチオカーブ 50 。 O 。
100 。 。 O 

10 。 。 。
モリネート 50 。 。 O 

100 。 O 。
対照として蒸留水を用いたO

5)飯塚宏栄，岩撫才次郎:水田除草剤の河川水への 162， 1983 

流出，用水と廃水， 6， 13-19， 1982 10)蔵田義博，他:河川水中の除草剤残存量につい

6)大崎清彦，中村又善:環境における農薬に関する て，広島県衛生研究年報， 4， 69-72， 1984 

研究(第一報)一有明海産魚介類，海水，底質への除草 11)伏脇裕一，他:除草剤 CNPによる環境汚染，用

剤 NIP，CNP，クロメトキシニルの残留一，全国公 水と廃水， 27(5)，13-19， 1885 

害研誌， 8 (2)， 24-34， 1983 12)伊藤考ー，他:除草剤 CNPの河川水の残留濃度

7)鈴木滋，他:水田除草剤の魚介類中の残留，宮 の推移と微生物分解率について，宮城県保健環境センタ

城県保健環境センター， 1， 53-54， 1983 ー， 4， 113ー116，1986 

8)大国信広，他:水田除草剤の河川水への流出と飲 13)高橋保雄，他:水中の1. 3， 5ートリクロールー

料水への影響について，兵庫県衛生研究所報， 18， 61- 2 (4ーニトロフエノキシ)，ベンゼン (CNP)と1.

63， 1983 3ージクロル-2 - (4ーニトロフエノキシ)ベンゼン

9)今中雅章，他:食品中の有害化学物質に関する研 (NIP )，東京都衛生研究所報，30(1)， 224""'226，1979 

究一第 7報一除草剤オキサジアゾンのフィールドにおけ 14)宮崎洋子，他:河川水を水源とする県内上水道の

る消長について，岡山県環境保健センター， 7， 153- 原水と浄水に含まれる除草剤CNPとクロメトキシニル
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青森県衛生研究所報 23， 22-26， 1986 

青森県の温泉経年変化について(第四報)

秋山由美子 野村真 美 木村淳子

高橋政教 小林英一

はじめに の結果，温泉源が著しく衰退する現象が問題になってい

本県は全国でも有数な温泉県であり，泉源数および総 る2) 又，温泉はその複雑な湧出機構等から泉質が経年

湧出量とも年々急激な増加傾向を示しているO これは， 変化する可能性がある O このため，本県における温泉資

掘さく技術の進歩，水中ポンプの開発等に伴い，地下深 源の恒久的な保護および利用を図る温泉資源保護対策の

層部に開発された温泉が，昭和40年ごろから全国でも類 一環として，昭和55年度から県内の温泉について経年変

例のない速度で進んでいることによる1)。 化調査を実施し当所報3-5)にその結果を報告した。今

温泉の利用も，保健休養の場のほかに，代替エネルギ 回は，昭和59，60年度に実施した結果について報告す

ーにも活用され，このような温泉利用の多様化に伴い， る。

需要と供給のバランスを崩してまで過剰汲上げされ，そ

表 1 調査地区および泉質

調 査地区
泉源 調査 経過

泉 質 調査地区
泉源 調査 経過

泉 質
No. 月日 年数 No. 月日 年数

岩崎村 ① 
47.11 単純温泉

12 
57. 8 

3 
Na 0 Ca-Cl 0 80. 

59.11 
12 

冷鉱泉 60. 6 N a 0 Ca -Cl 0 80. 
大鰐町

深浦町
46.11 含 Fe-Na -Cl 

⑬ 
57. 8 

3 
Na 0 Ca -Cl 

2 
59.11 

13 
含 Fe-Na-Cl 60. 4 N a 0 Ca -Cl 0 804 

③ 
41. 5 CaoNa-80.・Cl

⑭ 
59.11 

10 
単純温泉

59. 11 
18 

NaoCaoFe-80.・HC03・Cl 60. 9 アルカリ性単純温泉

鯵 ケ沢町 八戸市

50. 4 単純温泉
15 

51. 7 
9 

Na-Cl 
4 

59. 11 
9 

単純温泉 60.12 Na-Cl 

55. 9 
4 

Na-Cl 
16 

36. 5 
24 

Na 0 Ca-80.・Cl
5 

59.11 Na-Cl 60.11 Na 0 Ca -80.・Cl
黒石市

55. 10 Na-Cl 
17 

49. 7 
10 

単純温泉
6 

59. 10 
4 

Na -Cl 59. 9 単純温泉

五所川原市 7 
54. 8 

6 
Na -Cl 

18 
51. 8 

10 
Na-Cl 

60. 1 Na -Cl 61. 1 Na-Cl 

55. 4 Na-Cl 
十和田市 ⑮ 

49.11 
12 

Na-Cl 
8 

60. 1 
5 

Na-Cl 61. 1 アルカリ性単純温泉

56. 6 Na -Cl 
20 

52. 7 
19 

アルカリ性単純温泉
9 

60. 1 
4 

Na-Cl 61. 1 アルカリ性単純温泉

木造町 ⑩ 
53. 4 

6 
Na-Clo HC03 

21 
47. 7 

14 
Na-Cl 

59. 11 Na -Cl 61. 2 Na -Cl 
むつ市

本自 キす
48. 6 Na-Cl 

22 
49. 3 

12 
Na -Cl 

11 
59. 11 

11 
Na -Cl 61. 2 Na-Cl 

0印は泉質変化した泉源

22 -



調 査 方 法 6泉源中減少したのは 5ケ所， No.l9は特に減少が目だっ

1.対象泉源 た。

対象泉源は表1.図 lに示すように掘さく後 3年から 3. 主要化学成分の変化(表 2，表 3，図 2参照)

24年経過している県内22泉源を選び再分析を行った。 59 前々報において蒸発残留物と主要化学成分との相関係

年度は西郡および五所川原市内を主に調査した。 60年度 数を求めた。その結果，蒸発残留物と Na+，K¥ Cl 

は黒石市および県南地方を調査した。なお，経年変化の との聞に高い相関関係が得られている。このことは，今

比較資料はすべて当所で過去に行った成績を用いた。 回の調査においても表 3により同様で、あった。(Na 

2. 調査期間 0.982， K; 0.918， Cl; 0 .995) 

昭和59年 4月から61年 3月の間に実施したO また図2に各主要化学成分の当量濃度のHexadiagram

3. 分析方法および調査項目 の変化を示した。これによると陽イオンでは， No.2， No. 

(1) 分析方法は「鉱泉分析法指針(改訂)Jによった。 4，No.l6が前調査より成分の増加が見られたが，他はす

(2) 調査項目 べて減少しているO 陰イオンの方は， No.2， No.4， No.6 

pH，泉温，蒸発残留物，陽イオンとして Nピ， に増加が見られたが，他のすべては減少している O 特に

K+， Ca2+， Mg2+， Al3+， Mn2 +， Li +，総鉄，陰 No.l9は各成分すべて減少し， Na-Cl泉から単純温泉

イオンとして Cl一， 804
2-， HC03-，溶存ガス成分とし になった。これらのことは，今までも述べられているよ

て CO2，H28，微量成分としてフッ素，鉛，カドミウ うに地下水の流入割合の増大が原因と考えられる O

ム，銅，亜鉛，水銀， ヒ素口 No.5 ~No.1 1は津軽平野に存在する Na-Cl を主成分

とする泉源であるO 特にNo.5~No.9 は五所川原市の中心

部に位置している口前報でも述べているが，岩井6)によ

ると，この地域の地質構造は，新潟，秋田の油田地帯と

類似しており，湧出する温泉は石油の付随水である油田

かん水に近い性格を示し，油田かん水は，いわゆる化石

水的性格を示すため，温泉水の補給的機能は著しく劣り，

長期間の揚湯による澗渇が予想されるとしている口

今回の調査では，湧出量が測定不可能な所が多く前調

査時との湧出量の比較ができなかった。

4. 泉質の変化

泉質変化が認められたのは 6泉源であった。 No.1では

泉源の低下から単純温泉から冷鉱泉に変化していた。 No.

3は鉄分の増加と crの減少により Cl-型から HC03

> Cl型に， No.lOはHC03の減少により， Na -Cl . 

HC03泉から Na-Cl泉に， No.l3はC1ーの減少により

Na'Ca-Cl泉から Na'Ca-Cl' 804泉へ，No.14は

pH値のアルカリ化， No.19は全成分の大幅な減少と pH

値のアルカリ化により Na-Cl泉からアルカリ性単純

温泉へと泉質が変化した。図 l 泉源分布図

調査結果および考察 まとめ

1. 泉温(表 2，表 3参照) 昭和59，60年度に行った県内22泉源の経年変化につい

表 2，表 3に示すように前調査に比較して対象22泉源 て調査した結果，次の成績を得た。

中泉温が 5
0C以上下降したのは 9ケ所，上昇した所はな 1) 22泉源中 6泉源に泉質変化が認められた。

かった。また泉温が変化した 6泉源は，泉温が 5
0C以上 2) これまでと同様に，泉温の下降，蒸発残留物の減

下降した所は 2ヶ所であったが，他の 4ケ所もすべて泉 少している泉源が多く認められた。

温は低下しており，泉温は泉質変化を知る手掛りとなる。 3)温泉の主要化学成分である Na+， Clーと蒸発残

2. 蒸発残留物 留物の聞には前報同様高い相関性が認められる O

前調査に比較して対象泉源中蒸発残留物が減少したの 4)湧出量からの比較ができなかったが，量的変化の

は15ケ所，増加したのは 3ケ所であった。泉質変化した 面からも温泉の置かれている状況を把握したし、。
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表2 主要化学成分の経年変化 0)
(単位は mg/l)

泉源 調査 泉温 蒸発残留物
Na+ K+ Ca2+ M~+ cr 80，2- HC03- CO2 備考

No. 月日 CC) ( g/l) 
pH 

① 
47.11 26.0 0.231 7.2 42.0 1.9 0.0 1.0 33.4 17.0 44.0 5.6 

59.11 23.0 0.227 7.2 38.0 1.6 0.0 0.1 32.2 16.0 36.0 12.5 

46.11 43.5 14.46 7.0 3965. 186.0 542.0 586.9 7870 711.0 1039. 162.4 
2 

20.32 820.0 720.0 10800. 1000. 1060. 102.7 59.11 47.5 7.2 5100 240.0 

① 
41. 5 32.5 2.549 6.8 452.1 28.7 320.0 37.4 397.2 849.3 659.0 233.3 

59.11 31.0 2.132 7.0 380.0 10.5 235.0 17.0 283.4 660.0 564.4 109.3 

50. 4 30.5 0.341 7.6 73.9 6.1 14.0 6.3 18.4 6.4 249.5 
4 

59.11 35.0 0.538 7.9 150.0 9.0 11.6 5.5 63.8 9.0 322.0 

55. 9 48.0 7.998 7.8 2874 180.0 54.4 3.5 4502. 0.0 389.7 
5 

59.11 42.7 5.290 8.2 1820 100.0 38.0 5.3 2770. 0.0 378.3 

55.10 63.0 4.975 7.6 1815 35.5 21.5 12.0 2271 468.0 540.2 
6 

59.10 61.5 5.115 8.2 1780 30.0 24.0 10.6 2340 530.0 454.6 

54. 8 66.0 12.60 7.5 4506 89.9 116.0 65.6 7195. 294.0 268.2 
7 

60. 1 57.0 12.33 8.4 4300 85.0 106.0 36.0 7020 290.0 108.1 30.0 

55. 4 57.0 10.19 8.2 3600 153.0 50.5 0.9 5595 165.0 286.8 
8 

60. 1 45.5 8.891 8.3 3050 125.0 57.0 3.0 5100 177.0 222.7 39.0 

56. 6 56.0 11.34 7.8 4080 100.0 126.7 18.3 6382. 259.2 244.1 
9 

60 1 48.7 10.92 7.8 3700 110.0 100.0 15.0 6310. 200.0 231.9 12.0 

⑩ 
53. 4 63.0 9.732 7.4 3657 234.6 18.0 10.2 4494 21.3 2560 

59.11 45.0 7.599 8.0 2680 130.0 19.0 11.0 3620 25.4 1230 108.0 

48. 6 56.5 12.87 7.2 4691 166.0 134.8 22.5 7186. 343.5 416.5 
11 

59.11 52.0 12.35 8.2 4200 170.0 135.0 25.6 7090 300.0 335.6 15.0 

57. 8 66.5 3.729 6.8 1056 61.0 254.5 10.6 1590. 682.5 189.2 
12 

60. 6 62.0 3.461 7.4 990.0 60.0 240.0 10 .3 1417 605.0 189.2 

⑬ 
57. 8 56.0 1.499 7.1 367.0 23.1 116.9 4.0 602.5 178.4 134.2 

60. 6 50.0 1.001 7.4 250.0 15.6 63.0 2.0 318.8 212.0 140.0 

⑬ 
50.11 34.0 0.483 8.3 187.3 2.1 0.8 0.5 113.4 80.2 206.7 

60. 9 30.0 0.262 8.6 85.0 1.8 1.2 0.3 42.5 16.0 79.3 36.0 

51. 7 30.0 1.208 7.5 417.7 14.8 29.9 17.0 539.6 160.6 176.1 
15 

60.12 30.0 1.285 8.0 370.0 14.8 45.0 17.0 563.3 148.0 170.9 8.1 

36. 5 51.0 1.480 6.8 170.0 11 .5 151.0 64.8 284.4 539.1 90.7 74.0 
16 

60.11 40.0 1.115 7.6 205.0 8.7 166.0 3.0 214.5 436.0 60.0 30.5 

49.7 43.5 0.317 7.4 78.2 2.4 14.4 1.0 72.0 74.7 52.5 2.2 
17 

59.9 41.7 0.264 7.4 62.0 2.2 12.5 0.5 53.1 58.0 48.8 10.0 

51. 8 46.0 3.987 7.5 1347 37.6 78.1 11.0 2059 177.6 170.6 
18 

61. 1 46.8 3.464 8.4 1220 31.0 83.0 7.0 1850 160.0 103.7 

⑬ 
49 11 46.0 4.710 7.4 1541 39.1 128.0 11.0 2500 200.0 100.6 

61. 1 41.0 0.311 8.8 86.0 3.0 2.4 3.0 86.4 72.0 18.3 

57. 7 41.0 0.379 8.7 97.6 2.5 0.0 0.0 91.9 16.8 81.9 
20 

61. 1 40.0 0.306 8.8 90.0 3.1 0.0 0.0 92.3 16.0 60.4 

47. 7 42.5 5.268 7.8 1545 82.5 215.6 55.6 2614 427.0 128.1 
21 

61. 2 42.2 2.858 8.6 900.0 34.0 110.0 28.5 1496 240.0 36.6 

49. 3 44.0 32.45 7.0 9383 320.6 1172 1123 18183 2579. 119.7 33.1 
22 

61. 2 25.0 24.95 7.2 6300 222.3 860.0 820.0 15942 1800. 94.6 33.1 
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表3 主要化学成分の経年変化(I1)

X 
泉温 蒸発残留物 Na十 Ca2+ Mg2+ Cl- 80.2 HC03-

5"C以 k 200mg/l以上 50mg/l以上 50mg/l以上 30mg/l以上 50mg/l以上 50mg/l以上 50mg/l以上

変化した泉源 変化した泉源 変化した泉源 変化した泉源 変化した泉源 変化した泉源 変化した泉源 変化した泉源

り〉

2 十 + + + + + 

① 

4 + + 

5 

6 十 + + 

7 

8 

9 

⑩ 

11 

12 

@ 

⑭ 

15 + 

16 

17 

18 

⑩ 

20 

21 

22 

注〉現状が前調査に比較して増加した泉源+.減少した泉源ーとした。

。印は泉質変化した泉源
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成 分規格の定め られていない

食品の細菌学的検討(第二報)

豆腐・めん類・調理パン等について-

豊川安延 大友良光

緒言

食品徴生物の分野において，徴生物規格の定められて

いない食品の安全性に関する基準設定が国内で実施され

つつあり 1) 国際的にも FAO/WHOを中心に食品衛生

に関する微生物基準とその検査法について検討が進めら

特に K.pneumoniaeなどの高い分布を認めた。今回

は，食料需給の面でも消費の多い穀類加工品5)を主な調

査対象に細菌学的検査を行った。以下，その結果につい

て報告する。

れているわ 3) 本県においては，食中毒防止に関する調 材料及び方法

査の一環として食品衛生法で成分規格の定められていな 1. 被検材料

い，この種の食品の細菌汚染の動態についての把握が急 食品検体の種類と検体数を表 1に示した。検体は1985

務と考え， 1984年から 3ヶ年の継続調査を行っていると 年 4月， 6月及び 8月において月 l回，計 3回にわたり

ころであるO 前報4)では，複合調理食品の調査を行った 青森市内デパートから包装豆腐 9種類22件，めん類14種

ところ衛生指標とする一般細菌数よりみて著しい汚染が 類23件，調理パン18種類24件及び焼鳥12件，計81件を購

示され，菌種としては，セレウス菌及び大腸菌群として 入した。

表 1 食品検体

品目別 検体数 食 品 の 種 類

旦 腐 22 
もめんとうふ(4) 栄養とうふ(3) とうふステーキ(3) ソフトとうふ(3)

ミニやっこ(3) たまごとうふ(2) 焼とうふ(2) 絹とうふ(1) 生菱とうふ(1)

めん類 23 

生そば(4) 焼そば(3) 中華そば(3) おらがそば(1) ざるそば(1) 一口ざるそば(1)

きしめん(1) 手もみ中華(1) 四川風龍王めん(1) 手打うどん(2) 丸うどん(2)

細うどん(1) ゆでうどん(1) かけうどん(1)

調理ノξ ン 24 

クラブハウスサンド(2) スベシャノVフレンチトースト (2) ピザトース卜 (2)

フロマージュサンド(2) ミックスサンド(2) ハンバーガー(2) カツサンド(1)

ハムサンド(1) フルーツサンド(1) サラダサンド(1) エビフライドック(1)

ウインナードック(1) チーズパーガー(1) ヒレカツサンド(1) チーズサンド(1)

カニクリームコロッケサンド(1) クロワッサンカニサンド(1) マカロニサラダ(1)

焼 ，鳥 12 鶏皮生(3) 鶏皮タレ付焼(3) 鶏肉生(3) 鶏肉タレ付焼(3)

計 81

( )検体数
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2. 検査方法

検体処理，一般細菌数，大腸菌群及び食中毒起因菌の

検査方法はすべて前報4)に記載した方法である O

結果

一般細菌数(以下細菌数と略)，大腸菌群及び食中毒起

因菌の検出状況を表 2に示した。

1.包装豆腐

表に示すように，細菌数は104/g以下が54.5%を占め，

l伊/g以上が44.5猪を示した口菌数は種類にかかわらず

1伊""'1伊/g認められた。大腸菌群の陽性率は72.7%で，

菌数は101，，"， 107 !gの高い値を示したO 食中毒起因菌の

検出状況はセレウス菌のみが31.8%検出された。この陽

性検体のうち13.6%(22例中 3例)が増菌培養で検出さ

れた。菌数は1伊""'lOS /g (H)2 /g台 1例， 103/g台 l例，

10'/g台 l例， 108/g台 1例)認められた。月別でみた

検出状況は，特に表示しなかったが，細菌数1伊!gを越

える陽性数は4月 6月， 8月のそれぞれにおいて37.5

労 (8例中 3例)， 28.6% (7例中 2例)， 71.4% (7例

中5例)で夏期に増加することが認められた。大腸菌群

の月別の陽性率には顕著な差は認められないものの，菌

数は 4月(1伊/g台3例)， 6月(105/g台 l例，106/g 

台 1例)に比し 8月(1O'/g台 l例， 105/g台 2例，

1伊/g台 5例， 107/g台 1例)が著しく高い値を示しTぉ

一方，セレウス菌の検出においても 4月 (8例中2仰U)，

6月 (7例中 5例)は増菌培養で認められるほどの菌数

であったが， 8月 (7例中4例)では，著しい高い菌数

(1伊/g台 l例， 103/g台 1例， 10' /g台 1例， 108/ g 

台 l例)の増加を示した。

表 2 細菌検査成績

細 菌 数 (/g) 大腸菌群数 (!g) 黄プ 色ウ セレ菌ウ ウエル
ド ス シュ菌

品目別検体数
三五102103104106105107108109 陽性数手101102103104105106107 球陽性菌数 陽性数 陽性数

豆腐 22 2 5 5 2 4 2 2 16 3 3 135  1 。 7 
(45.5) σ2.7) (31.8) 

めん類 23 6 3 5 2 6 2 3 1 211  2 12 
(39.1) (39.1) (52.2) 

調理 24 4 6 3 3 6 19 5 5 1 7 4 10 ノ;，〆
σ5.0) (79.2) (41.η 

焼鳥 12 3 3 2 8 1 1 3 2 3 6 2 
(66.η (66.η (50.0) 

計 81 9 10 17 13 9 12 9 2 52 6 12 7 7 13 6 1 9 35 2 

(44.4) (55.6) (64.2) (11.1) (43.2) C2.4η 

労

2. めん類 め，菌数は101/g ""'106 /gであった。一方，食中毒起因

めん類はそば類とうどん類に分けられ，そば類では， 菌の検索では，そば類から黄色ブドウ球菌(コアグラ一

一部の非加熱の中華そばとざるそばをのぞいた他は加熱 ゼw型，エンテロトキシンA型)が12.5%，セレウス菌

されたゆでめんで、あるが，いずれの検体も細菌数及び大 が50%(16例中 8例)検出されうどん類の陽性率と同一

腸菌の陽性数に顕著な差は認められなかった。そば類で であった。めん類のセレウス菌数検出率は52.2~ぢで，こ

は細菌数105/g以上が46.7%(15例中 7例)に対して， のうち増菌培養による陽性は39.1労 (23例中 9例)を占

うどん類では28.6%(7例中 2例)で比較的低くみられ めた。セレウス菌数は， 1Q2/g台3例， 103/g台 1例，

たO 大腸菌群検出率は，そば類が46.7%，うどん類で28.6 10'! g台 3例及び108/g台 1例が認められた。月別の検

%と比較的低く，細菌数と同率に認められた。大腸菌群 出状況は表示しなかったが，そば類及びうどん類はいすー

数は，そば類で102!g台3例， 103!g台 1例， 104!g台 れも細菌数と大腸菌群の陽性数に顕著な差は認められな

1例， 1伊/g台 l例及び106/g台 l例に対して， うどん かったが，グラム当りの菌数が前述，包装豆腐の場合と

類では101/g台 1例， 104/g台 1例と低い陽性数であっ 同様に夏期に増加した。そば類の細菌数は， 4月はほ/g

た。めん類の全体の成績では，表 2に示すように細菌数 を越えるものがなくc1伊/g台 1例， 103/g台2例， 1ぴ

l伊/g以上及び大腸菌群の検出率はいずれも39.1%を占 !g台 2例)， 6月では1伊/g台3例， 105/g台 2例， 8 
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月では102/g台 l例と 107/g台 2例の菌数を示した O 一

方，セレウス菌の陽性数66.7%錫性数12例中8例)は，

4月， 6月の増菌培養法のみで検出されたが， 8月の陽

性数はいすホれも 104/g台 (3例)を示した。

3. 調理パン

調理パンは多種多様なサンドイッチ類(ハム，カツ，

エビフライ，フルーツ等)， トース卜類及びハンバーガ

一等に分けられたが，細菌数はその種類にかかわりなく

高い汚染が認められた。細菌数105/g以上が.75%を占め，

大腸菌群も79.2~ぢの高い陽性率で，菌数は 101 /g "-'107 /g 

を示した。黄色ブドウ球菌(コアグラーゼVII型，エンテ

ロトキシンA型)はサンド類 3件とトースト類 l件から

16.7%に検出された。菌数は，トースト類では 8X1(J/g 

を示した。セレウス菌の検出率は41.7%，前述の包装豆

腐に次いで高く認められたが，陽性数はすべて増菌培養

法で検出された。月別の検出状況では，細菌数105/g以

上が， 4月， 6月は共に62.5%(8例中 5例)， 8月が

100労 (8例中 8例)で菌数の増加が認められた。大腸

菌群検出率は， 4 月 100~ぢ (8 例中 8 例)，菌数は 10 1 /g

"-'103/g (101/g台 l例，1伊/g台5例， 1伊/g台2例1)，

6 月は50~ぢ (8 例中 4 例)で低いが，菌数は増加した

(103/g台 l例， 105/g台 3例)0 8月の検出率は87.5

9ぢ(8例中 7例)で菌数は更に増加したc1伊/g台2例，

104/g台 1例， 105/g台4例)。

4. 焼鳥

鶏皮生，鶏肉生及び鶏皮タレ付焼，鶏肉タレ付焼の細

菌汚染について検索した。未調理焼鳥は細菌数105/g以

上がし、ずれの検体にも認められ，調理焼鳥では 1例のみ

に認められた。大腸菌群数は，未調理焼鳥で102/g台 l

例， 104/g台 3例， 105/g台 2例を示し調理焼鳥では

101/g台 l例， 103/g台 I例で比較的低い菌数で、あった。

セレウス菌は調理，未調理の別なく検出された。菌数は

102/g台 l例をのぞいて増菌により認められた。黄色ブ

ドウ球菌の検出率は25~ぢで，いずれもコアグラーゼVII型，

エンテロトキシンA型産生性であった。更にウエルシュ

菌が増菌により 16.7%に検出された。

5. 一般細菌数の検出数と大腸菌群，セレウス菌との関

係

表 3に示すように，グラム当りの細菌数に大腸菌群と

セレウス菌の陽性数を示した。大腸菌群の陽性例のうち，

71.1% (52例中37例)が細菌数105/g以上のものから検

出され，一定の関連が示され7こ。一方，セレウス菌では，

細菌数105/gでは比較的低く，細菌数との関連が低い成

績を示した。食品別における細菌数と大腸菌群，セレウ

ス菌との関係は表示しなかったが，包装豆腐の例では細

菌数lOS/g以上の陽性数 (22例中10例)に占める大腸菌

表 3 一般細菌検出数と大腸菌群，セレウス菌検出

との関係

一般細菌数(lg) 例数大腸菌群 セレウス菌

三二102 9 O 4 
(44.4) 

103 10 
6 6 

(60.0) (60.0) 

104 17 
9 9 

(52.9) (52.9) 

105 13 
9 7 

(69.2) (53.8) 

106 9 
8 2 

(88.9) (22.2) 

107 12 
9 5 

(75.0) (41. 7) 

108 9 
9 2 

(100) (22.2) 

109 2 
2 

O 
(100) 

五十 81 
52 35 

(64.2) (43.2) 

( )労

群の陽性数は90%(10例中 9例)を示しこのうちセレ

ウス菌は22%(9例中 2例)を示した。めん類の場合は

細菌数105/g以上が39.1労 (23例中 9例)で，それに占

める大腸菌群は55.6%(9例中 5例)，セレウス菌は60

% (5例中 3例)ρ陽性数であった。また，サンドイツ

チ類では，細菌数105/g以上が75%(24例中18例)で，

それに占める大腸菌群は88.9~ぢ(18例中 16例)で高い陽性

数を示し，セレウス菌は43.8%(16例中 7例)に認めら

れ，細菌数との関連が認められなかった。

困

表 4 大腸菌群の同定成績

種 例数
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6. 大腸菌群の同定試験 では，K.pneumoniaeが全株数の18.996，次いで E.cl-

デソキシコレート寒天平板培地上の赤変集落から検討 。αcae15.696， E.α.gglomer即日と K.oxytocαは12.2

された乳糖発酵試験における発酵性菌株84株及ひ、酸のみ 弘 C.freundii6. 7~ぢ等 ， E.coliの検出率は1.196であ

でガス非産生性 6菌株，計90菌株の同定を行った結果， った。

79株が腸内細菌の定義に一致し，他は同定不能 7株，腸 7. 大腸菌群の IMViCの性状

内細菌以外の菌種4株であった。菌種名は表4に示すよ 分離菌15菌種， 90株の同定成績と IMViCシステムで

うに，Klebsiellα2.296， Serrαtiα12.296， Citrobαit- 分けられる大腸菌群の菌種別を検討した。表5に示すよ

er8.9~ぢ Aeromonαs44 .496 ， Rαifniα2.2労，少数 うに， K.pneumoniaeは17株中11株が IMViC分類の

ながら， Escherich 1 . 1猪が認められた。主な検出頻度 K.aerogenes 1型に相当し，一部の一++十には該当

分 離菌種

表 5 大腸菌群の同定成績と IMViCの性状
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しなかったo K.oxytocαの菌種名は Coli-Aeroge-

nes小委員会で示す IMViC分類で示されていないが，

11株中 4株は+一++でK.aerogenesn型に相当し，

他の+++十のパターンには該当しなかった。 K.ozαe-

nαeでは従来の C.freundii1型に属した。 E.cloαcαe

は， 14例中12例は IMViC記載の K.cloαceに一致し，

他の一部の一+一+は C.freundii1型に相当した。 E.

α.gglomerαns はIMViC分類に示されていないが，一

部の菌株は一+ーーで示される E.colin型に相当した。

E.sαhαzαkii， C.αmαronαticusについても IMViC

分類になく，いずれのパターンにも該当しなかっTぉ C.

freiudiiは， C.freundii 1型に一致した。更に， Ser・

rαtiα， HIαifniα及び Aeromonαsにおいても Coli-

Aerogenes groupに含まれないが， IMViCパターン

には， Serrαtiαの一部は C.freundii1型に，Aero-

monαsの一一++を示す菌種に K.cloαcaeが，ゼラ

チン陽性の一一++のパターンには K.aerogenes1型

にそれぞれが相当した。次に，糞便汚染指標菌である E.

coliでは， IMViCノζターンの E.coliJ，型に一致した。

大腸菌群の44.5
0

Cにおける発育とガス産生試験では，E. 

coliのほかに一部の K.pneumoniae及び C.freundii
が陽性を示した。

8. 菌種別における分離状況

大腸菌群には複数の菌種が含まれていることを考慮

し大腸菌群の検出頻度を単一検出例と複数検出例とに

分け，調査月別にまとめ表6に示した。単一菌の検出頻

度は32.1%(81例中26例)に，複数菌では33.396(81例

中27例)でほぼ同一に認められた。月別における菌種別

nu 
qδ 



大腸菌群における菌種別の分離状況表6
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計

ものがあり著しい汚染が明らかになった。セレウス菌に

よるわが国の食中毒発生例は昭和58年に18例，同59年15

例，同60年に17例が認められている7)O 青森県では昭和

60年に比較的多く 4例が認められた8) 原因食品には，

全国的には調理パン9)が多くを占めているが，本県での

原因食品はおにぎりであった。季節的な細菌汚染は 4

月， 6月に比較し 8月に高く，特にセレウス菌では著明

な増加を示したが，寺山ら10)は，豆腐の季節的な汚染

の違いに関し，豆腐製造工程中の豆汁以後の試料は，セ

レウス菌及び、細菌数の増殖に適した培養液で，器具類に

付着した豆汁成分中でセレウス菌が増殖し，次の製造で

汚染を拡げることを述べている O セレウス菌は環境に広

く分布することから，製造工程から皆無にすることは困

難と考えるが，原料大豆及び製造工程の器具の洗浄滅菌

によって菌数を最小限にとどめる之とが，本菌食中毒の

防止につながると思われる。次に，食品由来の大腸菌群

は， Klebsiella， Enterobαcter， Serrαtiα， Hα1-

nLα，及び Aeromonαsなど15菌種は広く環境に分布

することが知られている O また，この種の菌種は，呼吸

64 

の検出頻度は， 8菌種から11菌種で特定の菌のみが多く

検出されることはなかった。分離頻度の最も高い K.pn-

eumoniaeは単一例に27%，複数例には41.8%を占め

た。次に多い E.cloαcαe では，単一例で 19~ぢに複数例

に33%が認められた。

27 26 

考察

前報にひきつづき，直接摂食する食品で規格基準のな

い豆腐，めん類及び調理パン等の細菌汚染を検討した結

果，細菌数及び大腸菌群の汚染は，各都道府県の設定す

る基準値引を越えるものがかなり多く認められ，一般に

指摘されているように，それらの汚染は製造工程，輸送

及び衛生管理等に由来することが推測された。一方，食

中毒起因菌は，黄色ブドウ球菌，セレウス菌及びウエル

シュ菌の 3菌種が検出され，限られた菌種であった。黄

色ブドウ球菌はすべてコアグラーゼvn型のエンテロトキ

シンA産生性を示しこの種の食品からの食中毒に留意

する必要があると思われるO 又，セレウス菌がめん類，

調理パン等に高く認められ，中には108/gの菌数を示す

q
t
u
 



器感染症，尿路感染症等11)の日和見感染症の原因菌で

あることはよく知られているが，人との関連性，特にそ

の起病性については注目されるところであるO 一方，大

腸菌群の分類において，微生物学でし、う大腸菌は多くの

場合乳糖を速やかに発酵して酸とガスを産生する腸内細

菌を指すが，乳糖を遅く又は発酵しても酸のみを産生し，

ガスを産生しない腸内細菌は必然的に除外され，又，

Coli-Aerogenes小委員会で示される IMViCシステ

ムに該当しない腸内細菌の Serratiα Aeromonαsな

ども除外される O さらに， 44.5
0

Cで発育する菌を糞便性

由来大腸菌としているが，この温度ではE.coliの他に

K.pneumoniaeや C.freundii12)も発育するため， こ

れらの菌も糞便汚染の指標になり得ることなどを考慮す

ると，現行における IMViCシステムにおける大腸菌群

の分類法について再検討する必要があると思われるO

ま とめ

1985年 4，6， 8月微生物規格の定められていない豆

腐22件，めん類23件及び調理パン24件等の細菌汚染を検

討した。

1. 包装豆腐;細菌数1伊/g以上が44.5箔，大腸菌群検

出率は72.7%に，菌数は101
/ g ~ 107 

/ gであった。セレ

ウス菌は31.8%に，菌数は102/g~108/g であった。

2. めん類;全体での成績では，細菌数105/g以上陽性

数と大腸菌群の検出率は39.1%，大腸菌群数は101/g ~ 

106/gを示した。検体別の細菌検出数は，そば類検体聞

に顕著な差はなかった。細菌数105/g以上がそば類で46.7

箔を占め，うどん類は28.6%で比較的低く認められ，細

菌数は105/gを越えるものはなく，大腸菌群も低い陽性

数を示した。セレウス菌は52.2%，黄色ブドウ球菌は8.7

%に検出された。

3. 調理パン;細菌数105/g以上のものは75労を占め，

大腸菌群検出率は79.2%，菌数は101
/ g ~ 107 / gであっ

た。セレウス菌検出率は41.7%，菌数は101/g "-'108 /g 

で，特に8月に多数認められた。

4. 焼鳥;調理(タレ付焼)と未調理(肉・皮)の細菌

汚染を検討した。調理の細菌数は105/gを越えるものが

なく，大腸菌群も陰性又は少なく認められた。セレウス

菌は，調理，未調理から検出 (50%)され，黄色ブドウ

球菌及びウエルシュ菌は，未調理からそれぞれ25箔， 16.7 

9ぢに検出された。

5. 黄色ブドウ球菌及びウエルシュ菌の血清型;黄色ブ

ドウ球菌の菌株はすべてコアグラーゼvn型，エンテロト

キシンA型， ウエルシュ菌の 2株は Hobbs型， 4型に

型別された。

6. 大腸菌群の分類;上述食品材料から分離された主な

菌種は K.pneumoniae18.9 %， E.cloαcαe15.6%， 

E.αgglomerαns 15.6%， K.oxytocα15.6弘 E.coli

は極めて稀であり，他に10菌種が分類されたO

7. 大腸菌群の同定成績と IMViC試験 IMViCノζタ

ーンに示される 9菌種に該当する菌種は，一部の K.pn-

eumonLαe， E.cloαcαe及び E.coliのみであった O

Serrαtiα Aeromonαs等他の腸内細菌の多くは不一

致を示した。又， 44.5
0Cにおける発育と乳糖発酵性を示

す菌種は E.coliの他，K.pneumoniae及び、 C.freundii
に認められ，糞便性汚染の指標に該当するものと考えら

れるO 上述の如く， IMViCシステムによる大腸菌群の

不一致例を考えれば，本システムについて再検討が必要

と思われる。

8. 細菌数と大腸菌群，セレウス菌との関係;細菌数の

検出数に対して，セレウス菌よりも大腸菌群が一定の関

連性が認められた。
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23， 33-40， 1986 

昭和 60年青森県内で発生した 4件の

Bacillus cereus食中毒について

青森県衛生研究所報

安延

ど多くはないが，表 lに示すとおり本県では昭和60年に

4件もの発生があった。今後における B.cereus食中毒

の疫学に資する目的で，各事例の発生概要並びに細菌学

的成績の概要について報告する。

豊川良光

まえがき

Bacillus cereusは広く環境に分布する細菌であり，

その中の病原性を有する細菌が食品中で増殖し幅吐又

は下痢型の食中毒を起こす。我国における本菌による食

中毒事件数は昭和59年に15件1) 昭和60年17件とそれほ

大友

Bαcillus cereus食中毒 4件の概要

発生年月日
発生場所
摂食者数

患者数
死 者数

原因 食 品
原 因物 質

原因施設

第 4 事例

昭和60年 9月18日

下北郡風間浦村

159名
2名

なし

おにぎり

B.cereus (推定)

飲食庖

第 3 事例

昭和60年 9月18日

下北郡風間浦村
39名
37名

なし
おにぎり

B.cereus 
飲食庖

第 2 事例

昭和60年 5月 9日

弘前市

43名
19名

なし

不明

B.cereus 
不明

表 l

第 l 事例

昭和60年 4月10日

青森市

137名
32名

なし

不明

B.cereus 
福祉施設

を主とする患者が90.6%(29名)を占めた。

原因食品の究明については給食等の摂食状況調査が不

可能であったために不明に終った。

事例 lの症状発現状況

症一
下
幅
腹
発

2. 原因物質の究明

(1)検体

4月12日から18日にかけて採取された患者糞便141実体，

4月17に採取された施設内の側溝の汚泥等及び拭き取り

13検体， 4月15日朝食から17日昼食までの給食献立の一

部18検体，そして 4月19日に採取された無発症者である

施設の職員及び子供達の糞便113検体について菌検索を

行った。更に，本事例の疫学と予防の面から，事例終息

後にも施設内環境の拭き取り等10検体及び食品16検体に

ついて検査を行う一方，事件発生後48日を経た 5月29日

に患者14名中13名の糞便について再検査を試みた。

B.cereusの分離・同定方法

各事例とも増菌用として 3~ぢ NaCl 加ポリミキシン

Bベプトン水3)を用い，分離及び菌数測定用として 2%

卵黄加 NGKG寒天平板培地(日水製薬)を用いた。分

離菌については東4，5) 神保ら6)及び成書3)に従って生

物化学的性状検査を行う一方，品川ら7lが Gilbert博

士から分与された菌と一部食中毒由来で作製した抗H血

清並びに一部は品川らの方法7)によって当所で自家製造

した抗H血清を用いて血清型別試験を行ったO また，第

1事例由来の数株については，一濃度ディスク(昭和薬

品K.K.)を用いて抗生剤に汁ずる感受性試験を行った。

使用培地は感性ディスク用培地-N(日水製薬)，使用

薬剤は PCG，ABPC， EM， CP，TC，LCM，KM， 

CET， GM， CLMの10薬剤であった。

発現率(労)

90.6 
9.4 
9.4 
6.3 

患者数 (32)

29 
3 
3 
2 

表 2

例

1.発生概要

昭和60年 4月12日から16日にかけてA福祉施設の子供

達18名に下痢等の症状が認められ， 16日に青森県立中央

病院から青森保健所に届出がなされた。患者達は重度の

精神薄弱児であり，発病に至る経過等については不明の

点が多かった。病状発現状況は表 2に示すとおり，下痢

円
《

uqu 

事



体中 5検体(表 4}，食品18検体中 2検体(表 4)，そし

て非発症者113名中 2名(表 3)からも B.cereusを検

出した。また，事件終息後の調査では，表 5に示すとお

(2) 検査成績

患者糞便14検体すべてから B.cereusを検出するとと

もに(表 3)，事件直後の施設内の環境と拭き取り 13検

たつ行てつ体検たし取採口
H
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備考

4月12日受付

4月15日受付

4月17日受付

4月18日受付

再検査成績*

事例 1の患者及び非発症者糞便検査成績表 3

菌一

ω
一

e

出
一
官
庁

一
C

検
一
旦

体
一
類一の一A

B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N

検
一
者一患

‘.
i
 

軒一

1
2
3
4
5
6
7
8
9
山
口
ロ
日
比
了
ら

/ 

4月20日受付非発症者の糞便

* 

事例 1直後における原因施設内環境及び食品の細菌検査成績表 4

4月17日受付第 1沈澱槽の汚泥
側溝汲み上げ汚泥
シ ンク

包丁の柄
出刃包丁
水道 蛇口の取手
台所の側溝
肉用まな板
戸棚
残査容器
玄関前廊下
遊戯室前廊下
便所前廊下

考

B.cereus C増菌，型別不能〕
C J 

備検出菌〔細菌数(/g)，血清型〕体検番号

n
U
唱

I
内

L
内

δ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
1
1
1
 

型別不能〕
1 
J 

B.cereus C増菌，
〔

C 

4月15日朝食

4月16日朝食

4月16日昼食

4月16日夕食

4月17日朝食

4月17日昼食

B.cereus C増菌， 16型〕

もやし，わかめ酢物
ゆでいか
Tこらこ
さ んまの缶詰
ほうれん草
フライドチキン
サラタ

豚汁
菜の花しめじ
中華風和え
かれいの塩焼
大根おろし
こ んにゃく煮物
春菊ごま和え
さけの缶詰
焼きうどん
レアチ ー ズ ケ ー キ

野沢菜

A
A
p
b
氏
U
司

i
Q
U
Q
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u
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-
ワ
u
q
u
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B.cereus C増菌， 18型〕

A
斗ゐ
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分離菌はデンプン分解性陽性を示した。



環境及び非発症者由来株は16型と 18型が各 l株の他は残

り8株とも型別不能であったO

り環境及び拭き取り合計10検体中 3検体が陽性であり，

食品16検体からは不検出であった。

患者由来株の血清型はすべて14型であったが，食品と

備 考

4月24日採取

事例 l終息後における原因施設内環境及び食品の細菌検査成績

検出菌〔細菌数(/g)，血清型1

B.cereus (3.2 x 1Q4，型別不能〕

体

側

表 5

検
一
一
房

B.cereus (増菌，型別不能)
( J 

溝
板
丁
口
)
口
ル
下
下
下

側

蛇

ブ

廊

!

廊

廊

よロ
U

-耐虫

北
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別
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所
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戯

厨
ま
包
厨
厨
水
食
便
玄
遊

一一
一
1
2
3
4
5
6
7
8
9
日

4月22日夕食

4月23日朝食

4月23日昼食

4月23日夕食

4月24日朝食

4月24日採取

かれいの塩焼
大根 おろし
焼豚いため物
玉子味噌
ぶどう豆
ほうれ ん草のおひたし
鮭，竹缶詰
豆腐いため物
うなぎ蒲 焼
糸こん，がんも，ほたてふくめ煮
キャベツ，にんじん，かいわれのいため物
鶏 肉の焼物
玉子味噌
筋子
きんぴらごぼう
水道水

-A
つ'μ

円

3
4
&
F
b
n・
0
円

i
Q
U
Q
d
n
u
-
-
つ臼
q
u
A吐

F
b
氏
U

l
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
つ
U
2
2
つ白

2
2
2

行に利用した施設ごとに摂食食品のマスターテーブルが

作成されたが有意差が認められなかったことから不明に

終った。

2. 病因物質の究明

( 1 ) 検 体

患者糞便12検体， I鶏めし弁当」の米飯を除いた原材

料の検食 7検体について菌検索を行った。

(2) 検査成績

表10に示すとおり患者糞便12検体中11検体から 1グラ

ム当り1.0 X 103 
"'-' 2. 6 X 105個の B.cereusが検出された

が，食品からは不検出であった。分離菌の血清型はすべ

て14型で生物化学的性状も同一(表 6)であった。

分離菌はデンプン分解性陽性を示した。

患者由来株の生物化学的性状は表 6に示したとおり 14

株とも同一性状を示した。また，これらの株のうち 4株

について抗生剤に対する感受性試験を行ったところ，

PCG， ABPC， CET等のFーラグタム系薬剤には

非感受性又は低い感受性を示したが，他の薬剤に対して

は高い感受性を示した(表 7)。

一方，事件発生後48日経過してから，患者14名中13名

の糞便について保菌調査を行ったが B.cereusは不検

出であった。

3 

1. 発生概要

昭和60年 9月18日，下北郡風間浦村易国間の神社秋祭

りに参加した小中学生がK飲食庖の「おにぎり」を午後

5時45分頃摂食し，午後 6時30分頃から腹痛，幅気，幅

吐等の食中毒様症状を呈し，同日大間町立病院からむつ

保健所に届出があった。日時別患者発生数及び発現状況

F
h
d
 

q
J
 

6リ事

2 
1.発生概要

昭和60年 5月9日弘前公園で，北海道のA中学校生徒

の団体が昼食に「鶏めし弁当」を摂食し，午後 3時40分

から頭痛，腹痛，下痢， n匝気，幅吐等の食中毒症状を呈

し，翌10日午後8時55分，弘前市立病院から弘前保健所

に食中毒の届出があった。日時別患者発生数を表8に，

症状発現状況を表9に示した。

原因食品は弘前公園内で摂食した昼食の「鶏めし弁当」

が疑われたが，残品の回収ができなかったこと，また旅

iJlJ 事



て菌検索を行った。

(2) 検査成績

表13に示すとおり患者糞便12検体中 8検体，吐物6検

体中 6検体，食品 8検体中 4検体から B.cereusを検出

した。検出菌の生物化学的性状はすべて同一であった

(表的。一方，血清型別検査を行ったところ，既存の

血清では型別されなかったが， No.4， 13， 19検体由来株

で作製した80倍力価の抗H免疫血清を用いて凝集反応を

行ったところ，検出菌はすべて同一血清型であることが

を表11. 12に示した。

原因食品と推定された「おにぎり」は 9月18日， K飲

食庖で午前s時から30分の聞に250パック 01ノ屯ックは

2個分)調整されたもので，同日午前12時に昼食として

150パック摂食されたが，その時点では患者の発生はみ

られなかった。

2. 病因物質の究明

(I)検体

患者糞便12検体，患者吐物6検体，食品 8検体につい

照対

分離した B.cereusの生物化学的性状検査成績

事例4

食品由来
1株

事例 3事例 1 事例 2

患者由来患者由来
14株 11株

表 6

状性

HW387株*

一
十
十
一
十
一

十
+
+
+
一
+

十

+ 
十

+ 
十

山形株8)

+
+
十
十
一
十

一
十
十
一
+
十
一

+ 

十

+ 

+ 
+ 

-
十

十

-

よ

↑

・

・

・

食品由来
4株

+
+
一
十
一
+

+ 
+ 

一
+
+
一
+
+
+
+
十

+ 
+ 

患者由来
14株

+
+
一
十
一
+

+ 
+ 

一
+
十
一
十
+
+
+
+

+ 
+ 

十
+
+
十
一
+

一
十
十
一
+
十
+
+
+

+ 
+ 

+ 
+ 

+
+
+
+
一
+

一
+
+
一
+
十
十
+
+

+ 
+ 

+ 
十

+
+
+
+
十
一

+ 

グラム染色性
カタラーピ
オ キシダーゼ
運動性
インドール反応
v p 反 応
クエン酸の利用

シモンス
クリステンゼン

硝酸塩の還元能
ウレアーゼ産生
デンプン分解能
7 % NaCl加培地での発育
嫌気的環境下での発育
芽胞嚢膨出の有無
O.OOHぢリゾチーム培地
溶血性
ペニシリン10単位添加培地
牛乳のベプトン化
レシチナーゼ反応
ゲラチンの水解

plate法
tube法

炭水加物の分解
グノレコース
エスクリン
フノレクトース
トレノ、ロース
マノレトース
サリシン

サッカロース
マンノース
マンニット
アラビノース
イノシット
グリセロール
ソノレビット
セロビオース
キシロース
カ、、ラクトース

ソノレボース
ズノレシット
ラグトース

清型

+
+
+
+
+
一
+
十
+
+
+
+
十
一

+ 

+
+
十
十
+
十
一

十
十
+
+
+
十
一

十
十
+
+
+
+
+
一

十
+
+
+
+
+
十
一

型別不能

ハ
h
U
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*ヴュノレツ大学由来株

型別不能

-印は検査せず，

型別不能14型14型血H 



事例 lの患者由来 B.cereusの抗生剤感受性試験成績

対照株

山形株8) HW387株*

3+ 2+ 
3+ 3+ 
3+ 2+ 
2+ 2+ 

3+ 3+ 
3 + 3十

3+ 3+ 
3十 3+

3+ 3+ 
3十 3+

表 7

患者由来株

患者 A株患者 B株 患者 C株 患者 D株

-
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+
十
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1
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q
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q
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剤生抗

PCG 
ABPC 
CET 
LCM 
CP 
TC 
EM 
KM  

GM 
CLM 

一…非感受性， 1 +…低感受性

2+…中等度感受性， 3 +…高度感受性

本…ヴュルツ大学由来株

事例 2の症状発現状況

症一
発

腹

倦

幅

脱

幅

頭

悪

発現率(%)

100.0 

94.7 

84.2 

84.2 

79.0 

73.7 

73.7 

42.1 

患者数 09名)

Q
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H
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U
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表 9
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力

事例 2の日時別患者発生数

5月10日

数者一

8

4。
3 

1

3
一目

，患日時別

5月9日 15時-18時

18時-21時

21時-24時

0時""'3時

3時""'6時

6時-9時

言十

表 8
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事例 2関係材料の細菌検査成績表10

便糞A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

 

者由也

考備

5月10日採取

検出菌〔細菌数 (/g)，血清型〕

B.cereus C1. 2 X 103， 14型〕

C1.0 X 103， 14型〕

体検番号

n
U
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つ山

1
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Aせ

F
h
d
ρ
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ウ
t
Q
U
Q
.
u

‘1

1

1

B.cereus C1.8 x 105， 14型〕

C2 .6 x 105， 14型〕

C1.0x104， 14型〕

C3.0x104， 14型〕

C4.0x104， 14型〕

C1.0x104， 14型〉

C1.0x104， 14型コ

C1.3x104， 14型〕

C1.0x104， 14型〕

5月10日受付かま ぼ こ

卵焼

れんこん

鳥のから揚げ

鳥のつ く ね

二色卵

漬け物
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E
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事例 3の症状発現状況

症一
一

幅

幅

腹

発

悪

倦

脱

頭

戦

下

発現率(%)

64.9 

64.9 

59.5 

48.7 

46.0 

46.0 

29.7 

24.3 

16.2 

13.5 

表12

患者数 (37名)

24 

24 

22 

18 

17 

17 

11 

9 

6 

5 

一

気

吐

痛

熱

感

感

感

痛

傑

痢

状一

怠

力

事例 3の日時別患者発生数

別 数

5 

2 

15 

2 

2 
9 

平均潜伏時間49分

者，患

表11

日

9月18日

(17時45分頃摂食)

18時

18時15分
18時20分

18時30分

18時40分
18時45分

18時50分

19時

時

事例 3関係材料の細菌検査成績表13

考備菌出検一般生菌数C/g)

寸
J

i
凋
1

・
受口

u
n

U

M

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

M

M

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

 

つ白月n『
υB.cereusC2.0 x 104，型別不能〕

C1.0X105， J 

B.cereusC5.0 x 105，型別不能〕

が C3.0X1OS， J 
C4.0x105， J 
C1.0x105，コ

庁 C2.0X 105， J 

B.cereusC2.0 x 101，型別不能〕
庁 C2.8X 105， J 

C2.0x 103，が〕
が C2.0x105， J 

C4.3x104， J 
C1.6x105，が〕

C1.3x105， J 

体検番号

患 者 A 糞便

B 
c 
D 

E 
F 
G 
H 庁

庁 J
K 
L 庁

患者 O 吐 物
p 

Q 
R 
s 
C 庁

0
1
2
3
4
5
6
7
8
 

1
1

つL
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u
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b
F
O
円

i

Q

U

Q

U

I

t

4

E

a

A

4

E

a

4

4

E
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9月19日受付B. cereusC 1 .2 X 108，型別不能〕
C1.0x108， J 
C2.2 X 108， J 
C1.8x108，庁〕

6.2 X 107 

4.9x 1(Jl 
4.6 x 1伊
8.8x 1伊
7.5X102 

6.2x 103 

2.0x 103 

7.0 X 101 

6.4 X 107 

3.3 X 107 

1.1 X 108 

8.5 x 1伊

<10 
<10 
く10
く10

お に ぎ り 1
2 

3 
4 

おにぎり用ま す
たら子

漬け物
のり
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u
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q
u
A吐

r
h
d
F
O

-
-
つ
'
臼
つ
ω

つL

つ
ム
ワ
u
n
d
つ臼

11 

λy 

りの稚子行列に参加した中学生の女生徒2名が午後 4時

頃にY飲食屈で調整した「おにぎり」を摂食し，発熱，

幅気，悪感等の食中毒様症状を呈し，事例3と同様にむ

つ保健所に届出された。日時別患者発生数と症状発現状

況を表14，15に示した。

推定原因食品とされた「おにぎり」は， 9月18日午後

1時から午後 2時30分までに270個作られた。

2. 原因物質の究明

患者 2名の糞便からは食中毒菌不検出であったが，患

口。
つd

判明した。

事例 4
本事例は前述の事例 3の発生に関連した食品の細菌学

的検査に伴い，事例 3に関係したK飲食庖とは異なるY

飲食庖で調整された「おにぎり」からも B.cereusが検

出されたことにより独立した事例として扱われた。

1.発生概要

昭和60年9月18日，下北郡風間浦村易国間の神社秋祭



毒由来株及び生米，米飯類由来株について比較検討を行

った結果，食中毒由来株の 100~ぢがデンプン分解性陰性

であるのに対して，生米，米飯由来株の陰性率はそれぞ

れ17%. 62~ぢにすぎないことを明らかにした。伊藤ら10)

の報告でも，食中毒由来株はすべてデンプン分解性陰性

であることが示され，デンプン分解性の有無は食中毒の

成立に何等かの関与をしているのではないかと想像され

るD 今回の 4事例のうち第1. 2. 3事例由来株はいず

れもデンプン分解性は陰性であったが，第4事例由来株

は陽性であった。この第4事例については，摂食者数15

9名に対して患者数はわずか 2名，しかも患者糞便から

は B.cereusは検出されておらず，参考食品である「お

にぎり」から 1グラム当り 6.0x103個の B.cereusが検

出されたこと及び患者の症状等から B.cereus食中毒と

判定され，疫学的に問題が残る事例であった。

今回分離した B.cereus菌株について品川ら7)の作製

した抗H血清で型別を行い，第1. 2事例由来株は14型

であったが，第 3. 4事例由来株は型別不能であった。

者の食べ残しの「おにぎり J1検体から 1グラム当り 我国での食中毒原因 B.cereusのH血清型は l型が圧倒

6.0x 103個の B.cereusが検出された。検出菌はデンプ 的に多く，我々の経験した14型による事例はきわめて少

ン分解陽性(表6)を示し，既存の抗H血清並びに事例 いと考えられるO 今野ら11)は食品2.429検体について B.

3由来の自家製造抗日血清には凝集しなかった。 cereusの検索を行い，分離された348株中154株の血清

表14 事例 4の日時別患者発生数

日時 別 患 者 数

9月18日

(16時摂食)

17時30分

19時30分

平均潜伏時間 2時間40分

表15 事例 4の症状発現状況

症状 患者数 (2名) 発現率(%)

発 懇L 2 100 

幅 気 2 100 

，亘じ~、 感 2 100 

下 痢 50 

倦怠感 50 

脱力感 50 

型を明らかにし 14型が11株 (7.1 ~ぢ)と l 型 (100株，

あ と が き 64.9%)に次いで、多いことを報告しているo そしてこの

B.cereusは土壌及び水系環境など自然界のいたると 14型11株中 9株はデンプン分解性陽性で，残る 2株は我

ころに分布する細菌であり，欧米では多くの食中毒事例 々が第1. 2事例で検出した菌株と同様にデンプン分解

が報告されている O これに対して我国では発生数はあま 性陰性を示しており，この菌型の動態については大きな

り多くはなく，人口の多い大阪市でも 1971年から1977年 興味が持たれるO

の7年間にわずか 8事例9) 東京都内でも 1975年から19 B.cereusの病原因子，特に多い幅吐型の本態につい

81年の 7年間に15事例10)程度である。本県では昭和59 てはいまだに明確な解答が得られていないため，分離菌

年まで発生数は皆無であった。しかし昭和60年に推定 の病原性判定は困難な面が多し、。従って，原因菌の決定

l事例(第 4事例)を含め 4事例もの発生があったこと については，検出菌数やデンプン分解性をはじめとする

はきわめて特異なことと思われるO 生物化学的性状検査，その他に患者の臨床症状等の疫学

B.cereus食中毒は潜伏期が 8-16時間で下痢を主症 データが非常に重要なカギとなるO しかしながら本菌

状とする下痢型と，潜伏期が 1-5時間で幅気，幅吐を はし、わば環境及び食品の常在菌であり，血清型別等によ

主症状とする幅吐型の二つの異なった病型をとることが るより充実した調査が望まれる。また疫学的調査に関し

知られており，我国での事例の多くは幅吐型である O 今 ても，発生頻度が少ない事例だけに B.cereusの細菌学

回の本県での 4事例は症状から判断し，第 l事例は下痢 的性質を周知した上で、の適切な対処が望まれる O

型，第 2.3. 4事例は幅吐型と思われる B.cereus

食中毒はいずれの病型でも潜伏期間がそれほど長くない 稿を終えるにあたり B.cereus食中毒発生に際して

ことから，原因食品の究明は容易に思われたが，今回の 適切な御助言を賜わるとともに保有抗H血清の使用を御

第 l事例では摂食食品のマスターテープ、ル作成がで、きな 快諾いただし、た東京都立衛生研究所寺山武先生，そして

い事情があり，また第 2事例では推定原因食品の残品が 秋田県衛生科学研究所森田盛大先生には深甚なる謝意を

入手できず，原因食品が判明したのは第 3と第 4事例だ 表します。

けであった。両事例とも「おにぎりJが原因であった。 なお，本稿の各事例の疫学資料は，青森保健所，弘前

B.cereusの生物化学的性状に関し品川ら9)は食中 保健所，むつ保健所の食中毒発生詳報を参照した。

ハヨ内ぺ
U
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東郡平内町で多発した狸紅熱様疾患の

溶血レンサ 球菌検査成績

大友良光

昭和60年11月15日青森保健所から当所に，東郡平内町

の町立病院に狸紅熱様症状を呈する保育園児及び小中学

生が断続的に訪れ患者は41名に達するとの連絡があり，

病院で分離したF 溶血レンサ球菌並びに患者と保菌者

の咽頭粘液を塗抹培養した血液寒天平板合計152検体に

ついての細菌検査依頼があった。

検体は11月19日午後3時30分に搬入され，直ちに常法1)

により検査を行った結果，表 lに示すように.A群溶血

群別

A 

B 

不検出

メL
口

表 l 溶血レンサ球菌検査成績

一昭和60年11月19日受付分一

T 型 別

T3 

T28 

型別不能

計

検出検体数(%)

81 (53 .3) 

14( 9.2) 

3( 2.0) 

3( 2.0) 

51 

152 

レンサ球菌(以下A群菌と略)T 3型が81検体 (53.3

%)から検出された。この検査後も患者の発生が続き，

11月25日から翌昭和61年 1月22日まで?こ新たに発生した

患者の咽頭粘液41検体についても後日(昭和61年4月10

日受付)検査を行った結果，表 2に示すとおり，前回同

様にA群T3型菌が最も多く 23検体 (56.1%)から検出

された。以上のことから，今回の事例はA群T3型菌に

起因する感染症であることが判明した。

我国で溶レン菌感染症患者から分離されるA群菌中最

も多い血清型はT12型と T4型であるが，本事例のT3

型菌は，昭和58年に検出A群菌中3.2%2).昭和59年14.1

%3)と増加しており，本県でも昭和58年度13.0猪4) 昭

和59年度8.8%5).そして昭和60年度にはT12型菌と T

豊川安延

表 2 溶血レンサ球菌検査成績

一昭和61年 4月10日受付分

群別 T 型別 検出検体数(箔)

A T3 23(56.1) 

T12 4( 9. 8) 

B 4( 9.8) 

G 3( 7.3) 

C 1C 2.4) 

不検出 6 

メ口L 言十 41 

4型菌を抑えて44.7%と最も多い検出数となっている。

本県での昭和60年度のT3型菌増加は，冬期間における

青森市内での検出数増加が大きく影響しているO 青森市

は平内町に隣接していることから考えると，青森市でも

平内町における患者同様の症例が多数見られたことが推

測されるO

今回分離されたT3型菌の抗生剤感受性測定について

はまだ検討していないが，当所で1983年 5月から1985年

3月までに溶レン菌感染症患者から収集した38株のT3

型菌のうち37株がテトラサイクリン単独耐性又はテトラ

サイクリンとクロラムフェニコール 2剤耐性のどちらか

の耐性パターンを示しており4.5) 今回のT3型菌も同

様であることが考えられるO

本事例後，県内での溶レン菌感染症患者数は昭和60年

5月になって減少したが，今回のように患者が 3才から

10才の年令層にある場合は不完全な治療若しくは非治療

によりリュウマチ熱や腎炎を続発することも考えられ，

T3型菌の病原性解明のためにも，患者の病後について

は十分な注意、が必要かと思われる。

-41 -
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神経芽細胞腫マス・スクリーニングについて

(昭和60年度)

工藤久美子 金田量子 工藤ノ¥ツエ 荻 野 幸 男

昭和59年12月より開始された乳児神経芽細胞腫マス・ 表 l 初回検査実施状況

スクリーニング事業について，昭和60年度の実施状況及 (60.4-61. 3) 

び検査成績を報告する O 対人 象員 交ろ付数紙 父(付%率) 検初査数回 受(検%率) 

実施状況
青 本フホ本之 4， 143 3，691 89.1 3，058 73.8 

1 .受検率 5ム 前 2，283 2，280 99.9 1，903 83.4 

スクリーニングの対象は， 6 - 7ヶ月児とし，採尿用 1¥ 戸 4，494 3，985 88.0 3， 204 71. 3 
ろ紙と結果通知用はがきのセットは，乳児健診の際等に

市町村から保護者に交付された。結果は，全員に通知さ
黒 石 1. 696 1，694 99.9 1. 359 80.2 

れ再検査が必要な場合には市町村から再度セットの交付 五所川原 1， 528 1，365 89.3 1， 189 77.9 

を受けることとした。再検査もれの防止と採尿方法等の
十和田 1，060 1. 015 95.8 890 82.7 

指導の徹底を図るため，要再検者名簿を管轄保健所を通

じて市町村にも通知した。ろ紙交付方法や受検勧奨方法 一 沢 936 886 94.0 681 72.8 

は市町村によって異なり，県下保健所管内別のろ紙交付 む ペコ 1. 343 917 68.3 838 62.4 

率及び受検率は表 1のとおりであるO

2. 6ヶ月未満児
鯵ケ沢 1， 021 1， 121 109.8 653 64.0 

保護者が採尿時期を忘れたりして対象月令を過ぎてし ー七 円 1. 035 943 91. 1 908 87.7 

まった児についても検査の受け付けを行うこととした。
戸 452 381 84.3 372 82.3 一

さらに，昭和60年10月受け付け分より 6ヶ月未満で検査

を受けた児については，結果が正常であっても念のため 計 11. 991 18，272 91.4 15，035 75.2 

l歳までに再度検査をすることを勧める通知を行ったO

これについて10月以降の状況を表 2に示す。

表 2 6ヶ月未満児検査状況
( 60. 10 '"'"' 61. 3 ) 

青森弘前八戸黒石五所川原十和田三沢むつ鯵ケ沢七声二戸 計

初回検査数 26 10 22 5 4 2 7 4 2 84 

再検査数 4 。 4 4 。 。 2 2 2 20 

再検査率 23.8% 

検査成績 検査に使用した。二次検査では，スポット法用と HPLC

法用の二通りの採尿をした二枚のろ紙を送付してもら1.検査方法

(1)システム い，スポット法で疑陽性となったものは HPLC法を実

スクリーニング開始当初は，初回検査，二次検査とも 施した。パニルマンデル酸 (VMA) とホモバニリン

スポット法1)で行った。 60年 2月よりスポット法と簡易 酸 (HVA)のカットオフ値については，佐藤ら 3)の報

ペーパークロマトグラフ法2)を併用した。同年 9月に高 告に従った。 9月以降の検査システムについては図 1の

速液体クロマトグラフ (HPLC)装置を備え，初回検 とおりである O

査で明らかに尿の付け過ぎと思われる検体の検査や二次

円
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一一 採尿状態不良吋判定不能

VMA 20μg/ml以上
紫色以外の強L、呈色

「ー|簡易ベーパークロマト法|

VMA 20内 Iml以上時疑陽性

二次以降の検査

|スポ y ト法|

VMA20開 Iml以上

↓ 
|HPLC法(ろ紙) I 

VMA 25pg/mgクレアチニン ll以上吟疑陽性
一一→ HVA32向皆Img グレアチニン~::-L.14-~ 

(近い値

lHPLC法 (尿) I ←一一一一一一ー一一一ーーー

↓ 
|医療機関で精検|

図 l 検査システム

(2) 高速液体クロマトグラフィー

a. 測定装置

H P L C本体:日立655A11形

カラムオーブン:目立655A52形

オートサンプラー:日立655A40形

分光蛍光光度計:日立F1000形

データ処理装置:目立833A形

b. 測定条件

カラム:日立ゲル30130(O 4 x 250 mm) 

移動相:0.05M酒石酸 (pH3.7) アセトニトリル

=500 : 70 

カラム温度:40
0C 

流量:1.0 ml/min 

測定波長:励起波長282nm 

蛍光波長315nm

チャート速度:5.0 mm/min 

注入量:10μl 

C 操作

ろ紙尿からのVMA，HVAの抽出操作は図 2のとお

りとしそれぞれの量は添加した標準品との比から求め

た。クレアチニン測定用の試薬及び標準溶液 00mgl 

ml)は，クレアチニンテスト・ワコーのキットを用い

TこO

|乾燥尿ろ紙| |乾燥尿ろ紙|
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10分

2500 rpm， 5分
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0

C over night後N2吹きつけ
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1.5 ml 

1.0 ml 

O. 75N -NaOH 1.0 ml 

25
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520nm 

図 2 HPLC前処理操作
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2. 検査成績 ると初回検査から最終検査までの所要日数は15日から90

検査成績を表3に示した。なお，表中の再検査件数に 日以上までバラツキがある O

は，初回疑陽性及び判定不能によるものの他. 6ヶ月未 以上，昭和60年度は，約15.000人の乳児に対し検査を

満児の再検査件数，二次検査疑陽性による三次検査実施 行ったが，神経芽細胞腫患児の発見はなかった。

件数が含まれる。

疑陽性及び判定不能となった検体の率は，初回検査で 稿を終えるにあたり，検体の測定や患児尿の提供，液

1.5%.二次以降の検査では. HPLC導入前の 4月~ クロ実習等で種々御指導賜わった札幌市衛生研究所高杉

8 月で12.1~ぢ，導入後の 9 月 -3 月は4.5% と大巾に減 所長をはじめ関係職員の方々に深甚なる謝意を表します。

少した。しかし初回検査で要再検となった589件のう

ち61年8月時点でも未検査のものが101件あり，結果的 文 献

には17.3%の検査もれが生じた。二次以降の検査でも1)沢田淳，他:神経芽細細撞マス・スクリーニング，

疑陽性及び判定不能となった36件のうち 5件，率にして 思賜財団母子愛育会編，技術編100-102.大門出版，東

13.9%の検査もれがあった。それらは，いずれも 9月以 京，昭59

前の検体であったため HPLCは実施されていなし、。 2)永原遅，他:神経芽細肱腫マス・スクリーニング，

初回検査で陽性の l件については，杓幌市衛研にHPLC 恩賜財団母子愛育会編，技術編177-178.大門出版，東

測定を依頼した結果正常と判定された。 HPLCチャー 京，昭59

ト上で VMAの直前に大きなピークがみられた。 3)佐藤泰昌，他:神経芽細胞腫マス・スグリーニン

当所での HPLCの測定値から疑陽性と判定された 2 グにおける尿中 VMA. HVAの測定値とその判定，

件については，医療機関で精検の結果正常と診断された。 日小外誌.89. 2665-2671. 1985 

三次検査まで実施し最終的に正常と判定された28件をみ

表 3 検査結果

初回検査 | 再

検査件数 正常 疑陽性 陽性 判定不能|検査件数

60. 4~60. 8 6.265 6.035 185 44 215 

(60. 4~6 1. 3) 

検 査

正常 疑陽性 陽性 判定不能

189 22 O 4 

300 14 O O 

489 36 O 4 

6O. 9-61. 3 8.770 8.411 328 0 31 314 

dt 日笠型竺担 __75~~ 

「
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青森県における貝毒調査結果(昭和60年度)

青森県衛生研究所報
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ンターおよび青森県漁連が担当した。

2. 調査地点

図1.表 1に各海域の調査地点を示した。

3. 調査期間

昭和60年 4月から昭和60年12月

4. 貝毒検査方法

貝毒検査は昭和55年 7月 1日付環乳第30号「麻癖性貝

毒検査法」および昭和56年 5月19日付環乳第37号「下痢

性貝毒検査法」により行なった。下痢性貝毒は原則とし

て中腸腺を用いて行ない，この値から可食部あたりの毒

量を算出した。

はじめに

青森県内で生産されるホタテガイの毒化状況の把握，

毒化機構の解明等を目的として，昭和53年度から「赤潮・

特殊プランクトン予察調査」および「重要貝類毒化対策

事業」の一環として定点を定め，年聞を通して下痢性，

麻捧性貝毒の検査を行ない，既報1-3)にその結果を報告

した。今回昭和60年度に行なった調査結果について報告

する O

なお昭和60年度夏期食品一斉取締りで，県内で販売さ

れていた流通貝についても貝毒検査を実施したので、併せ

て報告する O

調査

1. 陸奥湾定点毒化状況

(1) 下痢性貝毒

a. 青森定点

青森定点の毒力の推移は表 2，図 2に示した。垂下養

殖貝 (20m)は5月 9日に0.3MU/gの毒量カ、i検出されヲ

5月20日まで同じレベルで、推移したが， 5月28日に本年

度陸奥湾最高値の2.3MU/gになった。しかし 6月 3日

に0.3MU/gに低下し以後 6月24日に1.2MU/gに再

び上昇したが， 7月には0.3""0.75MU/gの毒力カ、続き，

8月19日以降は全て不検出であった。

地まき貝は全て不検出であった。

b. 野辺地定点

野辺地定点の毒力の推移は表 2，図 3に示した。垂下

養殖貝 (20m)は4月 1日に0.3MU/gの毒量を検出し

たが，以後 5月 9日までは不検出であった05月13日から

再び毒化が始まり 5月20日に0.5MU/gと規制値を超え

たが，以後，不検出""0.6MU/gの低毒力で推移し， 8 

月29日以降は全て不検出であった。

地まき貝は 7月22日に0.4MU/g検出されただけで、あ

とは全て不検出であった。

(2) 麻痔性貝毒

陸奥湾 2定点の垂下養殖員 (20m)，地主き貝におい

ては麻痔性貝毒は全て不検出であった。

果結;去

1.試料

試料は陸奥湾，津軽海峡，太平洋の各海域に設定した

定点から採取した。なお試料の搬入は青森県水産増殖セ

方査調
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表 2 下痢性貝毒検査結果

(MU! g) 

青 森 定 占 野 辺 地 定 占

調査年月日
垂下 20m貝 地ま き貝 垂下 20m貝 地ま き貝

60. 4. ND ND 0.3 (0.03) ND 

4. 8 ND ND ND ND 

4. 15 ND ND 

4. 16 ND ND 

4. 21 ND ND 

4. 22 ND ND 

4. 30 ND ND ND ND 

5. 9 0.3 (0.04) ND ND ND 

5. 13 0.3 (0.04) ND 0.3 (0.04) ND 

5. 20 0.3 (0.04) ND 0.5 (0.06) ND 

5. 28 2.3 (0.30) ND ND ND 

6. 3 0.3 (0.03) ND 0.3 (0.03) ND 

6. 17 1.0 (0.12) ND ND ND 

6. 24 1.2 (0.15) ND 0.6 (0.06) ND 

7. 8 0.6 (0.06) ND 0.6 (0.06) ND 

7. 22 0.3 (0.03) ND 0.3 (0.03) 0.4 (0同04) 

7. 29 0.6 (0.06) ND 0.5 (0.05) ND 

8. 5 0.5 (0.03) ND 0.5 (0.04) ND 

8. 12 0.75 (0.06) ND 0.5 (0.04) ND 

8. 19 ND ND 

8. 20 ND ND 

8. 26 ND ND ND ND 

9. 2 ND ND ND ND 

9. 9 ND ND ND ND 

9. 17 ND ND ND ND 

9. 24 ND ND ND ND 

9. 30 ND ND ND ND 

10. 14 ND ND ND ND 

10. 28 ND ND ND ND 

11. 11 ND ND ND ND 

12. 2 ND ND ND ND 

N D : 0.3 MU! g未満

( ):可食部

ワ
i

A
吐



(MU!g) 

二

0.3 

(ND) 

8 10 11 

図 2 青森定点における毒力の推移(下痢性)

(MU!g) ーベトー垂下20m貝

ー→一地まき貝

0.3 

(ND) ~~~いふじくLーコ二二
8 

L一一一一一一」
10 11 12 円

図3 野辺地定点における毒力の推移(下痢性)

2. 外海定点毒化状況 まき，養殖ともに)おいて 3週間連続して規制値以下で

外海定点の毒の推移は表3に示した。 あることと定めているO

(1) 下痢性員毒 4. ホタテガイの出荷自主規制期間

a. 津軽海峡(今別，野牛) 昭和60年度の本県における各海域での出荷自主規制期

今別では5月23日に2.0MU/gの毒力を検出したが， 聞を表5に示した。

6月26日には0.5MU/gに下がり，以後不検出で、あった。 陸奥湾産養殖貝は貝毒検査を行なっている 8ヶ年の中

野牛では 9月9日l回だけ検査を行なったが不検出で で3番目に短かし、規制期間であった1-3)。

あった。 また昨年度3)太平洋において初めて麻痔性貝毒が規制

b. 太平洋(三沢) 値を超え出荷規制されたが，今年度は麻癖性貝毒は検出

三沢では 8~9 月にかけて 3 回検査を行なったが，全 されたが規制値以下で、あったため出荷規制には至らなか

て不検出であった。 ったO

(2) 麻薄性貝毒 5. 流通貝の貝毒検査結果

津軽海峡定点では全て不検出であった。一方太平洋定 夏期食品一斉取締りに伴なう流通貝の貝毒検査結果を

点の三沢において麻痔性貝毒が認められたが，可食部あ 表 6に示した。検査を行なった13検体中陸奥湾産のムラ

たり2.20~2 .60 MU/gと規制値の 4MU/gを下回って サキガイ 1検体が下痢性貝毒(可食部あたり)O.l2MU/g

いた。 と規制値を超えていた。また陸奥湾産生ホタテガイに出

3. 出荷自主規制解除のための貝毒検査結果 荷自主規制期間中にもかかわらず中腸腺付きのものがあ

陸奥湾産ホタテガイの出荷自主規制解除のための下痢 り，今後貝毒による食中毒を未然に防止するため充分な

性貝毒検査結果を表4に示した。 監視が必要であると思われる。

陸奥湾における出荷自主規制解除は，湾内 5定点(地

-48-



表3 外海貝毒検査

(MU/ g) 

下痢性貝毒 麻庫性貝毒
海 域 調査年月日

中腸腺 可食部 中腸腺 可食部

6 O. 4. 1 8 ND ND ND 
津

5. 2 3 2.0 0.23 ND 
軽 今 別

6. 2 6 0.5 0.05 ND 
海

7. 2 5 ND ND ND ND 
峡

野 牛 6 o. 9. 9 ND ND ND 

太 6 o. 8. 2 8 ND ND 2.60 

平 沢 9. 3 ND ND 38.0 2.22 

洋 9. 1 0 ND ND 40.0 2.20 

ND:麻庫性貝毒は 0.875MU/ g未満

下痢性貝毒は 0.3MU/g未満

表 4 出荷自主規制解除のための下痢性貝毒検査結果

(MU/ g) 

採取月 日 採取月 日
養殖法 採取定点 養殖法 採取定点

8. 27 9. 4 9.10 9.10 9.17 9. 24 

青 森 ND ND ND 青 森 ND ND ND 

野辺地 ND ND ND 野辺地 ND ND ND 

地まき ) 11 内 ND ND ND 垂下20m ) 11 内
0.3 

ND ND (0.03 ) 

湊 ND ND ND 湊 ND ND ND 

蟹 田 ND ND ND 後 潟 ND ND 

久栗坂 ND 

( )は可食部

表 5 ホタテガイ出荷自主規制期間

海域 養殖法 貝毒の種類 4 5 6 7 8 9 10 11 12(月)

地まき 下痢性
6/10 9114 (97日間)• O 

陸奥湾

垂下養殖下痢性
5/22 911~ 030日間)• O 

太平洋地まき下痢性
5/24 9114 

020日間)• O 

-規制 O解除

-49-



P . tamarensisが接岸できなかった。このため昨年度

に比して麻癖性貝毒の毒力が低かったものと思われる7)口
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まとめ

本年度陸奥湾における下痢性貝毒の毒化状況は例年に

比較するとやや遅れ， 5月下旬から毒化が始まった。 5

月28日に青森定点養殖貝において2.3MU/gの毒力を検

出したが，例年に比べ最高毒力値が約半分の値と低く，

毒化盛期が明確で、なかった。また毒化期間も短かかっ

た1-3)。

このことは下痢性貝毒の原因プランクトンとされてい

るDinophysisfortii4
)の出現数が少なく，出現期間が

短かかった5) ことも一因であると思われるが，従来下痢

性貝毒の原因物質であるとされていたデ、ィノフィシスト

キシン (DTXl，3)' ベクテノトキシン (PTX1ー 5)の

他に，安元により未知成分であったイエソトキシン

(YTX)が，昭和59，60年の陸奥湾における貝毒の主

要成分であることが明らかにされた6)口

以上のことが，今年度陸奥湾における毒化状況が例年

と大きく異なる要因であったと思われる。

また太平洋側においては，親潮水系の勢力が弱く，暖

流水系の勢力が強かったため，親潮水系中に存在する
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規
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水酸化ジルコニウム共沈法による環境標準試料

(池底質試料)中の重金属分析結果(第二報)

古川章子 村上淳子

はじめに

前報1)においては，水酸化ジルコニウム共沈法2)によ

る環境標準試料(リョウブ， クロレラ，ムラサキイガイ)

中の重金属分析結果について報告した口今回は，環境標

準試料の池底質試料について，同様の方法を用いて重金

属分析を行った結果について報告する。

方 法

1. 試薬，装置については前報1)と同じ

2. 実験方法

図 lに示すように，試料を湿式分解後，共沈を行い，

有炎原子吸光法により測定した。

結 果

図 lの方法に従い，試料を共沈法及び直接法を用いて

測定した結果を表 lに示す。

Fe， Zn， Cu， Pbについては，直接法，共沈法

ともに，すべて保証値に適合した。

Coについては，共沈法の場合，すべて保証値に適合

したが，直接法の場合は，やや低い値もみられた。

Niにつしては，共沈法の場合，ほとんど保証値に適

合したが，直接法の場合はすべて適合しなかった。

Mnについては，共沈法，直接法ともに参考値より

低L、値であった。

又，直接法に対する共沈法の比率をみると， Fe， Zn， 

Cu ではほとんど100~ちで，両法における差はみられな

かった。しかし他の元素においては，一部100%がみ

られるものの， 103労'"122%と，共沈法の方が高い値を

示し， Mn においてはすべて114箔とその差が顕著であ

った。

Cdについては，定量限界未満であるため正確な測定

値は得られなかった。

木村淳子 小林 英一

Cdにおける濃縮操作， Mnの低値に対するマトリッ

クス効果等の影響について今後検討する必要がある O

試料

110
0

C 4時間乾燥

デシケーター中30分放置

秤量 1g 

硝酸，過塩素酸分解

0.1NHClで100mlにメスアップ(試験溶液)

試験溶液40ml 

Zr溶液1.5ml (Zr 15 mg) 
NaOH溶液

pH 10 (pHメーター)

一夜放置後，遠心分離 (3000rpm 10分)

上澄液を捨てる (2回洗L、)

熱 1N HClで沈でんを溶解

40 mlにメスアップ

原子吸光法(有炎)による測定 (D2補正)

図 l 実験方法
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表 l 池底質試料の測定結果

保
(μg証/g) 

値 調リ 定 値 (μg/g)
B / A ~ 100 フじ 素

直接法 (A) 共沈法 (B) (%) 

6.29 6.29 100 

Fe 6.53土 0.35 6.28 6.28 100 

(労) 6.21 6.21 100 

344 359 104 

Zn 343 I 17 344 344 100 

340 340 100 

210 210 100 

Cu 210 I 12 209 209 100 

207 207 100 

100 110 110 

Pb 105 I 6 100 100 100 

99 108 109 

34 39 115 

Ni 40土 3 35 37 106 

34 35 103 

23 28 122 

Co 27 ::!:: 3 26 26 100 

24 26 108 

本く 1 <1 

Cd 0.82士 0.06 く l <1 

く l く 1

629 719 114 

Mn ( 770 ) 628 717 114 

参 考 値 621 709 114 

*試料 1g採取の時の定量限界

文 献

1)古川章子:水酸化ジルコニウム共沈法による環境

標準試料(リョウブ，クロレラ，ムラサキイガイ)中の

重金属分析結果(第一報)，青森県衛生研究所報， 22， 

51-56， 1985 

2)佐藤彰:高温炉原子吸光分析の実際，講談社，

1981 

円
ノ
U

F
同

υ



W 資料



青森県衛生研究所報 23. 53-57. 1985 

青森県内の 5病院における病原菌検出状況

-1  985年一

大友良光 豊川安延

1984年 4月に青森県内の 5病院における病原菌検出情 との比較が困難になること並びに1986年 1月から報告用

報の収集を開始して以来 2年を経過した。この間，各情 紙に変更があったこと等から，今回から年単位の集計を

報提供医療機関の細菌検査担当者の協力により集計はき 報告することにした。したがって，今回は前回すでに報

わめて順調に行われている O 告した1985年 1月から 3月分を再掲載することになった。

初年度の収集状況はすで、に本所報No.21に報告したが， 更に，今回は1984年の合計も 1985年の合計に続けて記載

年度単位で集計したために，年単位で集計している全国 した。

司ベ
U

F
h
d
 



月 2 月 3 月

薗種 群 型

弘 五 青 む J¥、 言十 弘 五 青 む 八 計 弘 五 三円金三 む

01 Escherichia coli (Total) 10 10 4 4 2 

02 Shigellα(A~D Total) 

03 Salmonella typhi I 

04 Sαlmonella paratyphi A 

05 Salmonellapαratyphi B 

06 Other 品 lmonella，B 2 2 2 

07 " C 1 

08 " C 2 

09 " D 1 

10 " D2 

11 " E 1 

12 〆/ E 2 

13 " E 4 

14 " G 

15 " K 

16 " その他

17 " 群不明

18 Yersiniαenterocolitica 

19 Yersiniαpesudotuberculosis 

20 Vibrio cholerae， O~l 

21 Vibrio cholerαe， O~l以外

22 Vibrio pαrαhαemolyticus 

23 Campylobacter jejuni/colι 17 2 19 15 16 12 

24 Staphylococc出 aureus 3 4 3 

25 Clostridium perfringens 

26 Clostridium botulinum， E 

27 " その他

28 Bacillus cereus 

29 Neisseria gonorrhoeae 8 9 9 9 7 

30 Neisseria meningitidis 

31 Streptococcus， A 4 2 2 2 10 13 5 3 21 15 9 

32 " B 5 3 2 11 12 4 9 6 31 3 5 81 

33 " C 

34 " G 2 2 2 2 

35 " 不明 13 13 13 14 15 

36 Corynebαcterium diphtheriae 

37 Bordetella pertussis 

38 Streptococcus pneumoniae 24 3 4 5 2 38 18 4 2 25 30 3 7 4 

39 Legionella pneumophilα 

40 Leptospira 

41 Entamoeba histolytica 

42 Mαlaria 

101 Plesiomonas shigelloides 

104 Vibrio fluvialis 

115 Vibrio mimicus 

111 Aeromonas hydrophilα/sobriα 

118 Haemophilus influenzae II 5 2 9 8 35 19 3 2 9 19 52 15 3 8 12 

119 Klebsiellαpneumonwe 11 4 9 35 5 64 20 6 12 25 3 66 13 4 3 24 

Corynebαctenum sp 

Pasteurella multocidα 

46 f仁;- 計 83 15 28 68 19 I 213 110 18 30 58 31 247 100 15 14 67 25 

弘…弘前市医師会臨床検査センタ一 五・・五所川原市立西北中央病院 青・・・・青森保健生活共同組合協和病院 む・・・むつ総合病院 八 ・八戸市立市民病院

-54一



4 月 5 月 6 月 7 月

言十 弘 五 青 む ;，、 計 ヨL 五 青 む ;，、 計 弘 五 青 む ;" 自十 弘 五 青 む八 五十

2 2 2 2 2 4 4 7 7 

3 2 2 3 

I 

2 2 2 2 

13 7 4 2 14 15 2 2 19 24 25 47 2 1 I 2 52 

4 6 7 7 7 

8 10 11 18 19 14 14 14 15 

26 20 7 8 35 10 5 4 3 22 13 5 19 16 2 20 

17 13 6 11 31 14 3 5 4 26 19 5 9 33 21 2 4 27 

2 2 

3 2 2 

16 17 17 14 14 9 9 22 22 

45 37 2 2 42 62 3 2 6 73 40 6 4 50 26 4 I 5 36 

39 25 5 7 15 14 66 34 6 5 15 13 73 18 3 2 27 6 56 19 3 4 i 16 8 50 

44 16 3 5 20 3 47 16 6 7 32 61 8 2 8 40 59 16 6 16 I 34 4 76 

221 132 23 18 64 33 270 171 26 22 67 29 315 140 8 26 89 20 283 165 17 36 80 24 322 

F
h
d
 

F
h
u
 



8 月 9 月 10 月

菌種 群 型

弘 五青 む /¥ 百十 弘 五 三円金三 む /¥ 百十 弘 五 三円全三 む /¥ 

01 Escherichiαcoli (Tota1) 8 8 2 3 5 

02 Shigellα(A~D Total) 1(J)本 1(J) 

03 Salmonella typhi 

04 Salmonella parαtyphi A 

05 Salmonellαparαtyphi B 

06 Other S，αlmonella， B 2 2 3 

07 N C 1 3 3 2 2 

08 N C 2 2 

09 N D 1 

10 〆 D2 

11 N E 1 

12 N E2 

13 N E4 

14 〆F G 

15 N K 

16 N その他

17 N 群不明

18 Yersinia enterocoliticα 4 4 2 

19 Yersinia pesudotuberculosis 

20 Vibrio cholerae， O~ 1 

21 Vibrio cholerae， 0ー l以外

22 Vibrio parαhαemolyticus 40 21 42 9 2 11 

23 Cαmpylobαcter jejunilcoli 47 48 35 37 23 3 

24 Staphylococcus αureus 8 8 7 2 9 13 

25 Clostridium perfringens 

26 Clostridium botulinum， E 

27 N その他

28 Bacillus cereus 

29 Neisseria gonorrhoeae 4 4 13 13 111 

30 Neisseria meningitidis 

31 Streptococcus， A 16 17 8 6 16 28 14 

32 N B 19 3 23 17 11 7 35 18 4 2 5 6 

33 N C 

34 G 

ut 
2 2 3 3 

35 N 不明 17 2 3 

36 Corynebαcterium diphtheriae 

37 Bordetellα pertuss~s 

38 Streptococcus pneumoniae 29 3 5 i 4 41 23 2 2 27 43 2 3 

39 Legionella pneumophila 

40 Leptospira 

41 Entαmoeba histolyticα 

42 Malaria 

101 Plesiomonas shigelloides 

104 Vibrio fluuialis 2 

115 Vιbrio mimicus 

111 Aeromonas hydrophilαIsobria 3 4 4 6 2 2 

118 Haemophilus influenzae 18 5 6 I 8 38 7 7 4 8 4 30 16 3 3 10 7 

119 Klebsiella pneumoniae 24 2 8 19 I 3 56 28 3 8 14 53 22 7 6 14 3 

Corynebacterium sp 

Pasteurella multocida 

46 メ口込 E十 209(]) 11 29 53 I 18 320m 151 18 28 47 16 260 169 22 25 52 19 

事( )内は海外旅行者分再掲

戸

h
u

F
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11 月 12 月 1985年合 計 1984年合 五十

計 弘 五 青 む八 計 弘五 青む 八計 ヨL 五 青 む ノ1、 Z十 ヨ4 五 青 む /¥ 計

I1 I 2 5 41 46 8 23 31 

I(J) 2 3(J) 2(2) 2 4(2) 

2 

2 3 

3 11 1 3 12 8 3 24 4 2 8 

6 6 3 5 

3 I 5 2 

2 2 

5 6 

2 2 2 13 13 4 4 

49 5 54 8 6 20 34 

27 1 22 23 5 1 2 8 269 17 9 6 301 210 25 4 4 243 

13 2 I 7 10 3 1 1 4 4 51 11 66 28 28 

12 8 8 2 3 118 2 2 3 125 110 14 6 10 140 

2 2 

43 33 I 2! 1 181 I 55 21 3 1 1 25 197 i 21 3 75 13 309 82 8 7 i 48 7 152 

35 111 11 10 1 5 27 13 I 3 7 1 3 26 165 21 35 33 68 322 59 35 25 13 132 

4 4 3 s 

6 2 3 4 1 1 6 14 3 10 l 28 6 5 11 

i 4 4 3 6 1 120 129 2 2 1 1 140 145 

49 35 4 4 1 4 47 23 3 26 390 26 9 40 34 499 186 26 15 39 12 278 

2 3 

4 4 5 8 2 19 7 3 12 

39 12 9 12 1 5 38 15 I 4 3 I 17 3 42 209 56 34 152 107 558 161 51 23 1 109 84 428 

52 19 5 1 8 10 42 16 1 4 101 4 34 209 52 100 271 22 654 238 70 135 460 24 i 927 

5 5 

トーー

287 148(1) 25 21 58 16 268 96 13 16 40 10 I 175 1674(2) 211 293 743 260 3181 (2) 1089 245 245 859 166 2604 
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青森県衛生研究所報 23， 58， 1985 

昭和 60年度当所で扱った食中毒事例

大友良光 豊川安延

本県で発生した18事例の食中毒のうち15事例について で，原因菌別の内訳は，腸炎ピブリオ 9件，セレウス菌

細菌学的検査を行った。 4件(1件は推定)，黄色ブドウ球菌 2件であった。

表に示したとおり，原因菌究明率は前年度同様100%

昭和60年度 当所で扱った食中毒事例

年発月生日 発生場所 摂取者 ，者患 者死 病因食品 病因物質 原施設因 検査検体

60目 4.10 青 森 市 137 32 O 不 明
セレウス菌

福祉施設 食品き18，糞13便127
04型) ふ取り

5. 9 弘 前 市 43 19 不 明 食品 7，糞便12

8. 3 西郡木造町 14 
アカカーイ 腸炎ビブリオ 魚介業類 食品き 7，糞2便 9
ホタテ(推〉 (K8:04) 販売 ふ 取 り

8. 7 三円全三 森 市 O 弓三 明 腸(K炎6ビフリオ
3: 04) 家 庭 食品 2，糞便 1

8.10 五所川原市 刺 身 魚販介売類業

8.11 

8.12 北 海 道 4 O おにぎり (VII黄型色，フEnドtウA球.B菌型) 飲食広 食ふ品き取11.り糞2便12

8.17 上北郡上北町 30 15 皿黄型色，ブトウ球菌型
(m~， Ent A~) 

食品き10，糞l便36
ふ取り

8.21 弘 JIIT 市 8 不 明
腸炎ビブリオ

不 明
食品き 4， 糞便6

(K8:04) ふ 取 り 4

8.26 上北郡上北町 66 14 仕 出 し膳 腸(K炎ピブリオ
4 : 04) (飲仕出食し庖屋) 食品13，糞便22

9. 5 五所川原市 129 38 折 詰 弁当 腸(K炎8ビプリオ
04) 

食吐物品 4l， 糞便22

9. 13 南郡田舎館村 65 16 オードブル 飲食応 食品 7，糞便24

9.18 青 森 市 24 O 仕出し弁当 腸K炎69ビブリオ
(K69: 0 1 ) 糞便8

9.18 下北郡風間浦村 39 37 おにぎり
セレウス菌 食吐物品86， 糞便12

(型別不明)

9.18 159 
セレウス菌

食品 1，糞便 2(推 定)
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23， 59， 1985 

最近の県内における風疹について

青森県衛生研究所報

允武佐藤稔之三上野日キョウ

を反映したものと考えられるO

ちなみに， 1986年，川内町のワクチン接種前の13才の

女子中学生の風疹 HI抗体保有率は54.1%(72名中39名

が陽性)であった。

また，図 2に示すように最近の三市における流行をみ

ると，弘前を除く青森，八戸での患者分布率(全県患者

数に対する%)は，一年間隔で交互に高低の波をくり返

しており，今後の侵襲動向に注目したし、。

被検血清は， 1980年と 1985年の 5，6月に青森市住民

から採取したもので，風疹 HI抗体測定は，アグリノー

ル法活性炭未処理によるマイクロ法でおこなった。

成績は表1.図 lに示すように， 1980年と比較してみ

ると，極く一部の年令層を除くと，比較的高く，特に流

行の中心となる小児の保有率が高かった。これは，青森

市での局地的な流行(図 2)が1981年と 1983年にあった

こと，および1982年と 1984年にもある程度侵襲したこと

年齢別風疹HI抗体陽性率(労)

ぷT
0-6 7 -12 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 
12 14 16 20 24 

ヶ月 ヶ月 13 -15 -19 -23 -29 

1980 年
本 /1/5 ハ4 ハ4 ハ/9 ハ/6 少O つ~ / つi / つI / つt / にひ % ラi 9// 1 1 ロ/9 
(20) (0) (0) (0) (0) (0) (22) (29) (43) (43) (100) (67) (29) (82) (67) 

1985 年 ι ノ 10 2// lo ι /10 。/io 5// 10 3// 10 / にU 9/l/ o 81/ 0 18// 20 2/12/ 5 

(40) (20) (60) (0) (50) (30) (55) (90) (80) (90) (84) 

表 1

*陽性数/被検数

50 

40 

20・-

nu 
l
 

30 

地
域
別
患
者
分
布
率
(
%
と

¥ 

O 

pi?¥ 
ji l、1

;¥ 
0-.0 ¥ I ' 

1980 ¥ 1 

O 

1985 

100 

風
疹
H 

抗

議50

性
率

% 

86'ム

1，972 3，716 2，058 1，135 820 1，351 

85' 84' 83' 82' 81' 次

全県の患
者数 (1¥)

年

ニ」ιJJ
o 7 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 16 20 24 
1 1 1 1 1 1 1 
6 12 1315 1923 29 ム 1"-'9月

青森県における風疹の地域別患者分布率の年次変

動(感染症サーベイランス情報における風疹患者

発生数)

ホ Aに対する%

図2
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年齢働

青森市における年令別風疹 HI抗体保有率図 l



23， 60-61. 1986 

先天性代謝異常症等のマス・スクリーニング

実施状況について(昭和60年度)

青森県衛生研究所報

男幸

これらのうち再採血，再検査で疑陽性となったものは

さらに国立精神・神経センター診断研究部に検体を送付

して定量の上，医療機関に精密検診の依頼を通知してい

るo 60年度はヒスチジン血症 2件，ガラクトース血症 2

件が陽性として経過観察されている O

荻野

疑陽性再採血検査内訳表 2

青森県において，先天性代謝異常症等のマス・スクリ

ーニングを昭和53年 7月から実施しているが，その対象

疾病名は，フェニールケトン尿症，ホモシスチン尿症，

メーフ。ルシロップ尿症(楓糖尿症)， ヒスチジン血症及

びガラクトース血症の 5疾息，さらに昭和55年 4月から

先天性甲状腺機能低下症(クレチン症)の検査を行って

いるが，検体は栄研 ICLで委託検査をしている O

今回は昭和60年 4月から61年 3月までの検査成績につ

いて報告する O

工藤久美子

陽性数依頼数名患疾
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保健所管内の住所別依頼件数表 1

三沢

996 

十和田

1. 075 

八 戸 五所川原黒石

3，938 1，528 1，551 

前
M

幻
円
ペ
リ

弘

Z

青森

4， 055 

次に甲状腺機能低下症(クレチン症)の検査は，前述

のとおり栄研 ICLに委託しているが，検査方法は血中

TSH (血液値〉の測定を RIA法で行っている O その

検査成績は表 3のとおりであるO 血中 TSH値が12μU/

ml未満は陰性， 12""'30μU/mlの場合は疑陽性， 30μU/

ml以上は陽性として精密検査を依頼してしる O 精密検

査を受けた結果は表 4のとおりで， 2件がクレチン症と

診断された。

TSH値が低値でも T4 (サイロキシン値 μg/dl)が

低値の場合はグレチン症の疑いがあるので再検査にはT4

を併せ定量しているo T 4値が 5μg/dl以下のときは念

のため精密検査を依頼してしる。その結果， 2件がTBG

欠損症の診断で治療を受けている O

三戸県内小計県外合計

367 19， 10 1 1. 289 20， 390 

戸
川
m

n
u
d
 

七鯵ヶ沢

1，022 

むつ

1. 236 

フェニールケトン尿症

メーフ。ノレシロップ尿症

ホモシスチン尿症

ヒスチジン血症

ガラクトース血症

クレチン症検査件数

ハU
円

h
u

検
頼

9 

定

精
依

再採血
依頼

114 

車
十

常

20，095 

正
再採血
提出分

121 

受付検体数

表 3

初回分

20， 097 

数

20， 218 

総

検査実施状況及び検査結果

60年度に受付けた件数は表 lのとおり， 20，390件で県

下保健所管内住所別で示した。県内居住者は19，101件，

県外居住者(里帰り分娩者と推定される者)1. 289件で

約6.3%であった。これら検体は県内の産科等の医療機

関から送付されたものである口 60年度 (60.4""'61.3)の

出生数は19，979件(人口動態統計による)であるが，県

内で出産した児について，ほとんど、が検査を受けたもの

と考えらる O

先天性代謝異常症の検査件数は20，126件であるが検体

不備で再採血したものは45件であった。この内訳は，血

液が不充分なものが 5件，採血が生後 4日以前が l件，

血液が古い (8日以上経過)39件である O

フェニールケトン尿症，メーフ。ルシロップ尿症，ホモ

シスチン尿症， ヒスチジン血昆及びガラクトース血症，

(ガラクトース血症はべイゲン法，ボイトラ一法の 2法

を併用している)の検査が初回が疑陽性となったものを

再採血を依頼した内訳は表2のとおりである O



表 4 グレチン症精密検査依頼検体の診断の結果

初回採血検体 再提出検査
氏

名生年月日 検番体号第TS一H値回再検珂査直 検体
精密検査結果

TSHi T4 値番号 TSH値 T4値

A 60.4. 7 814 11.2 16.3 検不体量足 2224 >6 3.5 正常

B 60. 4. 14 1209 11.0 7.3 1.6 2757 >6 1.8 TBG欠損症

C 60.4. 6 2133 9.8 7.3 4.3 3458 >6 5.3 正常

D 60.5. 1 2134 9.9 8.3 4.1 3459 >6 5.3 正常

E 60.5. 2 2220 19.3 13.1 6.7 3460 7.8 5.3 正常

F 60. 6. 15 4673 8.2 12.2 10.9 5859 12. 1 17.5 正常

G 61. 1. 18 17183 9.4 9.1 1.6 19108 >6 1.4 TBG欠損症

H 61. 1. 24 17363 保留 >72 6.5 18357 >72 2.7 クレチン症

61. 2. 20 18877 保留 >72 1.5 19879 >72 く0.8 クレチン症

cu 



青森県衛生研究所報 23， 62 -63， 1986 

食品中の残留農 薬 調 査 結 果

野村真美 平出博昭* 小林英一

有機塩素系農薬は強い残留性がある O このため昭和47 1.試 料

年に使用の制限や禁止の措置がとられたため，年々残留 調査試料は青森県内で生産販売された果実，牛乳およ

値は減少傾向を示しているが，現在なお微量ながら検出 びイガイで生産者，市場および小売広から入手した。

されている 2. 測定方法

また有機リン系農薬は比較的分解されやすいとされて 果実:厚生省告示残留農薬試験法に準拠した。

いるが検出された例もあるO 牛乳，イガイ:FDAのPesticideAnalytical Man-

このため厚生省により食品中の残留農薬については現 ualに準拠した。

在日食品， 25農薬について規制値が設定されているD ガスクロマトグラフィーの条件

本県においては昭和43年から主要産物であるりんごに (1) 有機塩素剤

ついて検査を行ない，逐次検査対象および項目を追加し 装置:ガスクロマトグラフ(パリアン-3700)

て検査を継続実施しているO 今回は昭和60年に行った結 検出器:ECD (6刑 i)

果について報告する O カラム:内径 3mm，長さ 2m (ガラス製)

表 1 果実中の有機塩素系農薬
単位 ppm

品名 試料採取地及種類 (α総， PB，H r，C 3) D総TDD T ディルードドリリン エンド 年採 取月
(DDT，DDE，DDD) (含アル ン)リン

平賀町王林 0.000 不検出 不検出 不検出

平賀町ふじ 0.000 不検出 不検出 不検出

りんご平賀町 ジョナゴールド 0.000 不検出 不検出 不検出 60.11 

平賀町むつ 0.000 不検出 不検出 不検出

平賀町 スターキング 0.001 不検出 不検出 不検出

平賀町 レッドゴールド 0.001 不検出 不検出 不検出

コ戸町 ヒムロット
ー シードレス 0.000 0.001 0.000 0.000 

三戸町 フレドニア 0.000 0.003 0.000 0.000 

ぶどう三戸町ポートランド 0.000 0.002 不検出 0.000 60. 9 

三戸町キャンベルスアーリ 0.001 0.002 0.000 0.000 

三戸町 ニューパール 0.000 0.005 0.000 0.001 

すいか 車力村No.1 不検出 0.001 不検出 不検出
60. 8 

車力村 No.2 不検出 0.001 不検出 不検出

残留基準 0.2 0.2 検出せず 検出せず

*現青森保健所
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充填剤 2% OV -17， 2 % DEGS -0.5% PA 体，ぶどう 5検体，すいか 2検体，貝類 4検体，牛乳 5

(2) 有機リン剤 検体であった。また有機リン系農薬およびカルパメイト

装 置:ガスクロマトグラフ(日立663-50) 剤についてはだいこん 4検体，はくさし、 4検体であった。

検出器:FPD 以上の検体について検査を行ったが，すべて残留基準

カラム:内径 3mm，長さ 2m (ガラス製) 値および暫定規制値を超えるものはなかった。しかしカ

充填剤:10% Silicon DC -200 ルバメイト剤のカルバリルはたいこんで最高0.56ppm 

3. 結 果 であり，残留基準値上Oppmの約112とやや高い値を示

結果は表 1""'4に示した。 した。

検体の内訳は有機塩素系農薬については， りんご 6検

表 2 貝類中のドリン系農薬
単位 ppm

口口口 名 試料採取地 ディ ルドリン エンドリン 採取年月

61.3 

61.2 

61.2 

61.3 

イガイ 八 戸(収去) 不検出 不検出

イガイ 青 森(野内沖) 0.000 不検出

シジミ 七 戸(小川原湖) 0.000 不検出

シシミ 五所川原(十三湖) 0.000 不検出

暫定規制値 0.1 

表 3 牛乳中の有機塩素系農薬 単位:ppm 

目旨肪
B H C o 0 T 

ディルエン製 1、丘a二

商 口<=1口 名
(%)α-BHC s-BHC r-BHC o-BHC pp仁 DDTpp仁 DDEpp乙000 ドリン ドリン年月日

生協牛乳 3.5 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.001 不検出 0.000 不検出 61. 2.10 

わんぱく大将 3.7 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.001 不検出 0.000 不検出 61. 2.11 

グリコ濃厚牛乳 4.4 0.001 0.003 0.000 0.000 不検出 0.000 不検出 0.001 不検出 61. 2. 9 

雪印特濃 4.2牛乳 4.4 0.001 0.001 0.000 0.000 不検出 0.000 不検出 0.000 不検出 61. 1.31 

雪印アカディ牛乳 3.0 0.000 0.001 0.000 0.000 不検出 0.000 不検出 0.000 不検出 60.11. 26 

暫定許容量 0.2 0.05 0.005 

表 4 野菜中の有機リン系農薬およびカルバメイト剤
単位 ppm 

口口口 名 採取地又は産地ノξラチオン EPN マラチオン ダ、イアジノン カルバリル 採取年月

だいこん 十和田市 不検出 不検出 不検出 不検出 0.1 60.12 

はくさし、 十和田市 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 60.12 

だいこん 八戸市 不検出 不検出 不検出 不検出 0.1 60.12 

はくさ L、 八戸市 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 60.12 

だし、こん 青森 市 不検出 不検出 不検出 不検出 0.56 60.12 

はくさし、 青森 市 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 60.12 

だいこん 平内町 不検出 不検出 不検出 不検出 0.2 60.12 

はくさ L、 平内町 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 60.12 

残留基準 0.3 0.1 0.5 0.1 1.0 
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果査結

英一
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博昭*
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平出

P 

真美

の中

野村

口
口口食

究」に準じ，アルカリ分解法で行った。

ガスクロマトグラフィ一条件

装置:ヵ。スクロマトグラフ(バリアン 3700)

検出器:ECD (6~i) 

カラム:内径 3mm，長さ 2m (ガラス製)

充填剤:29ぢOV-17， 2労 DEGS-0.5% PA 

3. 結果

表に示すとおり昭和60年度は牛乳5検体，肉類5検体，

魚介類 5検体について検査を行った。この結果，近海内

湾性の魚であるカナガシラ(2検体)より0.02ppm検

出された。これは暫定規制値 (3.0ppm )を大きく下

まわっていた。他はすべて不検出であったO

昭和43年に発生したカネミ油症事件の原因物質である

ポリ塩化ピフ・ェニー/レ(以下 PCBと略す)は，化学的

に極めて難分解性であるため環境中に長く存在し，食物

連鎖等により最終的に人体に蓄積される可能性があり，

その影響が危倶されている O このため昭和47年に厚生省

は食品中の暫定規制値を設定した。

本県においても昭和47年より PCB汚染調査を継続実

施している。今回は昭和60年度の調査結果について報告

する O

1.試料

調査試料は青森県内で生産，販売された食品で生産者，

市場および小売庖から入手した。

2. 測定方法

厚生省環境衛生局 PCB研究班「分析方法に関する研
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昭和60年度調査結果表
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果結査

英一
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買

博昭*
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用

野村

庭家

2. 調査方法

青森県内の小売庖より当該家庭用品を購入し，試験法

は昭和49年 9月26日付厚生省令第34号にしたがった。

3. 調査結果

調査項目，調査件数別表のとおりである O 調査したす

べての検体は基準に適合していた。

昭和49年に「有害物質を含有する家庭用品の規制に関

する法律」が施行され，本県においても昭和50年より種

々の家庭用品の試買検査を行っている O 今回は昭和60年

度に行った結果について報告する。

1.調査時期

昭和61年 2月から 3月まで

家庭用品試買検査結果表

値準基違反件数検査件数対象品目目項査検

検出されないこと

75μg/g 

。。5 

2 

生後24月以内の下着等

寝衣・くつ下
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O 40 言十
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医薬品一斉取締りに基づく収去試験

小林英一 高橋政教

薬事行政の一環として，医薬品の一斉取締りに基づく である O 試験検体20件のうち，安息香酸ナトリウムカフ

収去検体の試験を行っているが，昭和60年度は，安息香 ェイン 1件が，純度試験(1)溶状の項で不適合となったが，

酸ナトリウムカフェイン，マ一キロクロム液， ドリンク その他はすべて基準に適合した。

剤計20検体について試験を行った。結果は別表のとおり

別表

医薬 口日口 名 イ牛 数 適 数 不適数 試験項 目

確認試験

局方ウ安ム 息香酸
純度試験

2 1 1 
ナトリ カフェイン 乾燥減量

定 量

確認試験

局方マ一キロクロム液 1 0 1 0 O 純度試験

定 量

定 主主ヨ豆ー

ド リ ン ク 部j 8 8 O アスコルビン酸

Clf牛リボフラピン)

計 2 0 1 9 1 
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畜水産物中の残留 抗 菌 性 物 質 調 査

野村真美 平出 博昭* 小林 英一

畜水産物の増産，疾病の予防あるいは治療目的で飼料 ている O 今回は昭和60年度に行った結果について報告す

添加物や動物用医薬品として多くの抗生物質および合成 るD

抗菌剤が使用されているD 近年これら抗菌性物質の乱使 1.試 料

用により，病原菌の薬剤耐性の増加および畜水産食品へ 調査試料は青森県内で生産販売された豚肉 3検体，鶏

の移行残留が問題視されるようになり，昭和50年に飼料 肉6検体，鶏卵 3検体，牛乳 3検体で生産者，市場およ

添加物の使用が大幅に制限されt.::..o このため畜水産食品 び小売庖より入手した。

の安全性は高まったが，抗菌性物質の畜水産食品への残 2. 測定方法

留については，まだ多くの不安が残っている。以上のこ 厚生省環境衛生局乳肉衛生課編「畜水産物中の残留物

とから，昭和54年に厚生省により牛乳食肉，卵，魚介 質検査法」に準じた。

類等に抗菌性物質を含有してはならない旨の規定が設け 3. 結 果

られた。 表 lにクロピドールおよび表2に抗生物質の検査結果

当所においても昭和53年より抗菌性物質の調査を行つ を示した。いずれの検体も不検出であった。

表 l 鶏肉および鶏卵中の残留合成抗菌剤

口口口 名 試料採取地 クロピドーノレ 採取年月

鶏 肉 ノ¥ 戸 不検出 61. 1 

鶏 肉 十和田 不検出 61. 1 

鶏 肉 青 森 不検出 61. 1 

鶏 肉 黒 石 不検出 61. 1 

鶏 肉 黒 石 不検出 61. 1 

鶏 卵 青 森 不検出 61. 1 

鶏 卵 里 石 不検出 61. 1 

鶏 卵 黒 石 不検出 61. 1 

表 2 食肉および牛乳中の残留抗生物質

口口口 名 試料採取地 抗生物質 採取又は製造年月日

豚 肉 ヲム 目IJ 陰 性 60. 12 

豚 肉 十和田 陰 性 61. 1 

鶏 肉 十和田 陰 性 61. 1 

豚 肉 青 森 陰 性 61. 1 

鶏 肉 青 森 陰 性 61. 1 

生 協 牛 乳 青 森 陰 性 61. 2. 10 

グリコ濃厚牛乳 青 森 陰 性 61. 2. 9 

雪印特濃 4.2牛乳 青 森 陰 性 61. 1. 31 

*現青森保健所
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ワイ ン 中 の ジ エ チレングリコール

調査結果について

高橋政教 野村真美

*平出博昭

昭和60年 7月西ドイツ，オーストリア政府は，西ドイ

ツ，オーストリア，イタリア産ワインの一部に作動油，

柔軟剤等に使用されているジエチレングリコール(以下

DEG)が混入していると公表した。一方，わが国にお

いても，国産ワイン中に DEGが混入していることが判

明し大きな社会問題になった。

このため本県においても，県内で市販されている西ド

イツ，オーストリア，イタリア，国産ワイン中の DEG

について調査したのでその結果について報告する。

1.試料

試料は県内各保健所で収去したワインあ検体を用いた。

2. 分析方法

分析方法は厚生省の暫定方法1)では多数の検体を短時

間に処理することは困難であるため，東京都立衛生研究

所で実施している方法に準じ直接検体 2μlをガスク

ロマトグラフに注入して分析した。

ガスクロマトグラフィーの条件

装 置:島津 GC-4BM

検出器:FID 

カ ラ ム 3mmxl.5m. ガラスカラム

充填剤:20% PEG20M. Chromosorb W 

( A W . DMCS) 80~ 100 mesh 

*現青森保健所

村上淳子

小林英一

注入温度:230
0

C 

カラム温度:200
0

C 

検出器温度:230
0

C 

古 川 章 子

キャリヤーガス:N 2 40 ml/min 

注入量 2μl

3. 調査結果

表に示すように外国産輸入ワインすべて不検出であっ

た。一方，国産ワインは12検体中 2検体に DEGが検出

された。その含有量は1.918g/l. 1.230 gllであった。

表 ワイン中の DEGの調査結果

産地別

西ドイツ

オーストリア

イタリア

国産

文

検体数 結 果

12 ND 

4 ND 

7 ND 

12 2検体に検出

ND : 10 mgll未満

献

1 )厚生省生活衛生局食品衛生課，事務連絡(昭和60

年 7月22日)
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トリブチノレスズオキシドの調査結果

英一十
爪
r
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 、

F
ノ博昭*平出真美

魚介類中のビス

野村

2. 測定方法

昭和60年4月26日付厚生省衛乳第18号別添 3 I食品中

の TBTOの試験法」に準じた。

ガスクロマトグラフィ一条件

装 置:ガスクロマトグラフ(パリアンー3700)

検出器 ECD (63Ni) 

カラム:内径 3mm，長さ 3m (ガラス製)

充填剤:サーモン Hg/Chromosorb W 

(AW-DMCS) 

3. 結果

表に示すとおり今回の調査において，県内産 7検体，

県外産 6検体すべて不検出であった。しかし今回の調査

だけでは不十分と考えられるため調査を継続実施する必

要がある。

最近養殖漁業において使用される漁網防汚剤中のビス

トリブ、チルスズオキシド(以下 TBTOと略す)の環境

汚染が問題になっている O 水産庁の調査により養殖魚へ

低レベルであるが移行残留していることが明らかになっ

たD その残留値は ITBTOの安全性検討委員会」によ

ると直ちに人体に影響をおよぼす量とはされていなし、。

しかし本来食品中に含有されるべき物質でないため，魚

介類中の TBTOについて汚染実態の把握を目的として

検査を行ったので結果を報告する。

1.試料

調査試料は県内産魚介類については海域ごとに各漁業

協同組合より入手し，県外産魚介類については養殖魚を

対象として，県内の市場，小売庖より入手した。

魚介類中の TBTOの検査結果表

漁獲又は
養殖海域

メ

愛緩県宇和海

和歌山県白浜沖

鯵ケ沢沖

愛緩県宇和海

愛緩県宇和海

むつ湾

協野沢沖

大間沖

尻労沖

佐井沖

紀州、|

三重

八戸沖

漁網防汚剤
使用の有無

明

明

し

明

明

し

し

り

り

り

明

明

し

不

不

な

不

不

な

な

有

有

有

不

不

な

天然・養殖
の別

殖

殖

然

殖

殖

然

然

然

然

然

殖

殖

然

養

養

天

養

養

天

天

天

天

天

養

養

天

検 出値
(ppm) 

不検出

不検出

不検出

不 検出

不 検出

不検出

不検出

不 検出

不 検出

不 検出

不 検出

不 検出

不 検出

60. 6. 24 

60. 6. 24 

60. 6. 24 

60. 6. 24 

60. 6. 24 

60. 6. 24 

60. 6. 22 

60. 6. 21 

60. 6. 24 

60. 6. 21 

60. 6. 25 

60. 6. 25 

60. 6. 25 

検体採取
年月日

検体採取場所

市

市

町

市

市

町

村

市

市

市

市

市

市

沢

前

前

森

森

内

つ

つ

つ

戸

戸

戸

ケ

野

弘

弘

鯵

青

青

平

脇

む

む

む

八

八

八

検体の種類

チ

イ

イ

チ

ジ

ノレ

メ

イ

イ

ジ

、

シ

ヒ ラ

アイナメ

ノ、

メ

ダ

フ

レ

vマ

ーマ

ーマ

ア

ソ

ヒ

カ

タ

チ

ア

キ
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環境標準試料(頭髪)中の金属分析結果

古川章子 村上淳子

はじめに

環境標準試料の頭髪について，原子吸光法の直接法を

用いて，金属分析を行った結果について報告する。

方 法

1.試薬

硝酸，過塩素酸，塩酸，硫酸:和光純薬有害金属測定

用

各金属標準溶液:和光純薬原子吸光分析用c1側ppm)

を適宣0.1N塩酸又は水で希釈して調整した。

環境標準試料(頭髪国立公害研究所調整

2. 装置

原子吸光装置:日本ジャーレル・アッシュ AA-855 

3. 実験方法I)

Fe， Cu， Zn， Mnについては，試料を硝酸，過

塩素酸により湿式分解後， O.lN塩酸に溶解し，有炎原

子吸光法の直接法により測定した。

Na， K， Ca， Mg については湿式分解後，標準

添加法により測定した。又， Hgについては硫酸，硝酸

還流法により分解し，原子吸光法の還元気化法により測

定した。

結 果

表 lに， 9種類の金属について， 5回の測定値，その

平均値及び変動係数を示す。

Fe， Cu， Zn， Mnについてはすべて保証値に適

合しぱらつきも少かった口

K， Hg については保証値に適合しているが，測定

元素の中では変動係数が高く， 6%を越えていた。

Na， Ca， Mgについては，保証値に適合しない値

もみられたが，全体としては大きなばらつきは見られな

かったO

文献

1)日本薬学会編:衛生試験法・注解1980，金原出版

株式会社

小林英一

表 1 頭髪の測定結果

元素 保(μg証/ε値〉 測(μg定/g値) 平(μg均/g値) 変動(勉係)数

220 

224 

Fe 225:1:9 220 222 1.12 

225 

220 

16.5 

16.4 

Cu 16.3土1.2 17.0 16.5 2.24 

16.7 

16.0 

168 

169 

Zn 169:1: 10 173 170 1.13 

170 

171 

5.0 

5.2 

Mn 5.2:1:0.3 5.2 5.1 2.14 

5.0 

5.2 

28 

26 

Na 26:1: 1 26 27 3.31 

27 

26 

33 

35 

K 34:1:3 31 33 6.28 

36 

32 
ーーーーーーーーー--'---
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元素 保(μg証Ig値) 測(μg定Ig値) 平(μg均Ig値) 変動(%係)数

734 

747 

Ca 728土30 759 739 1.85 

731 

725 

204 

209 

Mg 208::l:: 10 186 200 4.39 

204 

199 

4.3 

4.7 

Hg 4.4士0.4 4.5 4.4 6.01 

4.0 

4.5 

-71 -
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主
円 森 県 の 温 泉

秋山由美子 木村淳子 高橋政教 小林英一

昭和60年 4月から昭和61年 3月までに当所に依頼され (ナトリウム一塩化物泉は18ケ所)，ついで単純温泉 9

た33件の鉱泉分析の成績は別表のとおりである O ケ所(アルカリ性単純温泉 5ケ所)，炭酸水素塩泉 3ケ

33件の鉱泉を泉質別に分類すると，塩化物泉20ケ所 所，硫酸塩泉 1ケ所となっている O

No. 源泉名 温 泉 名 i 湧 出 地 泉 質

早瀬温泉 鶴 田 温 泉 北郡鶴田町 ナトリウム一塩化物泉

2 ー ツ 谷 温 泉 クアハウス温泉 五 所川原市 ナトリウム 塩化物泉

3 松倉温泉 梅 沢 温 泉 北郡鶴田町 ナトリウム一塩化物泉

4 野田温泉 光 風 温 泉 西郡 森田村 ナトリウム一塩化物 炭酸水素塩泉

5 千 歳 森 温 泉 三本木温泉 十和田市 アルカリ性単純温泉

6 南 野 田 温 泉 温黒石環境管理センタ泉ー 黒 石 市 アルカリ性単純温泉

7 早 稲 田 温 泉 藤 栄 温 泉 三円主 森 市 ナトリウム一塩化物強塩泉

8 泊頭温泉 沼 頭 温 泉 南郡大鰐町 単 純温 泉

9 淋 代 平 温 泉 淋代平温泉 沢 市 単 純温 泉

10 沢辺温泉 二十一世紀ランド温泉 iJL 目Ij 市 ナトリウム マグネシウム硫酸炭酸塩水塩素塩化物泉

11 小山田温泉 柿 沼 温 泉 沢 市 アルカリ性単純温泉

12 七戸温泉 さ かた温泉 上北郡七戸町 アルカリ性単純温泉

13 成瀬温泉 ひがしやま温泉 青 森 市 ナトリウム一塩化物泉

14 神明前温泉 神明前温泉 上北郡下田町 アルカリ性単純温泉

15 鶴泉温泉 鶴 泉 温 泉 黒 石 市 ナトリウム 塩化物泉

16 前田温泉 松 崎 温 泉 南郡平賀町 ナトリウム一塩化物泉

17 駒沢温泉 青 葉 温 泉 沢 市 ナトリウム一塩化物泉

18 裾野温泉
津軽カントリークラブ

中郡岩木町
ナトリウム マグ化ネシウム カノレシウム

ノ、。 ク 温泉 一炭酸水素塩塩物泉

19 鳴瀬温泉 三世寺温泉 iJL 目リ 市 ナトリウム一塩化物泉

20 下長温泉 長 寿 温 泉 /¥ 戸 市 ナトリウム一塩化物泉

21 大 和 沢 温 泉 光 世 温 泉 弘 日リ 市 ナトリウムー硫酸塩塩化物質

22 東城北温泉 津軽長寿温泉 弘 目IJ 市 ナトリウム一塩化物強塩泉

23 類家温泉 温泉みちのく 八 戸 市 単純温泉

24 小畑沢温泉 八甲田ラドン温泉 三月金三 森 市 ナトリウム一塩化物泉

25 掛 落 林 温 泉 あすなろ温泉 北郡 板柳町 ナトリウム一塩化物泉

26 岩崎温泉 白神山温泉静観荘 西郡 岩崎村 ナトリウム 炭酸水素塩塩化物泉

27 里ノ沢温泉 里 ノ 沢温泉 十和田 市 ナトリウム一塩化物泉

28 上牡丹森温泉 上粧丹森温泉 南郡 大鰐町 単 純 温 泉

29 五所温泉 御 所 温 泉 中郡相馬村 ナトリウム一塩化物泉

30 権現沢温泉 七 百 温 泉 上北郡六戸町 ナトリウム一塩化物泉

31 新岡温泉 新 岡 温 泉 中郡岩木町 ナトリウム 塩化物炭酸水素塩泉

32 境関温泉 境 関 温 泉 ヲム 日IJ 市 ナトリウム一塩化物泉

33 福野田温泉 ふるさと温泉 北郡 板柳町 ナトリウム一塩化物泉

つ臼
円
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源 泉 名 No.1 早瀬温泉 No.2 ーッ谷温泉 No.3 松倉温泉

(温 泉 名) ( 鶴 田 温 泉 ) (クアハウス温泉) (梅沢温泉)

湧 出 地 北津軽郡鶴田町字早瀬172-2 五所川原市ーツ谷40-1 北津軽郡鶴田町横活字松倉51

調査年月日 60. 4. 18 60. 4. 10 60. 4. 18 

泉温 (気温)OC 65.6 05.0) 54.5 00.0) 50.1 05.0) 

湧出量 l/min 420 100 320 

掘さく深度 (m) 1. 000 300 600 

湧出地 8.0 7.8 7.8 
pH{1直 試験室 8.27 7.71 7.72 

密 度 (200/40

) 1.0030 1.0045 1.0043 

蒸発残留物(g/kg) 6.225 8.725 8.361 

陽イオン mg m val m val % mg m val m val % mg m val m val % 
H+ 

Na+ 2， 200 95.69 95.74 3，080 132.7 95.34 2，980 129.6 93.89 

K+ 123.0 3.15 3.15 135.0 3.45 2.48 170.0 4.35 3.15 

NH 4+ 3.0 0.17 0.17 2.5 0.14 0.10 2.4 0.13 0.09 

Mg2+ 1.3 0.11 0.11 1.8 0.15 0.11 10.3 0.85 0.62 

Ca 2+ 16.5 0.82 0.82 54.0 2.69 1.93 62.0 3.09 2.24 

AI3+ 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

Mn2+ 0.0 0.00 0.00 0.1 0.00 0.00 0.1 0.00 0.00 

Fe 2+， Fe 3+ 0.2 0.01 0.01 1.2 0.04 0.03 0.4 0.01 0.01 

Li+ 0.0 0.00 0.00 0.1 0.01 0.01 0.0 0.00 0.00 
----ーーーーーー-ー ー一一一--------

計 2， 344 99.95 100.0 3， 275 139.2 100.0 3， 225 138.0 100.0 

陰イオン mg m val m val % mg m val m val% mg m val m val % 

F- 1.7 0.09 0.09 1.4 0.07 0.05 2.2 0.12 0.09 

CI 3， 150 88.85 88.80 4，742 133.8 94.57 4，670 131.7 94.08 

Br 12.9 0.16 0.16 17.9 0.22 0.16 18.0 0.23 0.16 

0.1 0.01 0.01 1.7 0.01 0.01 2.2 0.02 0.01 

OH 

H8 

8042
ー 12.0 0.25 0.25 95.0 1.98 1.40 0.0 0.00 。。。

HPO 42ー 0.1 0.00 0.00 0.1 0.00 0.00 0.1 0.00 0.00 

HC03- 555.3 9.10 9.09 305.1 5.00 3.53 445.4 7.30 5.21 

CO 32 48.0 1.60 1.60 12.0 0.40 0.28 21.0 0.64 0.45 
一---ー「宇一一ーーーー

言十 3， 782 100.1 100.0 5， 175 141.5 100.0 5， 159 140.0 100.0 

遊離成分 mg m mol mg m mol mg mmol 

H 2 8iO 3 338.8 4.34 231.8 2.97 240.9 3.08 

HB02 83.3 1.90 58.1 1.33 16.4 0.37 

CO2 

H 28 

言十 422.1 6.24 289.9 4.30 257.3 3.45 

成分総計 g/kg 6.548 8.739 8.641 

(泉旧泉質質名)
ナトリウム一塩化泉物)質
(食塩

ナトリウム一塩化泉物)泉
(食塩

ナトリウム一塩化泉物)泉
(食塩

一73-



源 泉 名 INo.4 野田温泉 I No.5 千 歳 森 温 泉

( 温泉名) I 光風温泉) (三本木温泉)

湧 出 地|西津軽郡森田村下相野宇野田 |十和田市三本木字千歳森
73-3 1 511-2 

調査年月日

泉温(気温)OC 

湧出量 l/min

掘さく深度 (m)

湧出地
pH値

試験室

密度 (200/40

)

蒸発残留物(g/kg)

陽イオン

H+ 

Na+ 

K+ 

NH 4+ 

Mg2+ 

Ca2+ 

AI3+ 

Mn2+ 

Fe2+. Fe3+ 

Li + 

計

60. 4.18 

55.8 05.0) 

113 

800 

7.6 

7.34 

1.0053 

8.663 

mg I m val I m val % 

3.120 1 135.7 1 95.22 

170.0 1 4.35 1 3.05 

2.5 1 0.141 0.10 

18.01 1.481 1.04 

16 .0 1 0 .80 1 0 .56 

o .0 1 0 .00 1 0 .00 

0.0 

0.3 

0.2 

0.00 

0.01 

0.03 

0.00 

0.01 

0.02 

60. 6. 3 

46.4 (21.0) 

600 

1. 131 

8.8 

8.91 

0.9984 

0.324 

mg I m val I m val % 

62.01 2.701 97.83 

2.4 1 0 . 06 1 2 . 17 

o . 0 1 0 .00 1 0 .00 

0.01 0.001 0.00 

0.01 0.001 0.00 

0.01 0.001 0.00 

0.0 

0.1 

o 0 

0.00 

0.00 

0.00 

No.6 南野田温泉

(黒石環境管理センター温泉)

黒石市大字竹鼻字南野田53

60. 6. 10 

48.3 (20.0) 

300 

1. 100 

8.8 

8.90 

0.9984 

0.409 

mg I m val I m val % 

96.0 1 4.18 1 93.10 

4.81 0.121 2.67 

0.1 1 0.01 1 0.22 

o . 7 1 0 .06 1 1. 34 

2.41 0.121 2.67 

o .0 1 0 .00 1 0 .00 

0.0 

0.1 

0.0 

0.00 

0.00 

0.0。
0.00 

0.00 

0.00 

3， 327 142.5 nu 
nu 

n
U
 

‘BE
A
 

0.00 

0.00 

0.0。
64.5 2.761 100.0 104.1 4.49 1 100.0 

陰イ オ ン mg I m val I m val % I mg I m val I m val % I mg I m val I m val % 

F- 1.01 0.051 0.031 1.01 0.051 1.811 3.71 0.191 4.23 

CI - 1 3. 046 1 85 .92 1 59.96 1 39 .5 1 1.11 1 40 .22 1 33 .3 1 0 .94 1 

Br- 9.1 1 0.11 1 0.071 0.01 0.001 0.001 0.0 1 0.001 0.00 

OH-

H8-

804
2-

HPO 42-

HC03-

CO 32
ー

7.4 0.06 0.04 

8.0 1 0.17 

1.1 1 0.02 

3.478 57.00 

nu 
n
u
 

ハUnu 
n
u
 

nu 
n
u
 

n
U
 

0.8 0.01 0.22 
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p
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遊離成分 Img I m mol 

H28i03 212.31 2.72 

HBO 2 48.2 1 1. 10 

CO2 

H 28 

149.6 3.40 

計 410.1I 7.22 
成分総計 gl勾 10.29

|ナトリウム一塩化物・炭酸水素
泉質|

|塩泉
(旧泉質名) I 

含重曹一食塩泉)

mg I m mol 

185.41 2.37 

4.41 0.10 

189.4 1 2.47 

一
泉
)

」
温
泉

」
純

一
単
温

一
性

一
リ
純

3
一
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一
ル
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ア

(

14.0 1 0.29 

0.3 1 0.01 

70.2 1 1.15 

57.01 1.90 
一 ーー一ー | 一一一一一ー---~ --
179.3 1 4.49 

6.46 

0.22 

25.61 

42.32 

nu 
n
U
 

ハU
1
i
 

mg I m mo~ 

211.41 2.71 

2.2 1 0.05 

213.61 2.76 

O.497 

アルカリ性単純温泉
(単純温泉)
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No. 7 早稲田温泉 No.8 龍 頭温泉 Nα9 淋代平温泉

( 藤栄温泉) (誼頭温泉) (淋代平温泉)

青森市大字鶴ヶ坂字早稲田171-67 南津軽郡大鰐町大字大鰐字詰頭 三沢市大字三沢字淋代平894

60. 6. 11 60. 6. 4 60. 6. 18 

47.4 03.0) 64.0 (24.0) 40.2 (22.0) 

250 204 測定不能

950 550 870 

7.8 8.2 8.4 

7.36 8.02 8.94 

1.054 0.9984 0.9984 

23.30 0.667 0.286 

mg m val m val % mg m val m val % mg m val m val % 

8.000 348.0 88.49 178.3 7.76 81.68 54.0 2.35 89.01 

420.0 10.74 2.73 10.1 0.26 2.74 2.6 0.07 2.65 

3.7 0.21 0.06 0.3 0.02 0.21 0.1 0.01 0.38 

70.0 5.76 1.47 1.8 0.15 1.58 1.2 0.10 3.79 

570.0 28.44 7.23 25.5 1.27 13.37 2.3 0.11 4.17 

0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

1.3 0.05 0.01 0.1 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

1.5 0.05 0.01 0.2 0.01 0.10 0.0 0.00 0.00 

0.1 0.01 0.00 0.2 0.03 0.32 0.0 0.00 0.00 
--ーーーーーー---ーーーー

9. 067 393.3 100.0 216.5 9.50 100.0 60.2 2.64 100.0 

mg m val m val児 mg m val m val% mg m val m val児

0.9 0.05 0.01 3.4 0.18 1.89 0.4 0.02 0.76 

13.960 393.8 99.32 169.1 4.77 50.21 17.0 0.48 18.18 

50.0 0.63 0.16 2.4 0.03 0.32 0.0 0.00 0.00 

3.0 0.02 0.01 0.5 0.00 0.00 0.0 0.00 O. 00 

0.0 0.00 0.00 128.0 2.67 28.11 13.0 0.27 10.23 

0.4 0.01 0.00 0.0 0.00 0.00 2.1 0.04 1.52 

122.0 2.00 o 50 88.5 1.45 15.26 48.8 0.80 30.30 

12.0 0.40 4.21 31.0 1.03 39.01 
一一『ーーーーーーーー ーーーー噌圃』噌ーーー-ー-ーーー

14. 140 396.5 100.0 403.9 9.50 100.0 112.3 2.64 100.0 

mg mmol mg mmol mg m mol 

261.3 3.35 76.7 0.98 102.0 1 31 

110.7 2.53 13.2 0.30 12.1 0.28 

29.3 0.67 

--ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーキーーーーー ーー-----ー-ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー--・ ーーーーーーーー-------【 ー-----ー『 一一一一ー

401.3 6.55 89.9 1.28 114.1 1.59 

23.61 0.710 0.287 

ナトリウム一塩塩化物泉強)塩泉
(強食

(単単 純純 温温 泉泉) (単単 純純 温温 泉泉) 
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源 泉 名 No.10 沢辺温泉 No.11 小山田温泉 No.12 七戸温泉

(温 泉 名) (二十一世紀ランド温泉) (柿沼温泉) (さかた温泉)

湧 出 地 弘前市大字貝沢字沢辺732-4 三沢市大字三沢字小山田 8-19 上北郡七戸町字七戸20-20

調査年月日 60. 7. 5 60. 7.17 60. 7. 17 

泉温(気温)OC 31.5 (28.0) 43.5 (24.0) 48.0 (24.0) 

湧出量 l/min 234 782 337 

掘さく深度 (m) 200 866 1. 000 

湧出地 8.0 8.6 8.6 
pH値 試験室 7.90 8.92 8.77 

密 度 (200/40

) 0.9996 0.9986 0.9984 

蒸発残留物(g/kg) 1.111 0.917 0.671 

陽イオ ン mg m val m val % mg m val m val % mg m val m val % 
H+ 

Na+ 204.0 8.87 50.28 244.0 10.61 89.09 172.0 7.48 95.41 

K+ 19.2 0.49 2.78 13.6 0.34 2.85 9.4 0.24 3.06 

NH 4+ 0.2 0.01 0.06 0.1 0.01 0.08 0.0 0.00 0.00 

Mg2+ 62.0 5.10 28.91 2.4 0.20 1.68 0.2 0.02 0.25 

Ca2+ 61.0 3.04 17.23 15.0 0.75 6.30 2.0 0.10 1.28 

AI3+ 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

Mn2十 0.2 0.01 0.06 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

Fe2+， Fe3+ 1.7 0.06 0.34 0.1 0.00 0.00 0.1 0.00 0.00 

Li + 0.4 0.06 0.34 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 
ーー--ー ーーーーー ー 『ーー ーー ーーーー ----ーー------ ーーーーー -ーーーー ー 一一一ーーーーーー一一

計 348.7 17.64 100.0 275.2 11. 91 100.0 183.7 7.84 100.0 

陰イ オン mg m val m val出 mg m val m val% mg m val m val % 
F- 0.5 0.03 0.17 1.3 0.07 0.58 3.3 0.17 2.15 

CI - 185.0 5.22 29.59 330.0 9.31 77.65 195.4 5.51 69.66 

Br- 1.2 0.02 0.11 0.7 0.01 0.08 0.4 0.01 0.13 

2.2 0.02 0.11 0.4 0.00 0.00 0.4 0.00 0.00 

OH-

HS-

SO 42ー 266.0 5.54 31.41 26.0 0.54 4.51 21.0 0.44 5.56 

HPO 42 0.3 0.01 0.06 2.9 0.06 0.50 3.6 0.08 1.02 

HC03 414.9 6.80 38.55 48.8 0.80 6.67 36.6 0.60 7.58 

CO 32 36.0 1.20 10.01 33.0 1.10 13.91 
ーーー 一 一 ー ー ー 』 一 一 一一ーー一一ーーーーー ー---ーーーーーーーー-

3十 870.1 17.64 100.0 446.1 11.99 100.0 293.7 7.91 100.0 

遊離成分 mg mmol mg m mol mg mmol 

H 2 SiO 3 133.8 1. 71 179.8 2.30 202.3 2.59 

HB02 35.0 0.80 16.4 0.37 21.9 0.50 

CO2 20.5 0.47 

H 2 S 
一一--ー一一一ーー』一ー --ーーー -ー-ーーー 一一ーー山ーーー ー-ー『 ー--ーー--ーーー

計 189.3 2.98 196.2 2.67 224.2 3.09 

成分総計 gIkg 1.408 0.918 0.702 

(泉旧泉質質名)
ナトリウム・マグネシウムー炭

ア(単ルカ純リ性温単純温泉)泉 ア(単ルカ純リ性単温純温泉)泉
酸水素塩・硫酸塩・塩化物泉
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No.13 成瀬温泉 No.14 神明則温泉 No.15 鶴泉温泉

(ひがしやま温泉) (神明前温泉) (鶴泉温泉)

青森市大字荒川字成瀬44-1 上北郡下田町字神明前143-96 黒石市大字温湯字鶴泉79

60. 7. 19 60. 8. 2 60. 7. 31 

40.6 (27.0) 39.3 (33.0) 46.0 (28.0) 

732 800 450 

986 900 600 

8.0 9.0 7.6 

7.80 9.20 7.34 

0.9990 0.9983 0.9992 

1.059 0.420 1.124 

mg m val m val % mg m val m val % mg m val m val % 

330.0 14.35 95.03 127.0 5.52 94.20 334.0 14.53 87.32 

11.0 0.28 1.85 3.0 0.08 1.37 10.8 0.28 1.68 

0.1 0.01 0.07 0.0 0.00 0.00 0.3 0.02 0.12 

2.6 0.21 1.39 0.4 0.03 0.51 2.9 0.24 1.44 

5.0 0.25 1.66 2.7 0.13 2.21 30.0 1.50 9.02 

0.0 0.00 0.00 0.7 0.08 1.37 0.0 0.00 0.00 

0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.1 0.00 0.00 

0.1 0.00 0.00 0.5 0.02 0.34 1.2 0.04 0.24 

0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.2 0.03 0.18 

348.8 15.10 100.0 134.3 5.86 100.0 379.5 16.64 100.0 

mg m val m val % mg m val m val % mg m val m val% 

1.4 0.07 0.46 0.9 0.05 0.84 0.8 0.04 0.24 

380.0 10.72 69.61 131.8 3.72 62.73 413.8 11.67 69.14 

1.1 0.01 0.06 0.7 0.01 0.17 0.0 0.00 0.00 

0.3 0.00 0.00 0.3 0.00 0.00 2.9 0.02 0.12 

90.0 1.87 12.14 24.0 0.50 8.43 137.0 2.85 16.88 

0.2 0.00 0.00 1.3 0.03 0.51 0.0 0.00 0.00 

123.9 2.03 13.18 58.0 0.95 16.02 140.3 2.30 13.62 

21.0 0.70 4.55 20.0 0.67 11.30 

617.9 15.40 100.0 237.0 5.93 100.0 694.8 16.88 100.0 

mg m mol mg m mol mg m mol 

87.5 1.12 62.4 0.80 99.2 1.27 

9.9 0.23 0.0 0.00 4.4 0.10 

17.6 0.40 

ーーー一一 一一一一ー-ーーーー

97.4 1.35 62.4 0.88 121.2 1. 77 

1.064 0.434 1.196 

ナトリウム 塩化泉物)泉
(食塩

アルカリ性単温純温泉泉
(単純 ) 

ナトリウム 塩化泉物)泉
(食塩
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源 泉 名|ぬ16 前田温泉 I No.17 駒沢温泉

( 温泉名) I 松崎温泉青葉温泉)

湧 出 地|南津軽郡平賀町大字舘山字前田|三沢市字駒沢
50-3 

調査年月日

泉温(気温)OC 

湧出量 l/min

掘さく深度 (m)

湧出地
pH値

試験室

密度 (200/40

)

蒸発残留物(gl勾)

陽イ オン

H+ 

Na+ 

K+ 

NH4+ 

Mg2+ 

Ca 2+ 

AI3+ 

Mn 2+ 

Fe2+， Fe3+ 

Li + 

60. 8. 5 

58.0 (34.0) 

113 

735 

7.8 

7.39 

1. 0071 

12.01 

mg m val m val% 

60. 8. 6 

46.0 (28.0) 

600 

920 

8.4 

8.29 

0.9998 

2.024 

mg m val m val % 

No.18 裾野温泉

(津軽カントリークラブパーク温泉)

中津軽郡岩木町大字百沢字裾野
27-1 

60. 8. 19 

33.0 (30.0) 

150 

720 

6.8 

6.86 

0.9995 

1.129 

mg m val m val % 
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一 18_0

100 . 0 1 1. 21 0 

m mol 遊離 成分

H 2 8iO 3 

HB02 

CO2 

H 28 

計

mg 

221.0 

129.3 

24.9 

m mol 

2.83 

2.95 

0.57 

375.2 I 6.35 

成分総計 gIkg 

泉質
(旧泉質名)

12.02 

ナトリウム一塩化物泉
(食塩泉)

mg 

169.8 

21.4 

m mol mg 

159.0 

5.5 

200.9 

2.04 

0.13 

4.56 

2.17 

0.49 

191.2 I 2.66 
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ナトリウム・マグネシウム・カ
ルシウムー炭酸水素塩・塩化物
泉
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No.19 鳴瀬温泉 No.20 下長温泉 No.21 大和沢温泉

(三 世寺 温泉 ) ( 長 寿 温泉) (光世温泉)

弘前市大字三世寺字鳴瀬103-1 八戸市下長三丁目21-2 弘前市大字大和沢字里見13

60. 9. 10 60. 9. 25 60. 10.28 

51.5 (30.0) 39.5 09.0) 43.5 (14.0) 

345 600 800 

550 390 450 

7.4 8.4 6.7 

7.58 8.26 6.72 

1.0055 0.9996 1.0008 

9.264 1.779 4.561 

mg m val m val % mg m val m val % mg m val m val% 

3， 100 134.8 93.61 620.0 26.97 94.73 1， 240 53.93 79.18 

180.0 4.60 3.19 13.0 0.33 1.16 47.0 1.20 1. 76 

1.7 0.09 0.06 0.1 0.01 0.04 0.4 0.02 0.03 

10.0 0.82 0.56 5.6 0.46 1.61 61.0 5.02 7.37 

74.0 3.69 2.56 14.0 0.70 2.46 150.0 7.49 11.00 

0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

0.1 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

0.3 0.01 0.01 0.1 0.00 0.00 1.8 0.06 0.09 

0.1 0.01 0.01 0.0 0.00 0.00 2.7 0.39 0.57 
ーー--ーーーーーーーーーーーー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - - ーーーーーーーーーーー『ーーーー ーーーー---・ーーーーーーーー

3， 366 144.0 100.0 652.8 28.47 100.0 1，503 68.11 100.0 

mg m val m val% mg m val m val % mg m val m val % 

2.1 0.11 0.08 10.3 0.54 1.87 0.6 0.03 0.04 

4，850 136.8 93.53 765.2 21.58 74.59 834.6 23.54 34.56 

11. 7 0.15 0.10 2.3 0.03 0.10 1.1 0.01 0.01 

7.6 0.06 0.04 0.2 0.00 0.00 0.3 0.00 0.00 

144.0 3.00 2.05 148.0 3.08 10.65 1. 615 33.63 49.38 

0.2 0.00 0.00 0.2 0.00 0.00 0.5 0.01 0.01 

375.0 6.15 4.20 207.5 3.40 11. 75 665.1 10.90 16.00 

9.0 0.30 1.04 
ーーーーーーーー ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー

5， 391 146.3 100.0 1. 143 28.93 100.0 3， 117 68.12 100.0 

mg m mol mg m mol mg m mol 

302.4 3.87 31.6 0.40 59.8 0.10 

67.9 1.55 17.5 0.40 71.2 1.62 

16.1 0.37 173.1 3.93 

ーーーーーーーーーーーーーーー --ーー---ー『ー? 一一司 ーーーーー目ー - - - ー ー 一 ・ 』 ーーーー---一一ーーーーー

386.4 5.79 49.1 0.80 304.1 5.65 

9.143 1.845 4.924 

ナトリウム一塩化泉物)泉
(食塩

ナトリウム 塩化泉物)泉
( 食 塩

ナトリ(ウ含ム食ー塩硫-酸芭塩硝・泉塩)化物泉
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源 泉 名 INo.22 東城北温泉

(温 泉 名) I 津軽長寿温泉)

湧 出 塊|弘前市大字東城北北三丁目
4-7 

調査年月日

泉温(気温)OC 
湧出量 l/min

掘さく深度 (m)

湧出地
pH値

試験室

密度 (200/40

)

蒸発残留物(g/kg)

陽イオ ン

No.23 類家温泉

(温泉みちのく)

八戸市類家一丁目 8-20 

60. 11. 20 

50.6 02.0) 

75 

820 

7.4 

7.80 

1.0090 

19.15 

ア m val m val % I mg 

60. 12. 6 

28.0 (3.0) 

450 

100 

7.8 

7.87 

0.9980 

0.344 

mg m val I m val % I mg 

No.24 小畑沢温泉

(八甲田ラドン温泉)

青森市小畑沢字小杉69-12

60. 12.20 

34.8 (-3.0) 

195 

720 

7.3 

7.27 

0.9995 

1.566 

m val 1 m val % 

H十

Na+ 

K十

NH 4+ 

Mg2+ 

Ca 2+ 

AI3+ 

Mn2十

Fe 2+， Fe 3+ 

Li + 

百十

7，000 304.5 

390.0 I 9.97 

20.6 I 1.14 

21.5 

168.0 

0.0 

l.1 

1.7 

0.4 

1. 77 

8.38 

0.0。
0.04 

0.06 

0.06 

93.43 

3.06 

0.35 

0.54 

2.57 

0.00 

0.01 

0.02 

0.02 

53.6 

8.1 

0.1 

3.6 

32.4 

0.0 

0.1 

0.3 

0.0 

2.33 

0.21 

0.01 

52.01 

4.69 

0.22 

470.0 

22.0 

0.2 

14.0 

42.0 

0.0 

0.3 

1.4 

0.1 

20.44 

0.56 

0.01 

1.15 

2.10 

0.00 

0.01 

0.05 

0.01 

84.01 

2.30 

0.04 

4.73 

8.63 

0.00 

0.04 

0.21 

0.04 

550.0 I 24.33 I 100.0 7， 603 325.9 I 100.0 

n
U
F
h
u
n
U
A
U

円

L

n

U

可

i

1

i

n

U

ハU

つL

ハU

F
O
P
O

ハu

n

u

n

U

ハU

q
J
 

n
U

ワ
u
n
U

ハU

胃

1

ハU

つd
p

O

ハ
U

ハ
U

ハ
u

n

u

n
υ
1
1
n
u
n
u
n
υ

ハリ

98.2 4.48 1 100.0 

陰イ オン mg I m val I m val % I mg I m val I m val % I mg I m val I m val % 

ι111 J  J|ι| 山 ;::lJiUJ2218;:2  

Br 

OH 

HS-

804
2ー

HPO 42-

HC03-

CO 32 

14.0 

4.3 

0.18 

0.03 

計 I11. 850 I 330 . 0 I 100 .0 

遊離成分 mg I m mol I 

0.0 

0.0 

335.6 

0.00 

0.00 

5.50 

H 2 SiO 3 

HB02 

CO2 

H 2 S 

計

301.6 I 3.86 

147.9 I 3.38 

33.7 I 0.77 

483.2 1 8.01 

成分総計 gl同 19.94

泉 質 | ナトリウム塩化物強塩泉
(旧泉質名) I 強食塩泉)

凡
リ
ハ
U

ハU
A

U

ハU

A

U

ハ
リ
ハ
U

ハU

ハU

n
u
n
u
 

52.0 

0.2 

97.6 

0.5 

0.5 

t
I
n
u
 

n
u
n
U
 

ハ
リ
ハ

υ

0.04 

0.00 

4.44 

0.00 

6.57 

918.4 1 24.341 100.0 

1.08 

0.00 

1.60 

mg I m mol 

85.8 

8.8 

10.3 

104.9 

209 .3 1 4 .50 1 100 . 0 

1.573 

ナトリウム一塩化物泉
(食塩泉)

1.10 

0.20 

0.23 

1.53 

単純温泉
(単純温泉)

0.00 I 12.8 

0.00 I 0.5 

1.67 I 110.3 

0.27 I 6.00 

0.01 I 0.22 

1.81 I 40.22 
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No.25 掛落林温泉 No.26 岩崎温泉 No.27 里ノ沢温泉

(あすなろ温泉) (白神山温泉静観荘) (里ノ沢温泉)

北津軽郡板柳町大字掛落林字前田 西津軽郡岩崎村大字岩崎字平館 7-11 十和田市三本木字里ノ沢119-4 
140-1 

61. 1. 9 60.12.17 60. 1. 8 

63.8 (-1.0) 40.0←-3.0) 50.3 (5.0) 

400 180 256 

756 500 1. 170 

8.2 6.8 8.0 

7.86 6.94 7.80 

1.0069 1.0041 1.0041 

11.14 5.958 8.350 

mg m val m val % mg m val m val % mg m val m val % 

3，900 169.6 96.37 2， 150 93.52 88.04 2，800 121.8 88.63 

125.0 3.20 1.82 92.0 2.35 2.21 66.0 1.69 1.23 

13.1 0.73 0.42 0.3 0.02 0.02 2.6 0.14 0.10 

9.8 0.81 0.46 70.0 5.76 5.42 30.0 2.47 1.80 

32.0 1.60 0.91 84.0 4.19 3.95 226.0 11.28 8.21 

0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

0.1 0.00 0.00 0.1 0.00 0.00 0.2 0.01 0.01 

0.3 0.01 0.01 2.2 0.08 0.08 0.5 0.02 0.01 

0.1 0.01 0.01 2.1 0.30 0.28 0.1 0.01 0.01 

4， 080 176.1 100.0 2，401 106.2 100.0 3， 125 137.4 100.0 

mg m val m val出 mg m val m val % mg m val m val % 

0.9 0.05 0.03 0.4 0.02 0.02 0.5 0.03 0.02 

5， 750 162.1 91.07 1，060 29.90 28.13 4， 700 132.6 95.01 

8.3 0.10 0.06 0.8 0.01 0.01 4.8 0.06 0.04 

1.3 0.01 0.00 0.6 0.00 0.00 0.4 0.00 0.00 

0.0 0.00 0.00 400.0 8.33 7.83 270.0 5.62 4.03 

0.2 0.00 0.00 1.4 0.03 0.03 0.0 0.00 0.00 

850.0 13.93 7.83 4， 140 68.01 63.98 64.1 1.05 0.75 

54.0 1.80 1.01 6.0 0.20 0.15 
---ーーーーーーーーーーーーー ー-ーーー 一一一一一一一---

6， 665 178.0 100.0 5，603 106.3 100.0 5， 046 139.6 100.0 

mg mmol mg m mol mg m mol 

242.3 3.10 197.1 2.52 166.4 2.13 

170.9 3.90 26.3 0.60 41.6 0.95 

554.4 12.60 

'圃』ーーー - ーーー -_.ーーーーー -ーーーーー ー-ーー 一一一ーー 一一--

413.2 7.00 777.8 15.72 208.0 3.08 

11.16 8.783 8.379 

ナトリウム 塩化泉物)泉
(食塩

ナトリウ(ム含食炭塩酸一水重素曹塩泉・)塩化物泉 ナトリウム一塩化泉物)泉
(食塩
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源 泉 名 INo.28 上牡丹森温泉 I No.29 五所温泉 INα30 権現沢温泉

(温泉名) I 上牡丹森温泉(御所温泉(七百温泉)

湧 !出 地|南津軽郡大鰐町大字大鰐字上牡|中津軽郡相馬村大字五所宇野沢|上北郡六戸町大字犬落瀬字権現
丹森29 147-2 沢54-455

調 査年月日

泉温(気温)OC 

湧出量 l/min

掘さく深度 (m)

湧出地
pH値

試験室

密度 (200/40

)

蒸発残留物(g/kg)

陽イオン

H+ 

Na+ 

K+ 

NH 4+ 

Mg2+ 

Ca 2+ 

AI3+ 

Mn2+ 

Fe2+， Fe3+ 

Li + 

Lーニエロ

61. 1. 30 

30.3 (ー1.0) 

312 

600 

7.4 

7.71 

0.9984 

0.141 

mg I m val I m val % 

21.5 

13.7 

2.7 

0.3 

1.2 

3.0 

0.0 

0.2 

0.4 

0.0 

61. 2. 10 

49.0 (-2.0) 

360 

657 

8.2 

8.00 

1.0001 

2.723 

mg 'm  val 'm val % 
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n
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n
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h
u
p
o
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u
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n
U

円
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u
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に
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n叶
υ

t
i
T
I
t
i
円
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ハU

n

U

7
・
t
i
n
U

泊

q

s
性

ハ

U

口

6

1

1

n

u

n

U

つω
n
U

円
〈

U

0.01 

0.01 

0.00 

1.04 

1.04 

0.0。
0.0 

0.1 

0.00 

0.00 

0.0。
0.00 

0.00 

0.00 

61. 2. 18 

41.7 (2.0) 

500 

840 

8.4 

8.62 

0.9992 

1.392 

mg ， m val ， m val % 

431. 7 

15.2 

0.0 

1.2 

18.8 

0.4 

0.0 

0.4 

0.0 

18.78 

0.39 

0.0。
0.10 

0.94 

0.04 

0.00 

0.01 

0.0。

92.70 

1.92 

0.00 

0.49 

4.64 

0.20 

0.00 

0.05 

0.00 

467 .7 I 20.26 I 100.0 

陰イ オン

F-

CI -

Br 

OH-

H8-

804
2 

HPO/ 

HC03
ー

C032ー

0.96 I 100.0 

ハUAυ 

987.3 1 42.69 1 100.0 

;::l:::14;:;;|14山 3;:;;l ぷ

0.0 

0.8 

30.0 

n
u
n
u
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u
n
U
 

ハu
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ハU
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ハU
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U
 

ハU
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n
u
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u
 

ハU
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U

ハ
u

n

u

n
u
n
U
 

0.00 I 0.00 

0.02 I 2.08 

0.49 I 51.04 

0.00 

0.00 

90.0 

0.0 

80.5 

1.87 

0.00 

1.32 

4.32 

0.00 

3.05 

mg 1 m val 1 m val % 

J 16j21 … 

72.0 

0.9 

48.8 

ハU
n
υ

ハ
U

A

U

0.00 

0.00 

ハU
n

u

n
U
A
U
 

n
u
n
U
 

7.32 

0.10 

3.90 

計 1--.----46.;-~------o -.-9~j ----ïõo~õ~ i---i: 5-~~"-0_~ -----4t-~-f----ioOァ p
o

一
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一
1
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U
一
口
円
U

つ臼一
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Aせ

戸

O
一
口
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q『

U

一Fhu

一
円

i

1.50 

0.02 

0.80 

遊離成分

H 2 8iO 3 

HB02 

CO2 

H 28 

mg 

106.2 

3.3 

4.4 

m mol 

1.36 

0.08 

0.10 

計 113.91 1.54 

成分総計 gl同 0.182

泉 質| 単純温泉
(旧泉質名) I 単純温泉)

mg 

134.8 

13.1 

一

-
q
u

ハ
u

d一

7
.
3

m
一
1

0

m
一

mg 

220.5 

3.3 

mmol 

2.82 

0.08 

223.8 1 2.90 147.91 2.03 

1.450 

ナトリウム 塩化物泉
(食塩泉)

2.726 

ナトリウム 塩化物泉
(食塩泉)
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No.31 新岡温泉 No.32 境 関温泉 No.33 福野田温泉

(新岡温泉) (境関温泉) (ふるさと温泉)

中津軽郡岩木町大字新岡字萩流971 弘前市境関字亥の宮 8-1 北津軽郡板柳町大字福野田字本泉
34-6 

61. 2. 19 61. 3. 7 61. 3. 7 

47.3 (0.0) 46.1 (3.0) 52.0 (3.0) 

450 167 450 

500 550 700 

8.0 8.0 8.0 

7.68 7.76 7.85 

1.0002 1.0012 1.0028 

2.791 3.885 5.375 

mg m val m val % mg m val m val% mg m val m val % 

875.0 38.06 93.89 1， 300 56.55 89.66 1. 870 81.34 94.55 

29.5 0.75 1.85 137.0 3.50 5.55 126.0 3.22 3.74 

2.4 0.13 0.32 2.7 0.15 0.24 2.8 0.16 0.19 

7.0 0.58 1.43 5.5 0.45 0.71 2.6 0.11 0.13 

20.0 1.00 2.47 48.0 2.40 3.80 23.5 1.17 1.36 

0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

0.3 0.01 0.02 0.2 0.01 0.02 0.5 0.02 0.02 

0.1 0.01 0.02 0.1 0.01 0.02 0.1 0.01 0.01 
--→ ーーーーーーーーーーーー

ーーーーー、ーー『ー-----ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 、 - - - -

934.3 40.54 100.0 1， 494 63.07 100.0 2， 026 86.03 100.0 

mg m val m val % mg m val m val % mg m val m val% 

1.5 0.08 0.19 1.0 0.05 0.08 3.0 0.16 0.18 

1. 000 28.21 68.69 2，110 59.52 94.33 2，800 78.98 90.89 

0.4 0.00 0.00 

0.3 0.00 0.00 

0.0 0.00 0.00 2.0 0.04 0.06 24.0 0.50 0.58 

0.2 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

780.0 12.78 31.12 176.6 2.89 4.58 400.5 6.56 7.55 

18.0 0.60 。‘95 21.0 0.70 0.80 
--ーーーーーーーー一一ーー ーーーーーーーーーー一一一ーーー ーーーーーーー一一 ーーーーー ーーーー----一一ーーー『ーー ー ー ー ー ー ー - - - - ー 一 一 ~ ー ---ー ーーーー一ー『圃 ー

1，782 41.07 100.0 2， 308 63.10 100.0 3， 249 86.90 100.0 

mg m mol mg m mol mg m mol 

200.9 2.57 212.7 2.72 276.0 3.53 

0.0 0.00 33.9 0.77 36.2 0.83 

20.5 0.46 

--ーーーーー ーーーーーーーー- -ーーーーーーーーーー ー 開 ーーーーーーーーーー ー -ーー-ーーーーーー』ー

221.4 3.03 246.6 3.49 312.2 4.36 

2.938 4.049 5.587 

ナトリウ(ム含重塩曹化一物食・塩炭泉酸)水素塩泉
ナトリウム一塩化物泉 ナトリウム一塩化物泉

(食 塩 泉〉 (食 塩 泉)

q
u
 

Qυ 



V 学会等発表抄録



青森県衛生研究所報 23. 85-87. 1986 

1. 学会発表抄録

数種の嫌気培養装置を使用しての嫌気性菌

発育に関する検討

O中村恵子 川村千鶴子大友良光

今回私達は. 4種類(Peptostreptococcus，B.flαgi・ パー以外でも発育した。また. B.βαgil白が ABCM

lis， C.difficile， C.tetαnii)の菌株を使って. 5種類の 寒天培地において. GAM寒天培地より，多形性がい

培養方法による発育性と形態を検討しました。使用培地 ちじるしく，同定を進める上で非常に役立つ事である。

は，栄研化学の ABCM寒天培地と日水製薬の GAM そして，非常に少ない 4種の検討ではありますが，培養

寒天培地を使い，希釈倍数は10- 1 • 10-2 • 10-3
• 10-4 • 方法による差はあまりみられず，一般的に使われている

10-5
• 10-6. 10-7で3TC48hr.培養しました。 ガスパック法でも充分に検査できるようです。むしろ，

培養方法は. 1) アネロメイト. 2)ガスパック. 3) 適切な検体と輸送培地の使用，また，培地の酸化還元に

ガスキット. 4)嫌気チャンパー. 5) CO2ガス置換 注意し，速やかに培養することが各検査室で嫌気性菌の

Steel wool法以上5種類です。 検出率を高くすることができると思われるO

予想より，各培養方法による集落数の差が出なかった 第 5回青森県感染症研究会(昭和60年 8月 8日).弘

C.difficile分以内に処理することによって嫌気チャン 前市

青森県における最近の病原菌検出状況

O大友良光 豊川安延 奈良みどり

近年，細菌感染症はその発生状況や症状経過に著しい

変貌を遂げた。例えば赤痢，腸チフス等の法定伝染病は

激減したが，病原性があまり問題にされていなかった菌

による日和見感染症の増加や新たに起病性が判明したレ

ジオネラやカンピロパクタ一等による感染症の増加，そ

してジェット機での海外旅行による輸入感染症の増加等

が大きな問題となっているO この状況のもとで我国では

1979年度から厚生省の補助によって「徴生物検査情報の

システム化に関する研究班」が発足し地方衛研，伝染病

院，検疫所，一般病院等での病原菌検出状況が集計され

始めた。本県でも当所以外に1984年 4月から県内 5病院

における情報収集が開始された。今回は，本事業の紹介，

本年6月までの本県の集計状況，更に当所での下痢起因

菌検査成績の一部を報告するO

病院の主な検出菌はカンピロバクター， リン菌，サル

モネラ，腸炎ビブリオ，溶レン菌であるが，肺炎梓菌や

インフルエンザ菌等も多数検出されている O 衛研・保健

所では伝染病や食中毒に関した菌が主で、あり，このうち

腸チフス菌は今年既に 4種(ファージ型 MI)検出され，

家庭内感染が一例あった。また，昨年外国帰りの旅行者

からエルトール小川型コレラ菌を検出した。一方，本県

の食中毒は腸炎ピブリオ，黄色ブドウ球菌によるものが

多いが，青森市内の散発下痢患者ではカンピロパクター

やサルモネラの検出が多かった。これら多くの病原菌は

県内の市販食品，河川等の環境，犬からも検出されてお

り，今後ともその動向監視が必要と考えられた。

第 5回青森県感染症研究会(昭和60年 8月 8日).弘

前市
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昭和59年度の県内におけるインフノレエンザ

三上稔之 野呂キョウ 佐藤允武

青森県においては， 59年10月中旬に青森市の 1感染症

サーベイランス患者定点から，小中学生のかぜ様患者が

多いとの連絡を受け，同定点よりウイルス分離材料を採

取した。また，ほぼ 1週間後に本患者学区以外の 2小学

校で集団発生があり， うち l校の， り患者から上記同様

分離材料を採取した。ウイルス分離の結果，病院由来の

10名中 7名からまた集団発生8名中 3名から，今シーズ

ン流行が予想されていたB型インフルエンザ、ウイルスを

分離した。この集団発生からのウイノレス検出は今インフ

ルエンザシーズンにおける本邦最初の例であるD

その後の県内におけるインフルエンザ発生は青森市を

中心としたもので， 11月下旬頃までに学校・学年閉鎖し

た小中学校は30校前後に及んだ。青森市以外の発生は極

めて少なく県内10校前後と限局的であった。以後一旦終

息し，次の流行は翌年の 2月頃からであったがその規模

は比較的小さかった。

総体的にみて昨年度のインフルエンザの発生は全国同

様に少なかった。分離ウイルスの抗原構造は国立予防衛

生研究所の分析によると総ての青森株はワクチン株であ

るB/シンガポール/222179や過去に検出されたB/栃木/

6/82， B/ソ連/100/83，B/ノルウェー/1/84とは，抗原

的には多少異なっていた。また，全国的には青森株に類

似した株が流行したが分離株の中にはB/山梨/510/84，

B/宮城/2/85，B/福島/272/85のように大きく変異し

た株もみられた。

第 5回青森県感染症研究会(昭和60年8月3日)弘前

市

生活環境における食中毒起因菌の生態

奈良みどり 大友良光 豊川安延

有野呂キョウ 秋山

近年，食中毒の病原は多種多様化傾向を示しその実 (18)，そしてロタウイルス (63)であった。このうち，

態の解明は公衆衛生及び食品衛生の面から重要課題と思 カンピロパクターは食肉と犬糞便から，サルモネラは河

われる O 本県では食中毒防止に関する調査の一環として， 川及び生活雑排水から，腸炎ピブリオは海水と魚介類か

1980年から 4年間にわたりヒト及び生活環境における食 ら多く検出され，食中毒との関連性が考えられた。また，

中毒起因菌の動向について調査した。 惣菜等からは， ヒトの下痢便検体でよくみられる日和見

調査対象は急性胃腸炎患者下痢便749検体，市販食品4 感染菌も多数検出され，食中毒起因菌汚染のない食品の

00検体，河川その他348検体，合計1497検体であった。 感染源としての意義について今後検討する必要があると

一部の下痢便についてはロタウイルスの検査も試みた。 思われた。

検出病原体の主なものは，カンピロパクター(128)， 第34回東北公衆衛生学会(昭和60年 7月23日)，青森

サルモネラ (47)，腸炎ピブリオ (24)，病原性大腸菌 市
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青森県における水道水中の有機ハロゲン化合物

について(第一報)

O平出博昭 野村真美

高橋政教

木村淳子

小林英一

秋山由美子

水道水中の有機ハロゲン化合物は，その毒性(発癌性 ありすべて国の制御目標値以下であった。また，有機塩

等)の面から人の健康への影響が懸念され，水道衛生上 素系溶剤は39浄水中， 1. 1. 1ートリクロロエタンと四

重要な問題になっている O 我々は県内の水道水の実態を 塩化炭素がそれぞれ l浄水中に検出された。その濃度は

把握する目的で本調査を実施しその結果について報告 0.007 mgll， 0.0003 mgllと微量でその他はすべて不

する。試料は地下水を水源としている県内39ケ所の浄水 検出であった。一方， トリハロメタン濃度と色度，過マ

を検体とした。調査項目はトリハロメタン， トリクロロ ンガン酸カリウム消費量との聞に高い相関関係が得られ

エチレン，テトラクロロエチレン， 1. 1. 1 トリクロ た。

ロエタン，四塩化炭素，その他の一般項目。 第24回日本薬学会東北支部大会(昭和60年10月20日)，

浄水中のトリハロメタン濃度は0.005~0.069 mgllで 仙台市

青森県における水道水中のトリハロメタン

濃度について

。高橋政教 野村真美 村上淳子 古 川 章 子

秋山由美子 平出博時 小林英一

水道水中に，塩素処理によってトリハロメタン(THM)

が生成されることが明らかにされ，主成分である CHCh

は発癌性物質であることから大きな社会問題になった。

そこで我々は県内の THM含有レベルを把握する目的で

本調査を実施したのでその結果について報告する。

試料は昭和57年 4月から昭和59年 3月までに当所に持

ちこまれた51検体を試料とした。調査項目は THM，水

温， pH，残留塩素，色度，過マンガン酸カリウム消費

主主L
E亘o

結果

1)給水栓中の THM濃度は 5~83μgll ですべて国

の制御目標値以下であった。 2)水源別にみると，地下

水よりも表流水の方が THM濃度が高かった。 3) THM 

濃度と色度，過マンガン酸カリウム、消費量との聞に高い

相関関係がみられた。 4) THM濃度の季節的変化につ

いてみると，表流水を水源とする浄水では季節的変化が

認められるが，地下水を水源とするものでは明らかな変

化は認められなかった。

第34回東北公衆衛生学会(昭和60年 7月23日)，青森

市
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2. 他誌 発 表

一施設内での Cam抑lobacter腸炎の集団発生例

十川英明 横山礼子 豊川安延 大友良光

青森県中央病院医誌，第29巻，第 3号. 60-62. 1984 

青森県における今冬のA群溶血レンサ球菌の

T型別について

大友良光 豊川安延 秋山 有

東北六県防疫月報，第106号. 15-17. 1986年 1月

発行所:財団法人仙台微生物研究所

編集責任者:石田名香雄，森田盛大

編 集:東北六県防疫月報センター(秋田衛研内)

3. そ の 他

(1) 第21回環境保健部職員研究発表会

昭和61年 1月23日 青森市文化会館

演 題 発 表 者 (0印演者)

青森県における最近の病原菌検出状況 0大友良光，豊川安延，奈良みどり

昭和59年度の県内におけるインフルエンザについて 0三上稔之，野目キョウ，佐藤允武

西郡及び五所川原市の温泉の経年変化について 0秋山由美子，野村真美，木村淳子

平出博昭，小林英

お茶に含まれる無機成分について 0村上淳子，野村真美，古川章子

平出博昭，小林英

日常食品中の脂質・コレステロールおよび脂肪酸摂取 0古川章子，村上淳子，高橋政教

E王三EL 小 林英

セレン分析方法について 0木村淳子，秋山由美子，高橋政教

一一一 (2.3)ージアミノナフタレンによる 小林英

けい光々度法一一

0
0
 

0
0
 



(2) 青森県衛生研究所談話会

年月 日 題 名 発 表 者

日百. 60. 4.24 VMAの液クロ分析方法について 工 藤 久美子

11 食品中の無機成分について 村 上 淳 子

昭. 60. 6.26 県内における昨年度のインフルエンザについて 一 上 稔 之

11 食品汚染物モニタリングについて 秋 山 由美子

昭. 60. 8. 28 青森県における最近の病原菌検出状況 大 友 良 光

〆r ホタテ毒化初期における毒化傾向 平 出 博 昭

昭. 60. 10.23 おいしい水について 木 村 淳 子

11 微量元素の役割 荻 野 幸 男

日百. 60. 12. 18 日本脳炎について 野 呂 キョウ

11 パラコートについて 林 英 一
昭. 61. 3. 5 青森市におけるコクサツキーA群ウイルスの血清疫学について 佐 藤 允 武

11 除草剤による環境汚染について 高 橋 政 教
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青森県衛生研究所報執筆要領

1. 所報は青森県衛生研究所において本所職員が行った

研究・調査の業績を掲載する。本所以外の共著者は*

印を付してその所属を欄外に記す。

2. 原稿の内容・形式は次のとおりとし所定の原稿用

紙に横書きで記載する。

(1)総説……内容・形式は自由とする。

(2) 報文……独創性に富む研究・調査結果をまとめ

たもので，形式はおおむね緒言・方法・結果

.考察・結語・文献の項目順とする O

(3) ノート……(2)にまとめ得ないが新しい事実や価値

あるデータを含むものとし，形式は本文・文

献の順に記載し項目の明瞭な区別を必ずし

も必要としなし、。

(4) 資 料……利用価値のあるデータの正確な記載で，

形式は項目の区別を必要としなし、。

(5) 他誌発表報文抄録及び学会発表抄録……過去 l年

聞のもので，他誌発表は例 1，学会発表は例

2の形式で行う。

例 l 題名 例 2 題名

氏名 氏名

誌名，巻(号)，頁ー頁，

年号

要旨 (400字)

要旨 (400字)

末尾に学会名(年，

月，日入場所

3. 編集委員会は，編集委員に提出された論文の審議を

行い，掲載区分の変更，内容の訂正を求める場合があ

る。

4. ゴシック体となる字の下には赤のへ~を，イタリ

ク体となる字の下には赤の一一ーをつける O

5. 項目の細別は次の順序とする O

2、内実 11

6. 表 (Table)のタイトルは上部に，図 (Fig.)の

タイトルは下部に記載する O

7. 句読点は I，J，loJとするO

8. 単位は原則としてメートル法により，活字体の省略

形を用いる O

例 ml. kg，μ1 

9. 生物などの学名は，和文で、はかた仮名，欧文ではイ

タリック体とする。

10.文献は下記のとおり記載する。

〔雑誌〕番号)著者名(3名以上は， 1名を記し，和

文では他，欧文では etal.) :論題，雑誌名，巻，

頁頁，年号

例 1) Lee，J.V .et al. : Characterization，tax-

onomy，and emended description of Vibrio 

metshnikovii， Int.J .Syst.Bacteriol， 28， 99-

111， 1978 

〔単行本〕番号)著者名:書名， (巻)，版，頁一頁，

発行所，発行地，年号

例 2) Wurtman，R.，J.: Catecholamines，lst 

ed.， 45， Litt1e Brown and Co.，Boston， 1966 

〔単行本の 1章]番号)著者名:論題，編者:書名，

(巻)，版，引用頁，発行所，発行地，年号(和

書は元号，洋書は西暦)

例 3)江橋節郎:筋収縮，赤堀四郎(編酵素

研究法，第 3巻， 4版， 578-587，朝倉書庖，東

京，昭36

〔他の論文からの引用〕番号)原著者名:雑誌名，

巻，頁，年号(原著を引用した論文を前述に従

って記入)

11.本文中の文献引用箇所は次のようにする。

例 ビリルビンめ分解1-3) 基質の分解4，5)などが

考えられる。

(青森県衛生研究所所報編集委員会)
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編集委員長

荻野幸男

集委編 員

佐藤允武 古川章子 小林繁樹 工藤久美子
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